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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　戦争は、終わった。

　数百年の長きに亘わたり続いた人間と魔族の戦いは、その旗頭となった勇者と魔王の和平条約締結により、静かに、穏便に、呆あつ気けなく終わった。

　世界中に、不可視の壁を築いて──







　──それから、四年の月日が流れた。




　魔物も闊かつ歩ぽする深い森の中、

「もうすぐ……人間の村は、あっちの方にあったはず……！」

　とある魔族に属する可か憐れんな少女が、人里を目指していた。

　行く先を見つめる希望を宿した目の色は、人ではない者を示す紅玉のような赤。風になびく長く美しい黒髪の間からは、宝石の原石のように無骨な竜の角が、左右に対となって覗のぞいている。

　少女は、人間に憧れ自国を抜け出した。そうして遠路はるばる、一人でここまでやって来たのだ。

　息を弾ませる少女の目の前で、やがて木々の樹冠が途切れた。

　日差しの下、逸はやる気持ちで飛び出すと、そこは森から近い民家の裏手の畑だった。

「やっと……着い、た……？」

　と、辺りに目をやり、少女はハッとする。

　見れば、ちょうどその畑には人間の農夫がいた。

　人間──生まれて初めて見る種族──ずっと、会いたかった者たち。

「あ、あのっ！　こんにちはっ！」

　少女は、明るく声をかけた。

　それは、彼女が人間と交わす、初めての挨拶だった。

　魔族は四年前まで人間の明確な敵だったけれど、今は違う。

　そう彼女は信じていたのだ。信じて、生まれて初めて同胞だけの国を出て、人間たちに会いに来た。今はもう平和になったのだから大丈夫だ、受け入れてもらえる、と。

　──それが、未いまだ幻のように儚はかない、甘き夢だとも気づかずに。

「え……？」

　農夫が、呆ほうけたような声を上げた。

　その様子に、少女は、そうだ初対面だし名乗らねば、と身を乗り出す。

「あ、あの、私──」




「だ……誰かあああああっ！　誰か助けてくれっ！　竜人だあああああ！」




　大声で叫んだ農夫は、ギラギラした目と手にした農具の刃先を少女に向けた。

「え……？」

　今度は少女が呆ける番だった。

　……『助けてくれ』？　一体、何から？

　少女の疑問をよそに、怯おびえた農夫の叫びに応えて近隣の民家から人間が集まってくる。ぞろぞろと、まるで敵を迎え撃つ兵士のように。

「竜王の仇あだ討うちに来たに違いねえ！」

「一匹か!?　他に仲間の姿は!?」

「単体でも面倒だが、呼ばれると面倒だぞ！　誰か、竜殺しの剣を取ってきてくれ！」

　ざわざわと遠巻きに聞こえる焦燥を含んだ怒声。

　髪の一本まで憎み、残らず燃やし尽くそうとするように注がれる視線。

　一瞬、少女は何が起こっているか理解できなかった。

　だって、ここは、平和な世界。戦争が終わって、平和になった世界のはずだ。

　なのに……なのに、この状況は、何だ？

　なぜ、彼らは、自分に殺意を向けているのか。

「あ、あの……私…………私は別に、皆さんに、何もっ……」

「殺せえええッ!!」

　誰かの一声が、きっかけだった。

　堰せきを切ったように、武器を手にした人々が竜人の少女に押し寄せる。

「ひっ……!?」

　恐怖に、少女は逃げようとした。

　だが、人が檻おりのように四方を囲み、背後の退路も既に塞ふさがれている。

　どこにも道はない。逃げられない。

　人が迫ってくる。どっちへ、どうしたら。誰か──




　キンッ




　その時、鋼はがねを打つような硬質な音がして──ゴトッと、地面に固いものが落ちる。

　それを見て、頭に走った激痛に、その意味を知り、

「あ……あああああああああああああああああああっ！」

　少女は、絶叫した。

　彼女の頭に生えた竜人の証あかしの双角。

　その一本、右の角が、折れて地面に転がっている。

「うっ……ああうっ……！」

　角が折られた部分を押さえながら、少女は土の上に蹲うずくまり泣いた。

　痛い、痛い、怖い。怖い、どうして、痛い。やだ、痛い、痛い。

　泣いて呻うめく少女の頭を、がつ、と人の靴底が踏みつける。

「あぐ……う……や、やめて……やめ……」

　懇こん願がんの言葉は届かない。同じ言語のはずなのに、ここにいる誰にも伝わらない。

　地面に顔を押しつけられたまま、美しい黒髪を乱暴に摑つかまれ、引きずられ、竜人の少女は身動きできないようにと数人がかりで押さえつけられ、拘束される。

『殺せ』と誰かが言った。

『殺そう』と全員が答えた。




　戦争は、終わった……四年前に、終わったはずだった。

　世界はとっくに平和になっているはずだった。

　人魔が諍いさかうことなく、共に手を取って暮らす世界になっている。そのはずだった。




（……そうじゃ、なかったんだ）




　頰ほおを伝う涙が、地面の土と混じり合って、少女の美しい顔を汚す。

　少女は絶望した。

　このまま、自分は殺されてしまうのか、と。

　平和な世界を見ることなく……否いな、それを夢見たがゆえに……

　翳かげり始めていた空から、やがて、ぽつり、ぽつり、と涙のような雫しずくが落ち始めた。




　ここは、〝最果て〟と呼ばれる辺境の地。

　その最奥の小さな村に降る雨は、翌朝まで続くことになる。




　片角にされた竜人の少女を憐あわれむように、慰なぐさめるように、静かに、優しく……
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〝ポストマン〟という職業がある。




　四年前から、この世界には、見えざる壁が至るところに立っていた。

　その壁は〝魔力障壁ウオール〟──通過しようとする魔法の力を搔かき消けす巨大な盾。

　壁は、人魔両陣営の魔法による遠隔攻撃を防ぐために作られた。双方の者たちは、ある日突然襲い来る恐怖に、怯おびえずに済むようになったのだ。

　だが、それと同時に、壁は思念魔法テレパスによる人々の言葉の交流を奪った。

　壁を越えて、その先の誰かに言葉を届ける……そのために、一度は消えた〝手紙〟による旧来の伝達手段が息を吹き返した。

　そして、それを届ける職業が戦後の世界に生まれる。

　どんな相手でも、どんな場所にでも、手紙を届ける者──それが〝ポストマン〟だ。







「うわ、雨か」

　飛竜に乗ったポストマンのアルノスは、突然の雨に声を上げた。

〝魔力障壁〟を一つ越えた森の上空に入ると、天候が大きく変わっていたのだ。竜の涙のような大粒の雨が森の木々の葉を打つ音、それが辺り一帯に響いている。

　結局、目的の村に着くまで、アルノスは雨の中を飛ぶことになった。

「ふう……お疲れ、テイル。まさか、こんなに雨が降ってるとはな」

　アルノスを乗せてきた飛竜テイルが、くるる、と応えるように鳴く。

　この辺は、天候が変わりやすい。雨も予想できる範はん疇ちゆうだったが、それまでの空路が快晴だったため、アルノスは油断してしまったのだ。

　俺もまだまだだな、とため息をつき、アルノスはテイルの背の鞍くらから降りた。

　騎竜用の手袋を外し、轡くつわを摑つかんで村の入り口から少し離れた大きな木の陰に誘導すると、びしょ濡ぬれになったテイルが、ぶるる、と大きく身震いして水滴を飛ばす。

　懐中時計を見れば、ちょうど日没の時間だ。辺りが、夜の闇に沈み始めている。

「テイル。悪いが、ここで雨宿りしててくれ。身体からだ、冷やさないようにな」

　了解した、というように、テイルは大きな目をパチリと瞬いた。

　人間の住む集落の中には、テイルを連れていけなかった。飛竜も人と共存しているとはいえ、魔物の一種だ。要らぬ揉もめ事ごとを避けるため木の陰にテイルを繫つなぎ止とめると、アルノスは肩に掛けた鞄かばんの位置を直し、テイルの角を撫なでた。

「よしよし。戻ってきたら飯にしような」

　くるる、くるる、とアルノスの手に角を押しつけてテイルが甘える。

　飛竜の角には、感覚がある。それをアルノスに触れさせるのは、心を許している証拠だった。他の誰にも懐かない気難しい飛竜だが、アルノスにとってはよき相棒である。

「さて……教会まで走るか」

　アルノスは、夜闇の中でも目立つ己の白髪を隠すように、きゅっ、と帽子を目深に被かぶり直して、テイルを待機させた木の陰から飛び出した。できるだけ鞄を雨に濡らさないように、羽織った外套コートの下に隠して急ぐ。

　ここは、マグメル村。

　卵を抱くドラゴンの形をした大陸の北の頭部、〝最果ての地〟と呼ばれる辺境ティルナノグの最奥部に位置する村だ。以前は、〝最期の村〟、〝帰らずの村〟とも呼ばれていた。

　人間たちが住む集落の中では魔王城に最も近く、ここから魔王の元へ発たつ者たちが二度と戻らなかったことから、そういう不吉な名がついたという。だが、四年前、勇者一行が魔王城から帰ってきて以来、その名で呼ばれることはなくなった。

　民家が点々と並ぶ小さな村の中、アルノスは目的の建物を目指す。暗闇の中、前方にぼうっと浮かび上がる尖せん塔とうが、この村に古くからあるその教会の目印だ。

（……何だ…………妙に静かな気が……）

　教会に向かいながら、アルノスは首を傾かしげた。

　元々、百人も住んでいない人口の少ない村だ。今は夜で、さらに雨も降っているし、人気が少ないのは当然である。

　けれど、家々の窓が明かりを隠すようにカーテンを締め切り、通りかかった酒場もひっそり静まり返っている様子は、あきらかにおかしい。村に損傷している箇所はないが、まるで強力な魔物でもやって来たかのようだ。

　不審に思いながらもその答えを見つけられないまま、アルノスは教会に到着した。

　石を積んで作った壁の中、雨宿りでもさせるように凹くぼんだ入り口に駆け込み、身体から雨を払い落とす。それから、木の扉についた金属製のノッカーをコンコンと打ちつけ、中からの返事を待った。

「……どなたですか？」

　しばらく待つと、凛りんとした聞き覚えのある女性の声が中から応えた。

「ポストマンです。手紙のお届けに参りました」

　一寸ちよつとの間ののち、ガコン、と重々しく扉が開く。

　白い神官服をまとった琥こ珀はく色の目の美女が、扉の隙間から顔を覗のぞかせ、親しげに微笑ほほえんだ。

「あら、アル君だったのね。久しぶり～」

　小首を傾げた瞬間に、頭に被ったベールの裾から流れる金の髪がふわりと揺れる。憧れた時期もある相手との再会に、アルノスは一瞬だけ胸が高鳴るのを感じた。

　目の前の女性が、この教会の主あるじ。この村で、アルノスが手紙を届ける相手だ。

　そして彼女こそ、四年前に魔王城へ向かった〝世界最後の勇者〟の伴ともを務めた神官──世界を終戦に導いた、伝説のパーティーの一人である。

「どうも。お久しぶりです、ブローディアさん。手紙を──」

「ごめんなさい。ちょっと中へ入ってくれる？」

「え。ちょっ……」

　鍵付き鞄を開けようと鍵を取り出した瞬間、その手を摑まれ、アルノスは扉の中へと引っ張り込まれた。
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　燭しよく台だいの小さな火が弱々しく照らす教会の中、たたらを踏んで立ち止まると、アルノスの背後で、ガコン、とすぐに扉の閉まる音が響いた。

　同時に、かんぬきも扉に差し込まれる。

「……ブローディアさん。どうしたんですか、一体。雨に濡れないように、とかいう配慮じゃないですよね、これ」

　……何かを警戒している？

　アルノスが訝いぶかって尋ねると、ブローディアは「そうねえ」と困ったように微笑んだ。

「……まあ、いいですけど。それよりも手紙を──」

「村の様子は、どうだった？」

　再び鞄を開けようとしたところで問われ、アルノスは、はた、と手を止めた。

「え？　……ああ、そう言えば、いつもとは違う、何か妙な感じはしましたけど」

「さすがね。その通り」

「その通り？」

「いつもと違うことが起きたの……こっちへ来てちょうだい。あなたにお願いがあるの」

　手招きするなり、ブローディアは暗闇の濃い方へ歩いてゆく。

　お願いって、何だ？　俺に？　と考えるも、答えを出すには情報が少なすぎる。何だか面倒なことになってきたと感じつつ、誘われるままアルノスもそちらへ──祭壇の方へと向かった。

「ここが一番この教会で安全なところなのよね。聖域の中の聖域、何なん人ぴとも許可なく立ち入ることは許されない。立ち入るようなら、私を倒すくらいしないと……」

　ひとり言のように言って、祭壇の裏側にブローディアが回り込む。

　祭壇に何が、と疑問に思ったアルノスも、彼女に続いて裏側へ入った──瞬間、足元から「あっ……」と小さな悲鳴が聞こえたので、視線を落とす。

　そこに、黒髪の少女が座り込んでいた。

　アルノスよりもわずかに幼い、美しい少女だ。アルノスを見て、口を押さえ、怯おびえたように華きや奢しやな身体からだをガタガタと震わせている。

「大丈夫よ。この人は、大丈夫。彼、私の友達なのよ」

　屈かがみ込こんだブローディアが、少女に優しく言い聞かせる。

　少女は、本当に？　と尋ねるようにアルノスをじっと見つめていたが──やがてその震えが止まった。

　ブローディアの言葉を信じたようだが、その目は未いまだアルノスに心を開いていない。

「アル君。この子は、」

「角……大丈夫なのか？」

　立ち尽くしたまま、アルノスは少女に尋ねた。

　少女の黒髪の間からは、左右対称に、飛竜テイルの持つそれに似た角が生えている──いや、生えていたはずだった。その角の一本が、半ばからきれいに無くなっている。断面から見て、折れたのはごく最近のようだ。

　少女は、〝竜人〟──人間の敵だった、魔族に属する存在だった。

「身体的には、私が治療をしたから大丈夫よ」

　黙ったまま口を開かない少女の代わりに、ブローディアが答えた。だが、その表情は暗い。伝説の聖職者の彼女でも、心の傷は治しようがないからだろう。

「……村であったっていう〝いつもと違うこと〟。この子が関係してるんですか？」

　小声でアルノスが尋ねると、ブローディアは答える代わりに長いまつ毛を伏せた。

　何かを警戒するように静まり返った村。

　そして、目の前で怯える角が折れた竜人の少女。

　何が起きたかは、この辺りの情勢に詳しいアルノスには皆まで聞かずとも想像がつく。恐らく、少女が村の者たちによって角を折られたのだろう、と。そして、少女の怯えぶり……手て酷ひどく扱われたのに違いない。元は美しい召し物だったと判わかる服も、ところどころ泥で汚れてしまっている。

「その、アル君。さっき話した〝お願い〟なんだけど……この子を、故郷の国まで送っていってあげてくれないかしら」

　顔を見れば、ブローディアはにっこりと微笑んだ。辛気臭さは、もう微み塵じんもない。

「あの……俺は、傭よう兵へいでも送迎馬車でもありませんよ？」

「じゃあ、配達してちょうだい」

　臆面もなく言われ、アルノスは返答に困る。

「……彼女は物じゃないでしょう」

「あら。女性をモノ扱いしないのは、紳士的ね。いいことだわ」

「それに、そもそも俺、物の配達はやってませんし。ポストマンが運ぶのは手紙で──」

「まあまあ、堅いことを言わずに」

「いや、堅いとか柔らかいとかそういうことではなく」

「いいじゃない、可愛かわいい女の子との二人旅。楽しいわよ、きっと」

「いやいや、その子が楽しくないでしょうし、俺も一人が性に合ってますし」

「この子を送っていってあげられる人が、他にいて？」

　アルノスは、今度こそ反論を吞のみ込んだ。

　微笑みを浮かべたまま、ブローディアが続ける。

「ここは、最果ての地ティルナノグ。その中でも魔王城に最も近い、人間たちが住む最奥の村、最期の村、行ける道の終端マグメル。ここから竜人の国まで、この子を送っていってあげられるような腕っ節の強い人……私には、あなたくらいしか心当たりがないわ。ね？　この世界で〝最後の勇者候補〟のアル君？」

「……世界最後の勇者パーティーで生命線を守ってたのは誰ですかね」

「私はあくまで守るだけよ。道を切り開いて進むような力はないの。一人では何もできない、非力な神官だもの」

「メイスで魔物を撲殺……」

「あら。今、何か言ったかしら？」

「いいえ。何も」

　目が笑っていない笑顔のブローディアから、アルノスは思わず視線を逸そらす。

　本人はこのように触れることを許さない話題だが、どこをどう辿たどって広まったのか、彼女については凶悪な逸話が絶えない。〝血ち塗まみれのブローディア〟とか〝葬送の聖職者〟とか、そういう物騒な二つ名もあるほどだ。

　恐らく、神官として説得し、屈強なここの村人たちから竜人の少女を救い出したのだろうが、その凶暴な力で有無を言わさず黙らせた可能性も……とアルノスは考える。

　そんな想像を抱かせる危険な女性からの頼み。嫌と言うのには勇気がいるが……

「…………嫌です」

　アルノスは、断った。

「ええっ？　いやだわアル君。どうして？」

「そういうのは……俺の仕事じゃないですから」

　誰かを助けたり、守ったりすること。

　そういうことをして生きていくのだと信じていた時期が、アルノスにもあった。

　けれど、もうそんな未来は消えたのだ──勇者にはもうなれないと、分かった時に。

「……ふーん、そう。お仕事ねえ」

「そうです。そう、ここにも仕事で来たんですよ、俺。もう行きますから、手紙、受け取ってください。で、いつも通りサインを──」

「い・や♡」

　ブローディアがそう言ったのは、アルノスが鞄かばんの鍵を開け、中から彼女に届けるために運んできた手紙の束を取り出した瞬間だった。





[image: ]　03






「……え？　ちょ……何ですって？」

「いやだって言ったの。受け取りを拒否します、手紙」

「はあ!?　ちょっと待ってください、ここまで届けに来たのにっ……!?」

「待ちませーん。それに受取拒否の権利はあるはずですぅー」

「確かにありますけど、でも、それは、」

「女の子を助けてくれないような冷たい男の子からの手紙なんて、きっと冷え切ってるに違いないものぉー受け取ったら指先から凍結しちゃうわぁー」

「そんなわけが──」

「お願い聞いてくれたら受け取るのになぁー私もお手紙読みたいのになぁー楽しみにしてたのにぃー残念だなぁー」

「くっ……」

　この卑ひ怯きよう者ものめ、とアルノスはブローディアを睨にらむ。

「あら、この聖者の皮を被った鬼畜性悪神官め、とか思った？」

「さすがに、そこまでは思ってませんけど……」

　無茶苦茶だ、と呆あきれを堪こらえて、アルノスは視線を落とす。

　少女と、目が合った。

　アルノスを見つめる赤い瞳が、不安げに揺れている。それが助けを求めるように見えて、アルノスの心も揺れた。痛々しく折れた角が、嫌でも視界に入ってくる。

　別に、無視したっていいはずだ。自分は勇者じゃない。ただのポストマンなのだから。

　なのに、縋すがるような少女の視線から、アルノスは逃れることができなかった。勇者を夢見る、亡霊のような自分の前身が呪わしい。とっくに、終わりにしたはずなのに……

「………………はあ。分かりました」

　ため息一つ、竜人の少女と視線を重ねたまま、アルノスは答えた。

　少女が少し驚いたように目を見開き、ブローディアが満面の笑みを浮かべる。

「ありがとう。やっぱりアル君は優しいわね。そういうところ、好きよ」

「やめてください、脅されたからですし……これで手紙、受け取ってくれますよね」

　アルノスが仏頂面で手紙の束を差し出すと、ブローディアは今度こそそれを受け取った。

「それじゃあ、アル君。この子のこと、お願いね」

「お、お願い……しますっ……」

　一連の話の流れを理解したらしい少女が、アルノスを見上げて言った。小さな声で。けれど、縋るように必死な表情で。

　アルノスは彼女に向けて、返事代わりに手を差し伸べる。

　少女は、その手をじっと見ていたが──やがて握れば砕けてしまいそうな手がそれを摑んだので、アルノスは座り込んでいた彼女をそっと引き起こした。アルノスの心配は不要で、彼女の手は砕けたりはしなかった。強く、アルノスの手を握り返していた。

「アル君、今夜はここに泊まっていって……と言いたいところだけど」

「そういう思わせぶりなの、やめませんか」

　辟へき易えきしながらアルノスは応えた。彼女は冗談のつもりでしかなくとも、数年前のアルノスだったら舞い上がっていたかもしれない。子供だったのだ。

「分かってます。目立たぬよう、夜のうちに発たちますから」

「ごめんなさいね。闇の中の移動は危険でしょうけど……でも、あなたなら大丈夫よ」

「信用してもらえるのは、ありがたいんですけどね」

　アルノスは少女を見た。

　視線に少し怯おびえたのか、身体からだを強こわ張ばらせる彼女の、その服装を確認する。

「……何か羽織るものを貸してやってもらえませんか。あと、頭を隠せるようなものを。それと、新鮮な生肉があれば」

「えっ、アル君、生で食べるの？」

「俺じゃなくて、飛竜がですよ。さすがに何か食べさせてやらないと、かわいそうだ」

「ああ、そうよね。ちょっと驚いちゃったけど」

　分かったわ、と返事をして裏口から出ていったブローディアは、幾ばくも経たたぬうちに戻ってきた。手回しがいいのは、さすが死線を潜くぐり抜ぬけた末に生きて帰った勇者一行の一人というところか。

「ごめんなさい、あなたたちが食べられそうなものも探したんだけど、今ちょうどお菓子なんかも切らしていて」

　申し訳なさそうに言うブローディアに、大丈夫です、と返そうとしたアルノスは、彼女が両手で広げたものを見て、ぎょっとした。

「え。そ、それって、聖遺物……待ってください、伝説の防具じゃ……!?」

「そうよ。これは私が冒険の最後に使っていた、由緒あるケープ……でも、いいの。もう使わないものだし、飾ってるだけじゃもったいないわ。あなたにあげる」

　冒険の旅を終え隠居して四年になる神官は、そう気前よく言って、最高位の防具である純白のケープを竜人の少女に着せてゆく。

　これが戦前のことなら、見た人間が全員卒倒するような光景だった。売れば、一生遊んで暮らせるような代物、そんな大事なものを見ず知らずの少女に譲ってしまうとは……

「このケープなら、フードがついてるから頭も隠せるわよ。よっと……うん、角も目立たない。大丈夫そうね……晴れていたら、服も洗ってあげたかったんだけど」

　フードを被かぶせて、面倒見のよい母か姉のようにブローディアはあれこれ確認する。その間、少女は気恥ずかしそうに頰ほおを染めて硬直していた。

「移動手段は村の出口だ。行くぞ、遅れずについて来いよ」

　雨あま除よけの外套コートのフードを来た時と同じように被りながら、アルノスは少女に話す。その指示に少女は、こくん、と頷うなずいた。不安そうだが、この村から脱出するにはアルノスに頼るしかないと分かっている様子だ。

　危険な竜人ではなさそうだ、とアルノスは判断する。それどころか、そこらの人間よりもよほど素直な性格をしているように思えた。よく見れば、普通の竜人よりも人間に近い顔立ちのような気もする。見えている部分の肌には、竜種特有の鱗うろこがない。

「表からで大丈夫？」

　テイルの餌を入れた麻袋を差し出して尋ねるブローディアに、アルノスは受け取りながら「ええ」と返事をする。

「村中、家に引っ込んで出てくる気配もなかったですしね……じゃあ、ブローディアさん、餌ありがとうございます。また、しばらくしたら」

「待ってアル君。ライアンの元にも配達はするかしら？」

「……ちょうど次に行く予定ですけど」

「それなら、あの人にこれを届けてくれる？　ちゃんと生きてるか、揉もめ事ごとなんか起こしてないか、厄介事に巻き込まれてたりしないかって、いろいろ心配なのよ」

　言い訳のように言って、ブローディアは一通の手紙を差し出した。先ほどケープを取りに行った時に一緒に持ってきたようだ。最初から配達を頼む気でいたのだろう。

　アルノスは何気ない態度で「いいですよ」と受け取った。代わりに証明書を手渡して、それを──ブローディアが想おもい人びとへ宛てた手紙を──鍵かけ鞄にしまう。

「今度はゆっくりしていってちょうだい。温かいご飯と、それから添い寝してあげるわね」

「飯はともかく、添い寝はいりませんって……」

「あ、あのっ……ありがとうございましたっ！」

　アルノスを茶化しつつ入り口の扉からかんぬきを外したブローディアに、少女は深々と頭を下げて叫ぶように言った。

　ブローディアは驚いたような顔をしたが、すぐに少女の言葉の意味を理解したらしい。かんぬきを床に置き、そっと少女の手を取る。

「ごめんなさい……この村の人間を代表して謝罪します。そして、これはすごく勝手な、私の我わが儘ままなのだけれど……どうか、人間の全てを嫌いにはならないでちょうだい。これから先、あなたが生きる世界には、この村の人たちのようにあなたを厭いとう人間ばかりではないことを、どうか覚えておいてね……

　……あなたに、世界の加護がありますように」

　神官はやわらかく少女に言こと祝ほぎを授け、外の世界に続く扉を静かに開いた。
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　暗闇に身を、大地を打つ雨に足音を隠しながら、アルノスと竜人の少女は村を出た。

「テイル。いるか」

　呼べば、木の陰で眠るように蹲うずくまっていたテイルが頭を上げた。

　乗り手の姿を見つけて立ち上がった馬ほどの大きさの飛竜が、ゆっくり近づいてくる。アルノスは、ブローディアから受け取った麻袋の中からブロック状の生肉を取り出し、テイルの口に放り込んでやった。

「ドラゴン……？」

　豪快に肉を咀そ嚼しやくするテイルに、少女がアルノスの後ろから首を伸ばした。

「ああ、飛竜のテイル、俺の相棒だ。テイル、悪いが、この子を乗せてくれないか」

　テイルは、アルノス以外の誰かを乗せさせたことがない。少女の騎乗を拒否されるかもしれない、とアルノスは危惧していた。

　だが、その心配は無用だったらしい。

　テイルは、自分から少女に歩み寄ると、くるる、と喉を鳴らした。

　親愛の証あかしであるその声に、アルノスは目を瞠みはる。

「驚いたな。テイルが懐くなんて……結構、気難しいやつなんだが」

「私が竜人だからかもしれない。同じ竜種だし……よろしくね、テイル」

　テイルの鼻に自分の鼻先をくっつけるようにして、少女はそう言った。どうやら竜種同士の挨拶のようだ。

「あんた、飛竜に乗ったことは？」

「一回だけ。国から、ここまで来る時に」

　少女の返答に、騎乗用の手袋を嵌はめていたアルノスは固まる。

「ここまでって……竜人の国からここまで、かなりの距離があるぞ？　山脈を三つは越えるはずだ。そんな長距離を、一回で？」

「うん、渡り竜に乗せてもらったの。丈夫さと体力だけはあるんだ、これでも竜人だし」

「はあ、それなら大丈夫そうで何より……まあ、テイルはこの通り小型の飛竜だ。狭い二人乗りになるけど、文句を受けつける窓口はないからな」

「大丈夫。乗せてもらえるだけで十分。文句なんて、ない」

「じゃあ問題もないな。ほら」

　少女に手を貸してテイルに乗せてやると、アルノスもその後ろに跨またがった。

　真っ暗な村の中を走ってきた目は、既に闇に慣れている。木々の樹冠が開けている位置を確認し、アルノスは手綱を握った。

「俺の相棒は、飛び立ち方が荒い。しっかり摑まってろよ」

　合図に一つ、テイルの脇腹を蹴ける。

　すると、テイルは駆け足で助走をつけながら、折りたたんでいた翼を広げた。大きく二度、三度と羽ばたき、空気を地面に叩たたきつけながら真っ暗な空へと舞い上がる。

　上昇中、一瞬、がくん、とテイルは落ちるように体勢を崩した。

　だが、もう一度強く羽ばたくと、以降は翼を固定して滑空に入る。魔力を含んだ風の流れを捉え、それに乗ったのである。

　飛竜種の中でも、翼が帆のように大きく風を受けられる形状へと進化したリンドブルム種だけができる芸当だ。彼らには、魔力の流れも見えている。人間には視界が悪い雨降りの夜空でも、彼らは自在に飛ぶことができた。アルノスにも、身体からだを包む風の濃度で、大地がどんどん遠くなるのが分かる。

　やがてテイルの飛行が安定したのを確認し、アルノスは一息ついた。

「よし、大丈夫そうだな。離陸の瞬間よろめいたが──」

「え、あ、ご、ごめんなさいっ。ごめんね、重かったよねっ」

　少女は慌ててアルノスに謝り、それからテイルにも謝った。

「──いや、二人乗りなんて初めてだから仕方ないんだ。それに今のは〝魔力障壁ウオール〟を通過したせいでもあったし。別にあんたのせいじゃない」

「魔力障壁……魔法を打ち消す、壁？」

　腕の中で疑問を呟つぶやいた少女に、アルノスは「そうだ」と頷うなずく。

「風に混じって空を流れてる魔力も、あれが立っている場所では途切れるんだ。ほら、雨も弱まったろ？」

「あ……そういえば、そうかも」

「だから、さっきのは別に、あんたが重荷だったせいじゃない」

　その解説に、少女は「よ、よかった……」と安あん堵どした。

「でも、そっか、あれが魔力障壁なんだね。最初に渡り竜たちに乗せてもらった時も時々ガクンってなってたから、大丈夫かなって心配だったの」

　テイルに会ってから、少し喋しやべるようになった……少女を背後で支えてテイルを操縦しながら、アルノスはそう感じていた。同族に会えてホッとしたのかもしれない。

（心細かっただろうしな……）

　目の前に見える光景に、アルノスは暗い気持ちになる。

　離陸の瞬間、渦巻くような風に、少女のフードが外れていた。露あらわになった頭部には、折れた角。何か硬いもので叩き折られたような、痛々しい形状になっている。

「……あと一つ壁を越えれば雨も完全に止やむだろうが、とりあえず今はフードを直せ。小雨だが、浴び続ければずぶ濡ぬれになるぞ」

「あっ、うん。そうだね、分かった……ええと……あなたは、アル君、でいいのかな？」

　いそいそとフードを直した少女の言葉に、アルノスは棍こん棒ぼうか何かで殴られた気がした。

「待て何だその呼び名は」

「え？」

「やめろ。いや、やめてくれ」

「……名前、違うの？」

「いや、違うわけじゃないけど……あれは、ブローディアさんが勝手に呼んでるだけ」

　アルノスは、三年前にポストマンになった。

　その三ヶ月後にはティルナノグ一帯の郵便配達を担当するようになった。当時はもう十五歳だったが、成長が遅かったのか、十六歳になるまでは周囲から子供扱いされていた。その名残が、あのブローディアの態度である。子供扱いのままである。

（いい加減、一人前として扱って欲しいもんだ……）

　ブローディアの笑顔を思い出し、また会いに行くことを考えて、アルノスは頭が痛くなるような気がした。彼女の想い人には今でも敵かなわないかもしれないけれど、もう十分、自分は大人だ。世界に夢を見るような少年とは違う、と思う。

「あの、じゃあ……」

「俺は、アルノス・アルタイル。アルノスでいい。あんたは？」

　名乗ったアルノスが反対に尋ねると、竜人の少女が、なぜか一瞬身を強こわ張ばらせた。

　どうかしたのか、と思っていると、彼女は躊躇ためらいがちにアルノスの問いに答えた。

「私の名は……エリヤステーデ・エル・ドラキア」

「……なんだって？」

　雨脚が一瞬だけ強まった。

　強い風雨に頰を打たれたアルノスは、思わず進行方向から腕の中に目を向ける。

「あんた……まさかとは思うが……前〝竜王〟の娘か？」

　こく、と腕の中でフードが小さく頷く。

　エルドラキア。

　それは、魔王軍最強の一角、四天王と呼ばれた幹部の一人である竜王の名。

　先の戦の終局で、竜王エルドラキアは人間の王国軍と激しくぶつかり、勇者によって討ち倒された。今は、その息子が王位を継承して国を治めているらしいが……

（……噓うそだろ、竜人の王女？　いや、待て、何で王女がこんなところまで……というか、待て。あの村のやつら、竜人の王女の角を折った……？）

　なんて馬鹿なことを、とアルノスは内心で深々とため息をつく。

　今、世界は不安定だ。戦が終わったとはいえ、決して人魔が仲良しこよしで生きる世になったわけではない。一つ綻びが生じれば、あっという間に崩れかねない危ういバランスで仮かり初そめの平和が保たれている。

　そして竜人にとって、角は誇りだ。顔を傷つけられる方がマシだという竜人もいる。

　だというのに、よりにもよって、王女のそれを無惨に叩き折るなんて……

（……けど、俺にとってこれはチャンス、なのか）

　アルノスは腕の中の少女の存在に、ふと、思い出した。

　自分の抱えている〝もう一つの仕事〟を……

　それは、〝魔王軍幹部級の残党討伐〟。

　人間たちを束ね治める王国マルクトより、アルノスに与えられた裏の仕事だ。
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『〝最後の勇者候補〟よ。聖剣レギオンの現所有者のお前に〝勇者〟になる機会を与える』

　王国マルクトの王は、アルノスを呼びつけ、そう囁ささやいた。

　三ヶ月前、最果ての地から大陸中央にある中央郵便局セントラルに戻った時のことだ。

　魔王軍と対たい峙じしていた王国軍……その旗頭は、実のところ勇者ではない。

　大陸南部の大部分を治める、巨大な王国の王がそれだ。その王が勇者を定め、定められた勇者が王の代理人として、王の剣として、魔王と戦っていたのである。

　その王が、アルノスに囁いた。

『魔王軍幹部級と、その後継者を根絶やしにせよ』と。

『二度と魔族が我ら人間に危害を加えぬよう、情報の伝達が人魔共にポストマンに依存している今、各地に散らばった残党を見つけ出し、秘密裏に殺せ』と。

『〝勇者候補〟のまま終わるという不名誉な立場のお前が、〝勇者〟になれるのだ。悪い話ではあるまい？』と。

　戦線から遠い玉座で戦況を見守っていただけのこの王は、しかし、アルノスに〝勇者〟の称号を与えることができる唯一の存在だ。この密命を果たせば、勇者候補でしかなかったアルノスも晴れて勇者になれるのだと、そう、王は言った。

『これは、お前にしかできないことだ。お前が生まれてきた意味を成せ』

　王は、最後にそう告げた。

　魔王軍幹部級を倒せるような莫ばく大だいな力は、勇者の武器である聖剣レギオンにしかない。そして、持ち主を選ぶ聖剣レギオンは、アルノスを選んだ。もし捨てたり、他者に譲ったとしても、すぐに手元に戻ってくる。そういう意思を持つ不思議な武器だ。

　アルノスは、勇者になりたかった。

　勇者はただの称号でしかない。だが、それになることがアルノスの生きる目的であり、生まれてきた意味であり、人生だった。

　だから、王の言葉には従う価値があった──




（──現竜王も、戦に加担していた残党だ……そいつを抹殺するのに、この竜人が王女なら利用できる。竜王の子は、確か男女一人ずつ……こいつが本当に王女でも辻つじ褄つまは合うし、そもそも王女を騙かたることに意味があるとは思えない。国まで連れ帰り、護衛だと言って王女とともに謁見できれば、現竜王を殺す好機に──）

「あ、あの、お願いがあるの！　ありますっ！」

　突然、腕の中で少女が振り向いた。

　目の前に現れた赤い目に、一人ほの暗い画策をしていたアルノスはぎょっとする。

「な、何ですか、王女様」

「畏かしこまらないで、さっきみたいに話して欲しい。それと、どうか私のことはエリヤと」

　互いの顔が近い。また魔力障壁を越えたりすれば、揺れで額同士がぶつかってしまうほどに。心を読まれてしまうのでは、と不安になるほどに。

　まっすぐな視線に耐えきれず、アルノスは思わず顔を逸そらした。

「……何だ、エリヤ。お願いって」

「私を、国に──竜人の国に連れて行かないで欲しいの」

　エリヤの発言に、アルノスは一瞬、呆ほうけた。

　国に連れ帰るな。

　そう、彼女は言った、らしい。まさかの配達拒否である。

「え……何でまた……？」

「お願いっ……折れた角なんて兄様に──現竜王に見られたら、大変なことになる。せっかく終わった戦争が、また始まりかねない」

　彼女の言うことは間違っていない。

　もし傷物にされた王女が国に戻れば、折った者はタダでは済まないだろう。彼女の角を折ったのは、人間だ。当然、報復がある。血が流れる。それも、一人や二人では終わらないはずだ。マグメルという村が、過去の名となる可能性が高い。

「だから、お願い、竜人の国には行かないで……お願いしますっ！」

　黙ったままのアルノスに、エリヤがぐっと詰め寄る。さらに顔の距離が詰まって、仰のけ反ぞったアルノスは危うくテイルの手綱を放しそうになった。

「待て、ちょ──落ち着け！　とりあえず元の位置に戻れ！　前向け、前！」

　焦って叫ぶアルノスに、エリヤがハッとして従った。

　どうやら羞恥心は人魔共通で存在するらしく、アルノスはホッとする。

　そして、体勢を整えると、彼女の願いについて考えた。

「いやいや……王女は城にいるもんだろ。国に帰らず、どうする？　他に身を寄せられるようなところ、あるのか？」

「それは…………………………………………ない……」

「ないのに、帰らないのか？」

「帰らない」

　即答だった。

　彼女の意思は、アルノスが思っていた以上に堅いようだ。

「……でも、あんた、探されてるんじゃないのか」

「そ、それは、手紙を置いてきたから！」

「手紙？」

「探さないでくださいって、置き手紙を……それでも、探されるかもしれないけど、でも、誘拐とかじゃなくて、私の意思で出てきたってことは、ちゃんと兄様には伝わってるはずだし！　だ、だから、あなたにもきっと迷惑はかからないと思う！　思いますっ！」

　完全に家出娘の体で城を出てきたエリヤに、アルノスは城の者たちの慌てふためく姿を想像して同情した。同時に、疑問に思う。

「どうして城を出てきた？」

　アルノスはエリヤに尋ねた。

　なぜ、それほどの危険を冒して城を出てきたのか、と。

「……平和な世界を見たかったの」

　地平まで続く暗闇の先を見つめながら、エリヤはぽつりと答えた。

　竜王の娘。戦で、父を殺された王女。

　人間を恨んでいてもおかしくない立場の少女は、けれど父の仇あだ討うちを望んでいるわけではないらしい。ただ、『平和な世界を見たい』という平和すぎる目的──願いによって、城を抜け出してきたのだと……

　アルノスは呆あきれる……なんて純粋で、なんて馬鹿馬鹿しい願いなんだ、と。

　同時に、心苦しくなる。

　自分の立場と役目が消える結果となった世界の平和、それを疎ましくすら思ったことのあるアルノスには──魔王軍幹部級の残党討伐などという血なまぐさい密命を受けているアルノスには、彼女の願いは眩まぶしすぎた。

　彼女のその願いは、今の世界平和にとって、一理どころか百理以上ある。生まれ始めた平和の芽が、平穏な日常が、命が、いくつも助かるだろう。いくつも殺すことを考えている自分とは正反対だ、とアルノスは感じた。これでは、どちらが魔族か分からない。

「あ、あの、ごめんなさい！　もう十分あなたに迷惑はかけてると思うんだけど、あの、でも、城には連れ帰らないで欲しくて、でも、私一人じゃ生きていけるか分からなくて」

「無理だな。あんたが竜王に似て強いなら別だが、そうじゃなければこの辺に置いてったところで魔物の餌だ。三日も保もたない」

「だ、だよねっ……そう…………あ、あの、アルノス、私のこと、置いていったり──」

「舌嚙かむぞ口閉じろ」

「え──ぴゃっ!?」

　ガクン、とテイルの身体からだが一瞬バランスを崩した。

　薄く透明な魔力障壁ウオールを抜け切ると、数度羽ばたいて再び安定飛行に戻る。

「うう……舌……痛い……」

「だから口閉じろって言ったんだ」

「うん、そうだった、言われ……あれ、雨が止やんで──」

　濡ぬれた頰ほおを拭う乾いた風に、口を押さえて呻うめいていたエリヤが顔を上げ、息を吞のんだ。

「うわあ……きれい……っ！」

　前を見ていたアルノスの目にも、その光景は映っていた。既に見慣れた光景だが、誰かと一緒に見るのは初めてだったか、とそこで気づく。

　幾億万の星の海。

　二人の目の前には、全てを吸い込んでしまいそうな真っ黒な闇に、宝石を砕いてちりばめたような──まるで、奇跡のように美しい星空が広がっていた。

「魔力障壁を二つ越えて、魔力の流れが変わったからな。雨も晴れる」

「ああ、そっか……この辺は、あの村とは別の魔力が漂ってるんだね」

「フード、外してもいいぞ。髪も乾かせるし、この暗さだ。誰かに見られる心配もない」

「うん、ありがとう。そうする」

　エリヤが雨に濡れたフードを外した。

　風に浮かんだ彼女の髪が、アルノスの顎先を優しく撫なでる。エリヤも気持ちがよさそうに首を伸ばしていた。

　地上には光なく地平まで続く黒い森、頭上には音色を奏でるようにきらめく満天の星。

　その間に漂うように挟まれながら、アルノスは腕の中のか弱く温かな存在を意識する。

「……しばらく、俺の助手をするか」

　尋ねると、腕の中でエリヤが振り返った。驚いたような顔をしている。

「……いいの？」

「いいから言ったんだ」

　意味を理解したのだろう。

　ぱあっ、とエリヤの顔に、頭上の星よりも明るい笑みが浮かんだ。

「ほ──本当に!?　いいの!?」

「嫌なら撤回するが」

「嫌じゃない！　嫌じゃないです！　助手、やりたい！」

「それに、俺としては、あんたがいた方がいい」

　はた、と硬直するエリヤに、アルノスは余計なことを言ったと思った。

　密命を果たすために利用できるだろうし……そう思い、こぼした言葉だったのだ。

　だが、近くにあるエリヤの顔は、なぜか困ったような顔になって、まばたきを繰り返し、あちらこちらを見て──それから、えへへ、と照れたように笑った。

　なぜ笑う……とアルノスが不思議に思っていると、

「ありがとう。私、アルノスの役に立てるように頑張るねっ！」

「……別に頑張らなくてもいいぞ。エリヤは、預かり物みたいなもんだし」

「ううん、頑張らせて！　頑張りたいの！」

「とりあえず落ち着け。あと前向け」

　アルノスが促すと、エリヤは「うんっ！」と元気よく頷うなずいた。大好きな主人に命じられた犬のように嬉うれしそうなその返事に、アルノスは思わず肩を竦すくめる。

（……俺の思惑なんて、なんにも知らないで）

　そう。平和を望む魔族のエリヤは、知らない。

　勇者になるために、彼女の仲間や彼女の家族を殺さねばならない──そんな密命をアルノスが抱えていることを。知らないから、自分を見てこんな風に微笑ほほえむことができるのだと、ささくれた気持ちでアルノスは腕の中を見て──

「──……まさか、寝てんのか？」

　エリヤは、静かに寝息を立てていた。

　先行き不透明で精神的にも張り詰めていたところ、今後のことが決まって一気に安心したのだろう。糸が切れたように、一気に眠りに落ちたようだ。

「……噓うそだろ。無防備すぎんだろ」

　自分は、彼女の角を折った人間たちと変わらないのに……否。彼らより、自分の方がよほど酷ひどい人間なのに。なんて、穏やかな寝顔をしているのか。

（本当……何なんだろうな、一体……）

　きらきらと瞬く星の下、足場のない夜の闇を進みながら、アルノスは腕の中で眠る竜人の少女を見て自問する。

　自分は、勇者なんかじゃない。

　純粋なポストマンでもない。




　──では、自分は、一体、何者なのだろうか。

















[image: ]　01






（あったかくて、気持ちいいなぁ……）

　真っ白な空間の中、エリヤは、ぼんやりとそう思った。

　何か、暗くて苦しくて痛くて怖い、そんな場所にいた気がするのだけれど……もしかしたら、悪い夢だったのかもしれない。

（だって、私……今、全然怖くないもん……）

　エリヤは、穏やかな安あん堵どの気持ちに満たされていた。

　まるで湯を張ったばかりの湯船に浮いているような、干したての布団の中で微睡まどろんでいるような──温かな何かが、エリヤの全身を包んでいた。猫のように思わず頰を擦り寄せて、そこで気づく。

（ううん、違う……誰かが、包んでくれてる……？）

　誰だろう……誰かが私を助けてくれた。母様──ううん、違う。金色の髪のきれいな女の人だった。それと、私を連れ出してくれたのは……手を差し出してくれたのは……

（……ああ、そうだ。彼）

　白い髪の男の子。優しくて──何だか悲しい目をした人。

　手紙を持っていた。手紙を、希望をたくさん鞄かばんに詰めて……そう。確か、彼はポストマ──







　ガクン、と魔力障壁を越えたテイルが、わずかに高度を下げた瞬間だった。

「──ンひゃっ……!?」

　エリヤが目を覚ました。

　かなりびっくりしたらしく、びくっ、と腕の中で跳ねたのがアルノスには分かった。

　時々、テイルから落下する夢などを見て、アルノスもベッドの中で同じような状態になることがある。残念ながら、ここは正真正銘テイルの背の上で、落下したら夢では済まされないわけだが。

「『んひゃ』とは、また変わった悲鳴だな。変な夢でも見てたのか？」

「ふぇ……？　あ、あれ？　ここ、どこ……？」

「おはよう、姫様。空の上です」

　くあ、と欠伸あくびをしながら、アルノスは寝ぼけているエリヤに答えた。

　いつもなら、テイルの背の上で寝ることなど造作もないアルノスである。

　けれど、昨晩は初めての二人乗りで、しかも同乗者はほとんど飛竜に乗った経験のない素人。加えて、ぐっすり腕の中で眠られてしまったものだから、おちおち目を瞑つぶっていることもできなかった。もし寝ていたら、今の魔力障壁ウオール通過の際に、二人ともびっくりして落下していたことだろう。

　起きてて正解だったな……と、行く手に昇った太陽に目を細めながらアルノスは思った。眩まばゆい朝あさ陽ひが徹夜した目に刺さって痛い。

「ご、ごめんなさい……私、いつの間にか寝ちゃってたみたいで……」

「いつの間にかっていうか、一瞬で、だったけどな」

「えっ、ご、ごめんなさいっ！　あの……あなたは眠らなくて大丈夫……？」

「大丈夫だ。もう目的地に着くし」

　朝陽に照らされ緑に輝く一面の森、その先に遠く目をやると、小高く剣のように鋭い山々に囲まれた巨大な古城が見える。

　竜人の王女であるエリヤは、さすがにその古城が何かを知っていた。

「目的地って……まさか、魔王城に？」

　進路に立つ魔族の王が住まう城、それを見て驚くエリヤの言葉に、アルノスは「いいや」と首を横に振る。

「その手前。あそこだ」

　強く安定した魔力の流れに乗って、テイルは悠々と空を飛んでいる。その手綱を緩く握ったまま、アルノスは指で目的地を示した。

　示した場所は、魔王城よりも手前。森の中に、ぽっかりと開けた場所がある。

「降下するぞ。今度はちゃんと口閉じてろよ」

「んっ！」

　口を閉じての返事だと分かり、アルノスは「いい心がけだ」と口の端を上げる。そして、テイルの手綱をグッと下に引くと、地上を目指して降下させた。
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　テイルが降下した場所には、領主の屋敷のような大きな館があった。

　館の周囲には、マグメル村ほどの面積を有する広大な畑があって、アルノスはその近くにテイルを着陸させる。そして木々の茂みにまで誘導すると、自分が先に下り、それからエリヤが下りるのに手を貸してやった。

「アルノス、あの、ここは……？」

「もちろん手紙の配達に──ああ、いたいた。エリヤ、行くぞ。受取人だ」

　畑に、ちょうど見覚えのあるその人がいて、アルノスは騎竜用の手袋を外しながらそちらに足を向けた……が、数歩進んで振り返る。

　エリヤが付いてきていなかった。

「どうした？」

「あ……ううん。ちょっと、思い出して……」

　そう言って、エリヤは目深にフードを被かぶり直す。竜人の──人ではない者の証あかしである己の角を隠すように。

　彼女が何を思い出したのか、アルノスには分からない。けれど、彼女は何かに怯おびえているようだった。まるで、ブローディアの教会で初めて会った時と同じように。

「……一緒に行くのが嫌なら、テイルとここで待っててくれてもいいぞ。すぐ戻る」

「やっ、やだ！　一緒に行く！」

　気遣いの提案に、エリヤは捨てられるのを恐れる子犬のような目でアルノスに駆け寄ってきた。彼女がついて来たのを確認し、アルノスは再び畑の方へ歩き出す。

　朝の透明な日差しが差し込む畑には、一面に野菜が植えられていた。

　緑の葉物だけではなく、背が高かったり、赤、黄色、紫など、鮮やかな色の実がなっているものもあって、ここで市場でも開けそうなほど種類が豊富だ。

　前回来た時よりも随分と育ってるな、と畑の様子にアルノスが思っていると、

「すごい……おいしそう……」

　すぐ後ろで、エリヤが呟つぶやいた。

　マグメル村から移動のし通しで、二人とも昨晩は何も食べていない。

（そういえば、俺、昨日の昼から何も食ってなかったか……マグメル村で何か食べようと思ってたんだよな……）

　ちら、とエリヤを見ると、物欲しそうな顔で畑の作物を見つめていた。

（エリヤも、昨日の様子じゃ似たようなもんだろうし、腹も減ってるだろうな。テイルには保存食を積んであるが、できれば、もう少しまともな食事をとらせてやりたい……）

　そんな風にアルノスが考えていると、背の高い野菜の裏から、ガッ、ガッ、という土を砕くような音が一定の間隔で聞こえてきた。

　野菜の垣根を越えると、そこには鍬くわを豪快に振るって地面を抉えぐるように耕す一人の男。

「よう、〝世界最後の勇者候補〟。よく来たな！」

　そう快活に言った男は、布で汗を拭ってから振り返った。

　土で顔を汚した無ぶ精しよう髭ひげがニンマリ笑う。

「……どうも。〝世界最後の勇者〟様」

「おいおい、そんなに睨にらむなよ。照れるだろ」

　手にした鍬を軽々と肩に担いで、男はアルノスを茶化した。アルノスと同じような白髪が朝陽を浴びて眩まぶしく光っている。兄弟だと言えば、皆が信じるだろう。

　この男こそ、数百年続いた人魔の戦争を終わらせた功労者。

　この世界で最後とされる〝勇者〟である。

「前に来たのは、もう半年も前か。とりあえず元気そうじゃねえの」

「ライアンさんこそ。接敵に対する危機察知能力も衰えていないみたいですし。隠居して、そろそろ耄もう碌ろくしてきたかなと期待してたんですけど、残念だ」

「ははは。お前は俺を殺しにでも来たのかよ。それに、お前の飛竜が来る気配がしたからな。大したことじゃねえ」

「どうせ羽音が聞こえる前に気づいたクチでしょうが。化物かよ」

「お前だって似たようなもんだろうが」

　アルノスの皮肉にも、かかか、と男は笑って返す。

　屈託のないこの笑顔が、アルノスは苦手だった。この男は自分が成せなかったことを成したのだと、思い知らされる気がするからだ。

「手紙、届けに来てくれたんだろ？」

「ええ。今回は、ブローディアさんからの手紙も」

「おっ、あいつのとこにも寄ってきたのか。なかなか会いには行けねえから、あいつも腐ってるんじゃないかって心配してたんだよ──というか、そっちの嬢ちゃんは何だ？」

　見知らぬ顔の同伴に、ライアンが尋ねる。

「ていうか、見覚えあると思ったら、それ、ブローディアのケープじゃねーか！　魔法防御、最高クラスの！　〝障壁〟とまで言われた、伝説の法ほう衣え！」

「くれたんですよ、この子のために」

「うへえ、マジか……嬢ちゃんいいモン貰もらったなあ……」

　と、そこでライアンは「はっ！」と何かに気づいたように目を見開いた。

「まさかアルノス、お前とうとう女を……それはブローディアからのご祝儀的な──」

「違います」

　アルノスが即座に否定すると、ライアンがあからさまに「つまんねえ」という顔をした。というか、声に出して言った。

「ケープは、ちょっと色々あって、防寒用に」

「防寒用に伝説の法衣たあ、〝色々〟の内容が気になるが……まあ、そこはいいとして、嬢ちゃん何者だ？　アルノスが誰かと一緒にいるなんて、俺は見るの初めてだぞ」

　興味津々で顔を覗のぞき込もうとするライアンに、エリヤは怯おびえているようだった。アルノスの背後に慌てて隠れる。

「やめてやってください。怖がってる」

「怖いかあ？　俺が？　超善良そうな顔してんだろが」

「どう見ても無精髭のオヤジですね。怖がられても仕方ない」

「ばっか！　オヤジはねえだろ、俺まだ二十代だぞ！」

「ギリギリの、ね。俺からしたら十分オヤジだ。あと、この子は助手」

「助手？　お前に？」

　悪いか、とアルノスがやり取りに辟へき易えきした顔をしていると、ライアンが「まあいいや」と言って引っ込んだ。

　追及を諦めてくれたらしい……そう、アルノスが安心した時、

「嬢ちゃん。あんた、竜人か？」

「えっ……？　え、あ、」

　ライアンの突然の指摘に、フードが外れていると思ったのだろう。あわあわ、とエリヤは慌てて頭を確認する。だが、フードは彼女の角をしっかり隠していた。

「あ、あの……何で分かったんですか……？」

「勘だ！」

　泣きそうな顔で尋ねるエリヤに、ライアンが胸を張って言い放った。

　その「どうだ！」と言わんばかりの態度に、アルノスは深々とため息をつく。

（これが英雄……世界最後の勇者なんだもんなあ……）

「っていうか、その赤い目……まさかとは思うが、竜王の血筋の者か？」

「……げ。そんなことまで分かんのか」

　アルノスは、思わず素で返してしまった。

　後輩の驚き様に、ライアンは満足げににやりとする。

「勇者様の勘だぞう～……ってのは冗談でな。よく似てると思っただけだ、竜王エルドラキアに」

　少しだけ寂しげな陰を顔に落とし、ライアンはそう言った。

　ライアンは、竜王と面識があった。それどころか、竜王の最期の瞬間を看み取とっている。

　なぜなら他でもない、竜王を倒したその人本人だからだ。

「とりあえず、畑仕事で手が汚れてる。アルノス、手紙は館の方まで持ってきてくれ。あと、この時間だし、お前ら朝飯まだだろ？　腹減ってないか、お嬢ちゃん」

「え……あ、わわ、私は、別にお腹なかは──」

　くるる、とテイルの甘え鳴き声のような音に、瞬間、エリヤは顔を真っ赤にして自身の腹部を押さえた。腹の虫は正直である。

「遠慮せず食ってけよ。俺は、料理の腕もいいんだぞ」

　目も勘も耳も、剣の腕もいい元勇者は、そう笑って二人を館に案内すべく歩き出した。
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　館の中は、静かだった。

　ライアンが手洗い場で畑の土を落とす間、パシャパシャという水音しかしない。

「ライアンさん、孤児院やめたんですか」

　周囲の様子を窺うかがいながらアルノスは尋ねた。

　その隣で、エリヤはきょろきょろ辺りを見回している。正体がバレてしまったので、フードはもう外していた。

　彼女の折れた角について、ライアンは特に触れなかった。気遣ったわけではなく、気にならなかったのだろう。細かいことは気にしないのが、この男だった。

　ライアンは、勇者を引退した直後、ここで孤児院を開いた。それが、魔王城にほど近い場所にこの館がある理由だ。こんな辺境にも親を失った子供たちがいて、元勇者は世界だけでなく彼らをも救った。

　何もかも敵かなわない、とアルノスはライアンの広い背を見て思う。

「やめてねえよ。お前、いま何時だと思ってんだ。ガキどもは、まだ夢ん中だよ」

　パンパン、と布を叩たたいて手の水気を拭い、ライアンは「ほれ」と手を出した。気づけば無精髭もなくなっている。手洗いついでに剃そったようだ。

「手紙、だろ？」

「……ここで？」

「歩きながらでも読める」

　アルノスは肩を竦すくめて、鞄かばんの鍵を開けた。中から手紙の束を取り出す。

　受取人がどこで手紙を受け取ろうが勝手だ。だが──

「──って、分厚っ！　終戦から時間も経たったし、ちったあ少なくなるかと思ったら、これ逆に増えてんじゃねえか!?　ええ～……」

　受け取ったライアンは、その手紙の量に絶句している。

　それもそのはず。紐ひもで束ねまとめられた封書は、全部で五十通以上もあった。

「みんな、あなたに手紙を送る余裕ができたんでしょう」

　時間や、生活や、心の余裕。そういうものがなければ、それがどんなに切実に伝えたい言葉でも、人は遠くの者に手紙を送ることなどしないだろう。ましてや差出人は、ライアンの家族や親族などでもない。言うなれば赤の他人だ。

　元勇者の彼には、血の繫つながった者がいなかった。それは勇者候補だったアルノスも同じで、きっと、お互いが、一番そういう存在に近い。

「そいつはいいことだが、まだ平和とは程遠いだろ。俺のことなんて気にかけてる場合じゃあるまい……って、お前に言っても仕方ねえよな。とりあえず読むかあ」

　ペリッと小気味良い音をさせて、ライアンは封筒の封ふう蠟ろうを外した。中の便箋に目を走らせながら、館の中にある食堂へアルノスたちを連れて向かう。

「なになに……『その節は命を救ってくださってありがとうございました』？　あー、どこかで俺が助けた人かあ……誰だ？　こっちは『あなたのおかげで家が無くならずに済みました』？　はあ……？　次だ次……こっちは………………うわ、全然覚えてねえ……」

「やっぱ、いろいろ鈍なまってんじゃないですか」

「馬鹿を言え。俺は元からこんなんだ」

　何かに優れた者は全てが優れていると思われがちだが、現実は代わりにどこかが欠けていることが少なくないのかもしれない。ライアンを見ていると、それがよく分かる。彼は、人の顔や出来事を覚えるのが苦手らしい。

　そして、その能力の補ほ塡てんとばかりに、彼は類たぐい稀まれな強さを持っていたのだろう。

「はー……つらいぜ」

「つらいのは、忘れられてる人だと思いますけど」

「あのなあ、忘れる方だって心苦しいんだ。何も忘れたくて忘れてんじゃねえんだから」

　肩越しに振り返るライアンの顔は、悲しみに暮れていた。自分に失望しているようだ。

「それに、忘れてると困ったことも──」

　その異変が起きたのは、ライアンが己の不ふ甲が斐いなさを嘆きながら、数通目の手紙の封を開けた時だった。

　ライアンが開けた封筒から、突如黒い炎が上がったのだ。

「ら、ライアンさんっ」

　驚きに、エリヤが悲鳴混じりに叫ぶ。

　だが、当のライアンは「おー」などと吞のん気きな声を上げ、悠長に手の上で燃える手紙を見ているだけだ。他の手紙に引火することもない様子から、どうやら熱くはないらしい、とアルノスは背後でそう冷静に判断する。

「あ、あの、アルノスっ、あのっ、火がっ、ライアンさんがっ」

　冷静でないのは、エリヤだけだった。

　今まで人形のように黙り込んでいたのが噓うそのように慌てふためき、アルノスの袖をぐいぐいと引いている。どうにかしてあげて、と切実に訴える。

「大丈夫だ。あの人は、あれでも歴代最強の勇者だったから」

「アルノス、過去形になってんぞそれ──どりゃっ！」

「ギギイイイィッ！」

　ライアンの気勢、そして耳障りな何かの鳴き声。

　見れば、黒い炎で燃え上がったはずの手紙が、魔物の姿になっていた。

　しかも、一体ではない。二体、三体、と数を増やし、今や十体近くが通路にひしめいている状態だ。ライアンは、それを素手で殴り、吹き飛ばそうとしている。

「うわあ、無茶なことを……」

　アルノスは、何が起きているのかを理解する。だいたい予想していた通りだ。

　だから、ライアンの攻撃に効果があまりないのも分かった。

「そうだぞ、無茶だ。おい、お前、聖剣レギオンあるんだろ？」

「あります」

　聖剣レギオンならば、これくらいの魔物、全て一瞬で消せる。

　そして、その聖剣は、もうアルノス一人にしか使えない。

「使うなよ」

　使え、と言われると思い、腰元に手を伸ばしたアルノスは、その言葉に耳を疑った。

「は……？　いや、使わずにどうするんですか、そいつら」

「地道に殴って消滅させるさっ！　でりゃっ！」

　ライアンが魔物に手刀を入れる。だが、あまり効いてはいないようだ。

「いやいや……そいつら、硬いやつだし。倒しきる前に、さすがに子供たちが起きてくるんじゃ」

　手紙は、どこかの魔族の使い魔のようだ。そして、元勇者相手に全力で嫌がらせをすべく、防御力に能力値の全てを振ってあるらしい。そうでなければ、ライアンの手刀でとっくに消し飛んでいるはずなのだ。並の魔物では、素手の勇者の暇潰しにもならない。

　防御に専心した魔物の攻撃力は対照的に低い様子で、攻撃により館が損壊する恐れこそなさそうだが、埒らちが明かない。

　それに、このままでは嫌がらせが成功する、とアルノスは危惧した。

　元勇者にはどうということがない敵でも、幼い子供たちが相手なら、話は別だからだ。

「……ライアンさん、退どいてください。俺がやります」

「ばっか。お前、それ使ったらどうなるか分かってんだろ」

　ちら、とライアンがエリヤに目をやった。

　その意味も、言葉の意味も、アルノスには分かる。

　聖剣レギオンは、力を与えるばかりの優しい存在ではない。

「…………分かってる」

　言って、アルノスは聖剣の柄つかに手をかけた。

　身の丈の半分もある剣、その白銀の刀身を鞘さやからすらりと引き抜きながら、ライアンの傍らを通り、前に出る。

『殺セ……殺セ……殺セ』

　……声がした。

　目の前で奇声を上げる魔物のものではない。

　出処は、アルノスの手の中だ。

　手の中の聖剣レギオンが、頭の中に囁ささやきかけているのだ。

『消セ。魔物ヲ。魔族ヲ。消セ、消セ、消セ、消セ消セ消セ消セ消セ消セ消』

「うるさい」

　アルノスは聖剣を一振りする。

　ピッ

　一線、まとめて断ち切られた使い魔たちが、次の瞬間、破裂するようにして霧散した。

　さあっと風が吹いて……黒く焼け焦げたような塵ちりが、その場から搔かき消きえる。

　一瞬で、魔物たちは消え去った。

　けれど、

『殺セ。殺セ。殺セ。殺セ。殺セ。殺セ。殺セ。殺セ』

　聖剣レギオンの声が消えない。まだ殺すべき者が近くにいるだろうと訴える。

　その声にアルノスはぼんやり考える。そうだな、まだ、いたかもしれない、いや、そうだった、魔族なら──

　──いる。

「ひっ……」

　背後を見たアルノスの血走った目に、小さく悲鳴を上げて怯おびえる竜人の少女が映り──




　──目の前に、星が散った。




「痛いっ、てえ……」

　アルノスは頭を押さえた。遅れて、鈍痛が、頭頂にじんわり広がっていく。

　ライアンが、アルノスの頭を殴ったのだ。しかも、結構な強さで。

「……ありがとうございます」

「だーからもぉーやめとけって言ったのにー本当に言うこと聞かねえんだからー」

　まだちかちかする視界の端で、ライアンが笑っている。けれど、その目は冷たい。それが、視線の先にいるアルノスには分かった。馬鹿野郎、と目が言っている。作った笑顔は、怯えているエリヤのためだろう。

「大丈夫か、アルノス？」

「…………………………はい」

　ライアンが「それならいい」と言って、アルノスの背中をバシンと叩いた。

　背骨が折れるのではと不安になるほどの力にアルノスが呻うめいていると、ライアンは手に残った手紙の束をバサバサと振って、

「手紙を読むのはあとででいいや。食堂そこだから、とりあえず飯にするぞ。俺は準備するから、お前らは座って待ってろ。くつろいでていいからな」

　そう言い、ライアンは指し示した食堂の厨ちゆう房ぼうへ、大股で歩いてゆく。

　エリヤと二人で取り残され、アルノスは途端に心細くなった。なんて、気まずい……

「あー……行くか」

「う、うんっ」

　アルノスが何とか絞り出した言葉に、エリヤは躊躇ためらうことなく強く頷うなずく。

　合わせてくれるところが健けな気げだな、とアルノスは思った。

　……それが、申し訳なくも、ありがたい。
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　テンポよく食材を切る音が聞こえる。ととと、とん。

　ぱちぱちと鳴っているのは、窯かまの火が燃やす薪まきが爆はぜる音で、カシャカシャと何かをかき混ぜる音がそこに重なっている。卵か何かだろうか。

　それらの音が心地よく聞こえるのは、ライアンがそれだけ料理に手慣れているからだとアルノスは思う。料理の腕がいい者の調理場は、まるで音楽堂だ。耳障りな雑音が一つもなく、調和している。

　エリヤと二人で、食堂の椅子に座り、その音に耳を傾けながら待っていると、ほどなくして香ばしい香りがアルノスの鼻をくすぐった。

「いい匂い……」

　アルノスの心を代弁したのは、エリヤだった。

　空腹同士、考えることは同じらしい。

　だが、エリヤは、どこかそわそわしている。料理が待ち遠しいだけではない様子だ。

「厨房、気になるのか？」

「あー……うん。作ってるとこ、ちょっと、見たいかもって」

「それなら、見てきたらいい。別に、あの人は嫌がらないと思うし」

「う～………………ううんっ、ここで待ってる」

　ちょっとどころか、かなり気になっている様子だったが、しばし逡しゆん巡じゆんしたあと、エリヤは留とどまることを選んだ。厨房を覗のぞくなど別に遠慮することもなかろうに、とアルノスは思ったが、どうやら、そういうことではなかったらしい。

「あ、あの、アルノス……さっきのは何だったの？」

　エリヤが、恐る恐るといった様子で尋ねてきた。

　どうやら彼女は、厨房よりもこちらの質問を優先したようだ。

　訊きかれたアルノスは、聖剣のことか、使い魔のことか、どちらなのかと一瞬迷った。

　だが、彼女の視線が先ほど使い魔を消し飛ばした通路の方に向けられていたので、すぐに前者ではないと分かる。

「不幸の手紙だよ」

　アルノスの答えに、エリヤはキョトンとしている。

「不幸……？」

「あれは、封筒の中に、使い魔を召喚する召喚陣を書いた紙を入れてあったんだと思う。それが、突然、魔物が現れた仕掛け……相手を不幸にするために送られた手紙だ」

　魔力障壁ウオールがある今、遠方の誰かに対して直接の呪いや魔法をかけることはできない。

　だから、開封されるまではただの紙切れでしかない反応型の召喚魔法の罠トラツプを手紙という形で送りつけたのだろう。塵になってしまったため推測でしかないが、可能性は高い。これまでやろうとした者がいないだけで、原理的には可能だからだ……アルノスは、そのように先ほどの使い魔について話した。

　けれど、エリヤが疑問だったのは、使い魔発生の仕組みに対してではなかったらしい。

「勇者は──ライアンさんは、戦いを終わらせたんだよね？　それも、平和に終わらせたって……なのに、どうしてそんな手紙が届くの？」

「どうしてって……そりゃあ、終わったことに、終わった形に、納得してないやつがいるってことだろ」

「納得してない……？」

「勝つまで続けたかったとか、戦争が終わってから逆に生活が苦しくなったとか……さっきのは、たまたま魔族の使い魔だったけど、人間からも時々送られてくるんだ」

　濃くなってゆく料理の香りに目を細めたアルノスは、二年前ライアンの元へ届けてしまった不幸の手紙のことを思い出す。

　最初は、ライアンが指を切った。

　小さく割れた武器の刃が入っていたのだ。強い毒も仕込まれていて、対処できる解毒草を見つけるまでライアンの熱が引かず、アルノスにとって苦々しい記憶になった。

　その後も、実害こそなかったものの、罵ば詈り雑ぞう言ごんを連ねた不快な手紙などは、十通に一通ほどの頻度で紛れていた。

　それで、アルノスは気づいたのだ。

　終戦後のこの世界にいるのは、戦いを終わらせた勇者に感謝する者たちだけではないことに。

　……それが、自分だけじゃなかった、ということに。

「そう、なんだ……何だか、残念」

　エリヤが、しょんぼりした。

　憤るわけでもなく、嘆くわけでもなく──ただ、平和を願う彼女は、寂しそうだった。

　もちろん彼女には、アルノスの内心など話せなかった。エリヤだけにではない。こんなこと、誰にも話せないし、話したこともない。話せるわけがなかった。戦いを終わらせて欲しくなかったなど……

「……さっきは、悪かった」

　バツが悪くなり、アルノスは別件について謝罪することにした。

　エリヤが「さっき？」と赤い目をぱちくりさせる。

「魔物を切った時。あれ、別に、あんたが憎くて睨にらんだわけじゃないから」

「あ……ああ、大丈夫だよ！　私、気にしてないし、ちょっと怖かったとか、全然」

「怖がらせて悪かった」

「あ、ちちち、違うの違うの！　今のは、その──」

「そうそう、アルノスの目つきが悪いのは結構前からだから。睨んでなくても睨んでるように見えるんだよ。な？」

　ちょうど料理が出来上がったらしく、ライアンが調理場からやって来た。

　む、とアルノスはライアンを睨む。フォローなのは分かるが言い様があるだろう、と。

「腹が減っていきり立ってるのは分かるが、そう睨むな」

「いきり立ってません」

「はは、睨んでるのは否定しねえのな。ほらよ、召し上がれ、お二人さん」

　ライアンが苦笑しながら、器用に手にした四枚の皿をテーブルに並べた。

　畑の野菜を何種類も使ったスープと、焼いた肉の塩漬けを散らしたサラダ。カシャカシャと音を立てて混ぜていたのは、サラダにかける液状調味料ドレツシングだったようだ。飴あめ色いろのそれが、色とりどりの野菜にかけられている。

「わああ……おいしそう……」

　エリヤが、きらきら目を輝かせた。

　元は何だったのだろうか、と謎の肉を前にまず考え込んだアルノスとは対照的な反応だ。それが、アルノスには畑の野菜よりも新鮮に見える。

「焼き立てのパンもあるぞう。腹いっぱい食ってけ」

　そう言って、ライアンがパンを積んだ籠かごを料理皿の間に置いた。

　食卓の香ばしい香りと、食べていいのかな……という窺うかがうようなエリヤの視線に、アルノスはスプーンを取ってスープを口にした。

　身体からだ中に染み渡るような滋味に、アルノスは思わず、ほぅ、と息をつく。

　久方ぶりの食事にもかかわらず胃が素直に受け付けるのは、作り手によりそういう配慮がなされているからだろう。あれで結構気がつくというか、配慮が極端なのがライアンだった。それに、これで料理を始めたのは戦争を終わらせた後だというのだから、アルノスは嫉妬を通り越して感心するしかない。

「どうだ。俺の料理、美味うまいだろ？」

「はむ……んくっ…………お、おいしいっ、ですっ！」

　夢中で食べるエリヤに、ライアンは「そうだろ、そうだろ」と満足げだ。

　ライアンの料理への賛辞はエリヤに任せて、アルノスも食事を進める。一口、二口とスープを口に運び、さあ次はパンを──と手を伸ばしたところで、

「あ──」

　アルノスの身体から、ふっ、と力が抜ける。

　何が起きたか気づく間もなく、がちゃん、とアルノスはスープ皿の中に顔から落ちた。

「えっ……アルノスっ!?」

「おい、どうした大丈夫か!?」

　遠くでエリヤとライアンの叫ぶ声が聞こえる。

　アルノスの意識は、そこで暗転し、途切れた。
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　アルノスは、左右を見る。

　自分とよく似た、真っ白な髪の幼い子供たちがいる。

「この子が、次の勇者です」

　賢者が、高らかにアルノスの前で言った。

　アルノスは喜んだ。選ばれたのだと。自分は勇者になるのだ、と。

　気づけば周りの子供たちは消え、目の前の賢者は一本の剣になっていた。手に取る。

　すると、聖剣──レギオンは、アルノスに話しかけてきた。




　殺セ、と。




　殺セ。殺セ。殺セ。殺セ殺セ殺セ殺セ殺セ殺セ殺セ殺セ殺──







「──うるさい」

　子供たちの楽しげな声が遠くに聞こえて、アルノスは目を開けた。

　横たわっていることに気づき、そのまま辺りを見回す。

　木目の美しい部屋の中、ベッドの上……窓からは眩まばゆく暖かな日差しが入り込んでいる。朝のようだ。けれど、一体いつの朝だろう。

（……そうだ、さっきライアンさんのスープを飲んでて）

　顔面から突っ込んだ。

　……だから額が痛いのか、とアルノスはそこを撫なでさすりつつ身体を起こす。

　見れば、上半身がシャツだった。恐らく上着がスープの被害を受けたので、誰かが脱がせてくれたのだろう。その上着はどこに……と目で探すも、部屋の中には見当たらない。

　ぐっ、と手を握って開く。足も問題なく動く。特に異常はない。

　というかスープに顔を突っ込んだ原因は、アルノスにも何となく分かっていた。

（さっきの異常な眠気……あれは──）

「アルノスっ……！」

　呼ばれて、部屋の入り口を見れば、エリヤがいた。

　あ、服が違う……とアルノスが認識した瞬間、エリヤが駆け寄り、抱きついてきた。

「おい、ちょっと──」

　止めようとして、アルノスは言葉を途切らせた。

　力を込めれば簡単に折れてしまいそうな華きや奢しやな彼女の身体……それが、微かすかに震えているのが分かる。

「よかった……目を覚まして……」

　心底心配した、というように、ぎゅっ、とエリヤが抱きしめる力を強くする。

　彼女の力自体は大したことがない。だが、その必死な様子にアルノスは心苦しくなる。まさか、こんなに心配させてしまうとは……

「……悪い。びっくりさせた」

「うん、びっくりした、すごく、怖くて……あの、どこも痛くない？　何か、具合が悪いとか」

「いや、何ともない。大丈夫だから」

　落ち着かせようと、アルノスは目の前にあったエリヤの折れた角をそっと撫でた。

「ひあっ……！」

　と、角を撫でた瞬間、エリヤがびくりと仰のけ反ぞった。

「ど、どうした？　やっぱり折れたところが痛むのか？」

　慌てて具合を確かめようと手を動かすと、エリヤはまたしても声を上げる。

「ひゃ……ち、ちがっ……違うのっ、そ、そこは触っちゃ、やだっ……」

　ふえ、と涙目になってエリヤが恥ずかしそうに角を隠す。

　その様子に、自分が何気なくしていることが彼女にとっては特別な意味を持つらしい、とアルノスはようやく気づいた。

「つ、角、大事なとこなの……そんな風に触られると、恥ずかしい……」

「わ、悪い、知らなかった」

　テイルを落ち着かせるには、この方法がいつも有効だった。

　……だが、エリヤは竜種であって、飛竜ではない。

　どうやら竜人にとって、角は気軽に触れてはいけない部分だったらしく、エリヤは顔を真っ赤にしてアルノスの腕の中で蹲うずくまってしまった……大変気まずい。

「おうアルノス、起きたか！」

　そんな状況を知ってか知らずか、狙ったような絶妙な瞬間にライアンがやって来た。

「ほほーう……これはこれは。邪魔したか？」

「してません」

　密着した二人に気づきにやけるライアンに、アルノスは一言、冷ややかに返す。

　だが、エリヤが離れようとしない。角のことを怒っているのか、離れればまたアルノスが倒れそうで怖いとでもいうのか、抱きついたままだ。

　無理に引き離すのも気恥ずかしいので、アルノスは好きにさせておくことにした。

「……せっかくの料理、だめにしてすみませんでした。俺、どれくらい寝てたんですか？」

「ああ、大したことねえよ。二時間ちょっとか──ああ、嬢ちゃん悪い。ちょっと、洗っといたアルノスの制服持ってきてくれないか。この天候ならある程度は乾いてると思うから。ついでに嬢ちゃんも洗った服に着替えてこい」

「わ、分かりましたっ」

　元気よく返事したエリヤは、今度こそアルノスから離れ、部屋を出ていった。どうやら、汚れていた彼女の服も洗ってあったので、服装が違ったらしい。

　パタパタという忙せわしない足音が遠のいていった。

　それを確認するように間を置いて、ライアンは枕元に椅子を引き寄せて座る。そして、説教するような口調で話し始めた。

「……まったく。だから、『やめとけ』っつったんだ」

「やっぱり、聖剣レギオンの呪い、ですか……」

　アルノスは、枕元に置かれた聖剣を見て呟つぶやく。

　聖剣レギオンは、持ち主に〝魔族殺し〟の強大な力を与える剣だ。

　だが、ただ力を与えるだけの存在ではない。

　聖剣は、その力を振るうほどに、魔の眷けん属ぞくに対する敵意を増幅させる。魔族、魔物──そういった存在を殺し、この世から消滅させたい、そうしなければならない……そういう負の情動が使用者を支配しようとするのだ。

　それが、使い手に付いて回る〝聖剣レギオンの呪い〟。

　脈々と受け継がれし聖剣に込められた、志半ばで倒れし歴代勇者たちの怨えん嗟さの悲願だ。

「あれは、近くの魔族を殺しきるまで使用者を操る、使命という名の呪いだ」

「でも、さっきは、ライアンさんが殴って解けたはず……」

「あのなあ、俺が殴ったくらいで解けるなら苦労しねえよ。そんなんでいいなら、俺は喜んでブローディアのメイスで殴られてたね」

　ライアンは聖剣を忌いま々いましげに見て苦笑する。

　つまり、目の前の元勇者も、アルノスと同じ状態になったということだ。そして恐らく、ブローディアが殴ったところで、彼は止まらなかったのだろう。止められなかった。その場の魔族を殺しきるまで。

「まあ、俺の場合は、大した問題でもなかった。魔族を殺すだけ殺していい時代だったし、それが俺に求められる時代だったからな。俺の力の消耗が問題になるくらいで」

「それは、えらく物騒な時代で」

「戦時中なんて、そんなもんだ……そういう意味で、お前は俺より大変だろうよ。さっきだって、自制するのにお前の精神が堪こらえて、でも、やっぱり堪えきれなくてぶっ倒れたんだ。聖剣レギオンの意思に抗あらがうっていうのは、身体からだ以上に心が摩耗する。だから、力を解放して使うのはやめとけ。さっきは、むしろよく抗えたなと感心したくらいだ」

「使わなかったら、ただの荷物じゃ……」

「アホ。普通に切るだけでも、そこらの武器よか役に立つわ」

　聖剣の抗議を代弁するように、ライアンが言った。

　前の使い手が言うのだ。そこは折り紙付き、間違いないのだろう。

「それよりも……お前、本当に大丈夫か？」

「大丈夫です。今のところは」

「嬢ちゃんのことを見る目は、とても大丈夫そうじゃなかったけどな。あんな熱っぽい目ェしちゃってよ……殺したくて仕方ない、みたいな」

「……まさか」

　アルノスの口は乾いていた。返す言葉が掠かすれる。

　エリヤが抱きついてきた時、〝力を込めれば簡単に折れそうだ〟と一瞬考えた……そのことを見透かされたようで、続く言葉が怖い。

　だが、ライアンは、それ以上追及してこなかった。

「ふーん……そんなら別に、いいんだけどよ。あの嬢ちゃん、いい子じゃねえか」

「何ですか、脈絡なく」

「いや、お前が寝てる間に話したんだよ。竜王のこと……親父おやじさんを殺した俺が憎くないかって訊きいたんだ」

　アルノスはぎょっとする。

　自分が眠っている間に、とんでもない会話がされていた。

「……エリヤは、なんて？」

「憎んでない、とよ」

　ため息のように、ライアンは答えた。

「『私は、ずっと平和な世界を望んでいた。だから、戦いに拘こだわっていた父が亡くなったのは仕方がなかった』って……本当にあの暴虐の竜王の子かよ、と。出来過ぎだろ」

　あっさりとしたエリヤの言葉に、ライアンは肩透かしだったのだろう。憎まれていて当然だと思っていただろうし、憎まれていたかったのかもしれない。

　アルノスも同じような気分だった。そして、気になった。

　彼女が、なぜそこまで平和を求めるのかと……

「そんなわけで、身内に執着しない冷淡な子なのかとも思ったんだが」

「『だが』？」

　アルノスが尋ねると、ライアンはにやにやした。

　まるで、先ほどエリヤに抱きつかれたアルノスを見た時のように。

「……何ですか、そのいやらしい笑いは」

「いやな。さっき、えらい剣幕であの子に詰め寄られてさ。いやー怖かった、昔のブローディアを思い出したなあ」

「事と次第によっては、そのブローディアさんに報告します」

「おい待てやめろ。悪いことはしてないって」

「じゃあ、何ですか」

「お前に変な薬でも盛ったんじゃねーかってさ、問い詰められたんだ。『アルノスに何かしたの!?』って……理由を誤魔化しながら説得するの、結構大変だったんだぞ？」

　穏やかに笑うライアンの傍らで、アルノスは黙り込む。

　なぜ彼女がそこまで懐いてくれているのかは分からない。けれど、そんな風に頼ってくれる少女を、自分は──

「嬢ちゃんからお前は徹夜だったって聞いた。ガキどもがうるさいかもしれんけど、少しここで寝てけよ。で、調子が戻ったら飯食え。また作ってやるから」

　な？　と弟にでもするようにアルノスの頭をぐしゃぐしゃ撫なで回まわし、ライアンは部屋を出ていった。パタン、と扉が閉まる。

　一人になった部屋で、アルノスは再びベッドに仰あお向むけで倒れ込んだ。

　徹夜の疲労も確かに残っている。ライアンの言葉に甘えて、少し寝ていくことにした。

　静かに目を閉じる……と、子供たちの遊び声が遠くに聞こえた。うるさくは感じない。

　しばらくすると、それに混じって、パタパタと部屋に近づいてくる足音が聞こえた。遠慮がちに扉を開ける音、そして、

「あの、アルノス。もう制服、乾いて………………あれ？　寝てる……」

　アルノスを気遣うような、優しく心地よいエリヤの声が近くで聞こえた。

「……おやすみなさい。ゆっくり、休んでね」

　もう、聖剣レギオンの声は聞こえない。

　大丈夫だ、と自分に言い聞かせて、アルノスはそのまま眠りに落ちた。
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　アルノスが目を覚ましたのは、それから六時間後──昼過ぎだった。

　乾いた制服が傍そばに畳んであったので、それを着てエリヤとライアンを探すことにした。休ませてもらっていた部屋から出て、子供たちの声がする方へ向かう。そこで聞けば、二人のうちどちらかの居場所はすぐ判明すると思ったのだ。

　しかし、子供たちに尋ねるまでもなかった。

「あっ、アルノス！　起きたんだね！」

　エリヤが、子供たちに混じって遊んでいた。元の服に戻っている。

　何やら全員で大きな球状の木の実を投げ合っていた。中がふかふかした組織の実なので、当たっても痛くはないらしい。みな、キャッキャッと楽しげな声を上げている。

　子供に木の実の球を渡し、エリヤはアルノスの元へと駆け寄ってきた。フードは外したままだが、この場では角を隠す必要性を感じていないようだ。

　それもそのはず……子供たちの半数は、魔族だった。

　翼を持っていたり、獣の耳や尻尾を有していたりする──そんな魔族の子と、人間の子が和わ気き藹あい々あいと遊ぶ空間に、エリヤの姿はすっかり馴な染じんでいた。

「ここ、人魔どっちの子もいる孤児院なんだね」

「ああ。ライアンさんが『子供に罪はない、どっちの子も放っておけない』って、魔族に連れ去られてた人間の孤児とか自分が倒した魔族の子、全員引き取って始めたらしい」

　体力のない人間の子をここから人間たちの住む地へ移動させるのは、瞬間移動魔法テレポートも使えなくなった今、容易たやすいことではない。だから、ライアンはこの地に残って、彼らの面倒を見ることにしたのだ。魔王の力も借りているという。

「……私ね。世界中、こういう光景になってるって思ってたの」

　種族問わずに遊んでいる幼い子供たちの姿に、エリヤが眩まぶしげに目を細める。

「戦争が終わって、四年経たってる。だから、もう終わったんだ、人魔が互いに殺し合ったりする世界じゃなくなったんだって……でも、勘違いしてた」

　己の角に触れようと手を伸ばして、そこにあるべき部分がないことを思い出したのか、エリヤは苦笑して手を下ろす。それから、明るい顔で子供たちを振り返った。

「けど、こういう平和な場所もあるんだって分かって……今、すごく嬉うれしい」

「なあ……エリヤは、どうしてそこに拘ってるんだ？」

　眠る前にも覚えた疑問を、アルノスはエリヤにぶつける。

　父親を殺され、己の角を折られて、それでもなお人間と魔族の平和的な共存を彼女が願い焦がれる理由。固執する理由……それは何だ、と。

「えっと、それは、私が──」

「おー後輩、起きたか」

　エリヤが答えようとした時、館の陰からライアンがやって来た。

　何やら背後に、車輪のない荷車のようなものを引きずっている。

「……何ですか、それ？」

「お前、飛竜の二人乗りで嬢ちゃんが落下でもしたら危ないからーって気ィ張って寝られなかったんだろ？　偉いねえ、感心感心」

　質問の答えになってない、とアルノスが眉間に皺しわを寄せていると、ライアンがそれを目の前まで持って来た。そこで、アルノスは気づく。

　それは車輪のない荷車ではなく、宙に浮いたソリだと。

「……もしかして、これ、〝魔ま箒ほうき〟の類？」

　ライアンが「気づいたか」と口角を上げ、引っ張ってきたそのソリに手を置いた。

　すると、ソリは手の重みに従うようにして地面に着陸する。

「正解。こいつは、馬の代わりに飛竜で引く馬車みたいなもんでな、空を飛ばす必要上、魔箒と同じ素材で作られてる」

「まほうき？」

　二人の会話を傍で聞いていたエリヤが、物珍しそうにソリを覗のぞき込んだ。

　アルノスも薄々気づいていたが、彼女は好奇心が旺盛なタイプらしい。

　初めて見るもの、初めて見る世界、そういうものに目を輝かせている姿は、アルノスには少し懐かしいものだった。

「魔箒は、俺たちポストマンが、本来、移動に使ってる空中浮遊型の乗り物のこと。見た目はただの箒だが、魔力の流れに浮かすことができる特殊な木から作られてる」

　終戦前、魔法使いや魔女が移動に使っていたのが魔箒だ。

　現在では、中央郵便局セントラル周辺や大型の都市部の配達担当のポストマンたちが、この魔箒を使って移動している。ポストマンは、世が世なら魔法使いや魔女になっていただろう高魔力を保有する者、魔力操作に長たけた者しかなれないのだ。

「あれ？　でも、アルノスはテイルに乗ってるよね？」

「俺は特別。この辺を移動するのに魔箒じゃ心こころ許もとなくてさ。天候と同じで魔力の流れも急変するし、空中で飛行型の魔物に襲われないとも限らない。何より、長距離移動のために魔力の流れを読み続けるのは結構な消耗になるんだ」

　魔箒に乗る場合、乗り手が魔力の流れを読む必要がある。だが、テイルのような飛竜──リンドブルムと呼ばれる竜種は、乗り手の代わりにそれを行ってくれるのだ。

「こいつをお前の飛竜に引かせれば、二人旅が楽になると思ってな。子供らの遊び道具になってたのを持ってきた」

　ライアンの言葉にアルノスは耳を疑った。魔箒一本でもポストマンの収入一年分に相当する。そして目の前のソリは、軽くその五倍は同素材を使っている。

　高価すぎる遊び道具に軽くめまいを起こしながらソリに触れると、容赦など知らない子供たちの遊びにも耐えているだけあって、頑丈な造りをしていた。座席にもしっかり加工が施してあり、座り心地も悪くはなさそうだ。

「……っていうか、いいんですか。こんな貴重なの貸してもらっても」

「もう使わねえしな。必要としてるやつに使われるなら、そいつも喜ぶだろ。貰もらってくれ」

　どこかで聞いた台詞せりふだな、とアルノスはエリヤの羽織る純白のケープに目をやり、元の持ち主を思い出した。

　同じパーティーで旅をしていると似てくるのか、二人がとりわけ影響し合っていたのかは分からない。けれど、やはり目の前の元勇者とマグメル村の神官の間に、自分が入り込む余地など最初からなかったのだ、と改めて思い知らされた気がした。初恋の失恋は必然だったのだな、と。

「じゃあ、お言葉に甘えて頂戴します」

「おう、甘えろ甘えろ。そうだ、飯だったな」

「いえ。もう発たちます。暗くなったり、天候が変わると面倒ですから」

「えー。一晩くらい泊まってけば？　ちょっと剣の相手してくれねえかな？　な？」

「いえ。次の配達先というか、集配もあるんで」

「何だよ……仕事大好き人間かよ……」

「隠居した人は人生楽そうで羨ましいです」

「楽じゃなくて暇なんだよ。お前どうせまた強くなってんだろ……な、ちょっとだけ……一手合わせくらい」

「しない」

「あーもー分かったよ！　もう引き留めないから、ちょっとだけ待て！」

　ぶーぶー文句を言いながら、ライアンは館の方へと走って行った。

　間もなく戻って来たその手には、手提げの籠と数通の手紙が握られている。

「この手紙の配達を頼む。各地の領主様へ宛てたものだ。『孤児院運営の寄付金のお願い』つってな。それと、こっちの籠には飯詰めといた。移動中にでも食え」

　言って、ライアンは、ずいっ、と両方ともアルノスに押し付ける。断る隙もなく、アルノスはどちらも素直に受け取るしかない。

　籠をエリヤに持たせて、アルノスは畑の端の木陰からテイルを連れてきた。

　さっそくライアンが用意してくれたソリをテイルに引かせてみる。嫌がるかとも思ったが、賢い相棒はすんなりソリを受け入れたようだ。特に気にする様子はない。

「あ、すごい！　浮いてる！　ねえアルノス、浮いてるよっ！」

　試しにエリヤを乗せてテイルを歩かせてみると、彼女はその乗り心地に感動していた。嬉しそうにはしゃぐ彼女の様子に、ソリも悪くはないかもな、とアルノスも思う。

「じゃあ、行きます。なんだか迷惑をかけて、すみませんでした」

「いや、それはいいんだけどよ……それは……」

　ソリに乗り込もうとしたアルノスを前に、ライアンは何やら逡しゆん巡じゆんしていた。

　そのうちに耳を貸せと合図をしてきたので、アルノスは仕方なくその通りにする。

　と、肩を摑つかまれた。

「……何です。まだ何か」

「一つだけな……お前、王国から変なこと吹き込まれてないだろうな？」

　低い囁ささやきに、アルノスは思わずライアンを見返した。

　ふざけた様子は一切ない。アルノスと同じ青い色の目が、静かに、ただ、真剣だった。

「何を──」

「いいか、戦はもう終わったんだ。お前も、もう自由だ。これは同類──いや、同じ定めの元に生まれた先達としての忠告だが……くれぐれも余計なことは考えるなよ」

「……終わった？　本当に？」

　ライアンのそれよりも低い声……それが、アルノスの喉からこぼれる。

「平和とは程遠いって、あんた言ってたじゃないか。あんたはいいよな。俺と違って、しっかり役目を果たせたんだから。あんたが終わらせたから……だから、俺は……」

　堰せきを切ってしまった言葉は止まらなかった。別に、そこまで言うつもりではなかったのに。こんなのただの八つ当たりで、めちゃくちゃ格好悪いことだと、分かっているのに。

「……俺は、出来損ないだ」

　会話を打ち切るように一言吐き捨てると、アルノスはライアンの手を振り払い、ソリに乗り込んで手綱を打ち鳴らした。

　それを合図に、テイルが動き始める。駆け出して、翼を広げる。

「おい、アルノス！　聖剣レギオンのこと忘れんなよッ！　絶対にだからなッ！」

　遠くなる背後から、ライアンの叫びが聞こえた。

　アルノスは片手を上げてそれに応える。ライアンの心配は、しっかりと伝わっていた。けれど、まだ自分の中で折り合いがつかないのだ。

　だから、素直に「はい、分かりました」とは答えられなかった。
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　テイルが翼を大気に打ちつけ、上昇する。それに合わせて、ライアンのソリも空へ浮き上がった。風に混じった魔力の流れに乗り、やがて安定飛行に入る。

「うわあ、すごいね！　このソリ、本当に飛ぶんだ！」

　エリヤが歓声を上げた。身を乗り出してはしゃぐ姿は子供のようだが、放っておくとバランスを崩して転落しそうである。

「おい、危ないから落ち着け。ちゃんと座ってろ」

「ん、分かった……あ。ねえ、アルノス。ライアンさんと何を話してたの？」

　男二人の会話に蚊帳の外だったエリヤが、遠くなる孤児院を振り返りながら不思議そうに尋ねた。

「あー……道中気をつけろとか、そんなこと」

「そっか。ライアンさん、アルノスのこと心配してたもんね」

　アルノスは苦笑する。エリヤから見ても、ライアンは自分を心配していたらしい。

　そんな相手に、捨すて台詞ぜりふのような言葉を残して来てしまった。最低だ、と思う。

「……エリヤこそ、俺が寝てる間に、あの人と何を話してたんだ？」

「お父さんのこととか、アルノスのこととか」

「俺……？」

　予想外にも自分の名が出て、アルノスは思わず聞き返した。

「……悪口か」

「やだ！　そんなこと言わないよ、私！」

「じゃあ何を」

「んー。内緒」

　なぜか嬉しそうに笑って、エリヤはそう答えた。

　どうやら教えてくれるつもりはないようなので、アルノスは諦めてテイルの操縦に専念することにした。新しい操縦には不安もあったが、実際にやってみると案外簡単だ。テイルの順応性が高いのだろう。

　自分もそんな風に状況を素直に受け入れられたら、とアルノスは羨ましくなる。

「……エリヤは、」

「うん？　なあに？」

「その……角のこと。どう思ってるんだろって」

　口にするのに勇気のいる質問だった。どうもこうもない。

　けれど、気になった。

　マグメル村を出てから、まだ一日も経たっていない。なのに、彼女は至って元気な様子に見えた。空元気もあるだろうが、それだけでここまで平静でいられるものなのか。それが、アルノスには不思議で堪たまらなかったのだ。

「どう？　うーん……そうだなあ。無くなっちゃったのは、もちろん、すごく残念だよ。竜人にとって、角はそれ自体が自分みたいなものだし。角は、父様の娘である証あかしみたいなものだったし……だけど……」

「だけど？」

「……なんかね。角が折れた私も、私なんだなって。それに、角が折れたからアルノスにも会えたわけだし……」

　えへへ、とエリヤが照れた様子で笑う。

「ブローディアさんにも、ライアンさんにも……だからね、大事なもの、失なくしちゃったけど、代わりに素敵な出会いがたくさんあった。だから、いいの」

　片角の少女は、そう言って、アルノスの方に身を乗り出してきた。

　なんだなんだどうした近いぞ、とアルノスが警戒して身じろぎすると、エリヤはアルノスの鞄かばんにそっと手を置いた。

「それに、アルノスの仕事は、平和を作る仕事なんでしょう？」

「は？　何だ、藪やぶから棒ぼうに……？」

　尋ねると、エリヤは鞄を大事そうにさする。

「ライアンさんから預かった手紙。あれをちゃんと届けたら、孤児院の子たちのためになる。あの子たちが仲良しのまま、あのまま大人になったら……世界は、本当に平和になるかもしれないもの」

「……そんなの、ちっぽけな可能性でしかないぞ」

「小さくても、大事な大事な希望の種だよ。種を蒔まくから、蒔く人がいるから、畑にはお野菜ができるんだもの。それと、同じじゃないかな」

　ライアンから渡された籠をエリヤが開ける。

　中には、焼いた肉と畑の野菜を挟んだパンが入っていた。

　アルノスはその中から一つ、エリヤに手渡してもらった。齧かじりつくと、香ばしい野性味のある肉の味と、歯ごたえと甘みのある新鮮な畑の野菜の味がした。美味うまさが空腹に染みる。

「アルノスの仕事は、平和の種を蒔く大事な仕事。私ね、そんなアルノスの仕事の手伝いが……助手ができるの、嬉うれしいんだ」

　すりすり、と、まるで「いい子、いい子」と褒めるように、エリヤはアルノスの鞄を撫なでる。その仕草に、アルノスは自分がそうされているようなむず痒がゆさを覚えた。

　誤魔化すために、エリヤの角に手を伸ばそうとして……それはだめだということをアルノスは思い出す。

　とても大事な部分、らしい。そういえば、テイルも触らせるのはアルノスだけだ。

「……なあ、エリヤ。角ってさ、誰にも触らせないのか？」

「ええっ!?　なな、なになに、突然!?」

　エリヤが顔を真っ赤にしながら、物もの凄すごく狼狽うろたえた。

「や……単純に気になって。話したくないことなら、聞かないけど」

　もぐ、とパンを頰ほお張ばって、アルノスは話をなかったことにしようとした。

　竜人にとっては失礼な話題だったのかもしれないと思い直したからだ。だが、

「す、すごく、大事な人になら……一生を捧ささげてもいいくらい、大事な人にだけ……」

　触らせる、と小さな声でエリヤが呟つぶやく。

　アルノスは口の中のものを咀そ嚼しやくし、ごくんと飲み込んで、彼女の言葉の意味を理解し、

「それは……本当に申し訳ないことをした」

　心から謝罪した。

　自分は、先刻、とんでもないことをしたらしい。

「い、いいの！　アルノスは知らなかったんだもん」

「悪かった。本当に」

　アルノスはもう一度謝った。

　それは自分の行いだけではなく、人間が彼女に、彼女の角にしたことに対して。

「ん。大丈夫だよっ」

　屈託のない笑顔で、エリヤは言った。

　そんな風に言われては、おちおちしんみりもしていられない。アルノスも前を向く。

「……それじゃ、手紙、届けに行くとするか」

　エリヤが元気よく「ん！」と頷うなずいた。

　同時に、テイルが強い魔力を含んだ気流に乗る。




　次の手紙の宛先へ、二人を載せた飛竜のソリは、滑らかに空を走ってゆく。

　彼女の願いと、己の願い、それらをアルノスの天てん秤びんに載せたまま……
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　ポストマンの仕事は、手紙を届けること。

　それには、恋文などという甘い言葉をしたためたものも含まれる。

　双方慕い合う者から、一方通行な想おもいまで……戦が終わり、手紙が使われるようになってから、アルノスも何通かの恋文を届けてきた。

「恋文かあ……そういうのって、素敵」

　はああ、とエリヤが、ため息交じりに言った。

　現在、ライアンの館を発たってから、三度目の野宿の夜だった。

　焚たき火びの明かりを傍らに、アルノスは地面に、エリヤはソリの中で横たわっていた。

　ライアンのソリは、座席と荷台部分を合わせると、人が眠れる揺り籠のようになる。そのため、夜はエリヤの寝床になっていた。二人で眠れるスペースはあるが、さすがに並んで眠るのはまずいだろうと、アルノスは頑かたくなに地面に寝そべることを選んでいる。

　恋文の話は、ほどよく打ち解けてきたエリヤの「これまでどんな手紙を届けてきたの？」という質問から始まった。アルノスが思い出しつつ答えていたところ、その一点に食いつかれた次第である。

「好きって気持ちが、言葉として残るんだもん……すごいよ……」

　女の頭の中は、男のそれより糖度が高い──そうアルノスは思っていたが、どうやら竜人でも同じらしい。目の付け所が、エリヤも女の子だった。そういうものに憧れているらしく、焚き火を見つめて呟く彼女の目は、夢でも見ているようにうっとりしている。

　だが、どうやら、それだけではなかったらしい。







「あのね……実は、私、竜人じゃないの」

　翌日、空を飛ぶソリの中だった。

　予想外のエリヤの言葉に、アルノスは「は？」と思わず彼女の顔を見る。

　竜人の特徴である角に、人間のものではない竜王譲りの赤い目……確かに、見えている肌のどこにも鱗うろここそないが、どこからどう見ても──

「──竜人……じゃなきゃ何なんだ？　俺には、それ以外に見えないが」

　アルノスの言葉に、エリヤは困ったような笑みを浮かべて、ふるふる、と否定するように微かすかに首を振った。

「私、半竜人なの。人間との、混血」

「……まさか。竜王が人間の妻を娶めとってたっていうのか？」

　驚くアルノスに、こく、とエリヤは頷いた。

　四年前に戦が終わるまで、人間と魔族が恋をするのは稀まれなことだった。否、今でも、現在進行形で、とても珍しいことである。

　互いが互いを穢けがれた血族だと厭いとい、忌避していた時代だ。想い合っていたとしても、当然、周囲から祝福されるような婚姻は結べなかった。幸せになれる者は、砂漠地帯に降る雨より少なかったという。

　だというのに、竜王──最も人間側の王国軍を苦しめた魔族が、人間と結婚していた？

「悪いが、何かの間違いってことは……」

「私もそうだと思ってた。母様は私を産んだ時に亡くなってしまったから、自分では確かめようがなくて……父様も、兄様も、母様のことは何も教えてくれなかったから。あ、兄様は純血の竜人なんだけど」

　母様が違うの、とエリヤは少し寂しそうに笑った。

　彼女にとっては楽しい話題でもないだろう。無理して笑わなくてもいいのに、と思いながら、アルノスは彼女の話に耳を傾ける。

「でも、周りの人が言ってたの。お前の母は馬鹿だ、人間のくせに身の程知らずだ、って。だから、分かっちゃった」

「竜王の娘に向かってそんなことを言えるやつの方が、よっぽど身の程知らずな大馬鹿者だと思うけどな」

「あはは。さすがに直接は言われないよ。まあ、遠巻きにね……でも、今でも気になるの」

「何が？」

「父様は、母様のこと、どう思ってたんだろうなって」

　エリヤが遠くの空を見て呟つぶやいた。もうこの世にいない父王、その想いを探すように。

　ああ、そうか、とアルノスは、その時に気づいた。

　だから昨晩、エリヤは恋文の話に食いついたのか、と。

「……降りるぞ。捕まっとけ、あと、舌に気をつけろ」

　アルノスがエリヤにかける言葉を見つけるより先に、次の目的地が見えてきた。

　と、アルノスの視線の先を見て、エリヤはきょとんとする。

「あれ？　ここって森の真上だけひゃぐっ──」

　エリヤが口を閉じるのを待たずに、アルノスの操縦に従ってテイルが降下を始めた。

　二人の眼前には、山の裾野から流れ出るように青々と葉を輝かせる深い森が広がっている。その茂みの中に潜り込むように、二人を乗せたソリは飛竜に引かれて下りていった。
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「ふええ、痛ひよう……」

　口を押さえてソリの中で蹲うずくまるエリヤをそのままに、アルノスは辺りを確認する。

　そよそよ、と風が吹く、気持ちがいい森の中だ。

　時折、チチチ、と鳥たちの囀さえずる声が聞こえるが、それ以外の音は特に聞こえない。

　ところどころに陽だまりが落ちていて、水底のようにきらきらと揺らめく。その中をアルノスは、さくさくと草を踏みながら歩いてゆく。

「ま、待って、アルノスっ」

「あー、別に慌てなくていい。用があるのは〝これ〟だから」

「えっと……それは、何？」

　ソリから、よいしょっ、と下りたエリヤが、アルノスが触れている物を見て、目をぱちくりさせた。

　一際大きな陽だまりの中で輝いているそれは、真っ赤な筒状の箱。

　一見しただけだと、地面に突き刺さった柱のようにも見える。石でできた台座の部分を合わせるとアルノスより頭一つ分低く、ちょうどエリヤと同じ背丈だ。

「見たことないか？　これは、郵便差出箱ポスト。手紙の差出し場所だ」

　言って、アルノスは腰から鍵束を取り出した。該当する鍵を選び、郵便差出箱の中ほどにある扉の鍵穴へと差し入れ、回す。

「郵便差出箱は、各地に点在しててな。こうやって、定期的に回収してるんだ」

「へえ……こんな森の中にもあるんだ。誰もいないみたいなのに」

　周囲を見回して呟つぶやくエリヤの傍らで、アルノスは郵便差出箱の扉を引き開けて中を確認する。

「まあ、こんな感じだ」

　言って、アルノスはエリヤに中を見せる。

　空だった。一通も入っていない。

「この辺一帯に住んでるのは、魔族とはいえオークがほとんどだからな。手紙を出すような奇特なオークはいないし、ここはほとんど、こんな感じで空だ」

　オークは人型の魔族だが、知性が低く、そういう意味では魔物寄りだ。手紙を書くことはおろか、識字能力のある者などは奇跡のようなものである。

　そういう意味で、この郵便差出箱は、半ば形骸化した無用の置物に近かった。

「でも、ここにも置いてあるってことは、必要……なんだよね？」

「一応、手紙は人魔共通でポストマンが集配する決まりだからな。それに、旅の途中にここを通りかかった誰かが入れる可能性もあるし、不要ってことはない」

「なるほど。ここを訪れる誰かにとっては、もしかしたら大事な手紙の預け場所になるかもしれないん、だ、ね……、っ……!?」

　背後でエリヤが不自然に黙り込んだので、アルノスは振り返る。

　少し離れた木の陰に、巨大な人影があった。

　オークだ。

　アルノスとエリヤを、息を潜めるようにして、じっとそこから見つめている。

　だが、その岩塊のような巨体は隠しきれていない。木の幹の両側からはみ出ている。

「あっあのっアルノスっお、おーくっオークがっ……」

「見りゃ分かる……とりあえず、下がってろ」

　聖剣の柄つかに手を置き、いつでも抜けるようにして、アルノスは焦るエリヤの前に出た。

　少し離れた場所にオークがいたのは、実はアルノスも着陸前に気づいていたことだ。だが、まさかこちらに来るというのは予想外だった。

　ライアンからの忠告が脳裏を過よぎったが、普通のオークなら聖剣レギオンの力を使うまでもない。物理攻撃が効く相手だ、斬れば済む。

　……だが、先ほどから違和感が強まっていた。こちらの様子を窺うかがうように物陰に身を潜めるオーク。全く感じない敵意や害意。これは、やはり──

「──おい、あんた。そこのオーク」

　アルノスは聖剣から手を離し、木の陰に向かって呼びかけた。

「ひッ……」

　悲鳴と共に巨大な身体からだがびくっと跳ね上がり、身を隠していた木の葉も一緒に揺れる。

　挙動不審なオークは、アルノスに呼ばれた『あんた』を探し、右を見て左を見て右を見て後ろを見て……それから、人の頭くらいは軽く握り潰せそうなほど大きな手をゆっくり動かし、恐る恐るといった様子で自分を指差した。

「そう、あんただ。つーか、あんたしかいないだろ……来い。何か用があるんだろ？」

　アルノスが手招きすると、そろそろ、とオークが木の陰から出てきた。

「あ、あの、アルノス……大丈夫なの……？」

　くい、と制服の裾をエリヤが引いた。

　彼女が警戒するのも無理はない。オークは普通、知性が低いだけでなく、粗暴で攻撃的だ。魔王の支配が弱まり、戦闘意欲を無くした魔族が増えた現在でも、気の抜けない厄介な相手である。それは、同族のはずの魔族からしても同じこと。

　だが、アルノスには、どうも目の前のオークが普通には思えなかった。

「………………」

　オークは無言のまま、アルノスの目の前までやって来た。

　だが、怯おびえているのか、その大きな身体を縮こまらせている。とても不安そうな表情をしているようにも見えるが、恐らく錯覚ではない。

　アルノスが様子を窺っていると、

「あ……あのう……恐れ入りますが、あなたは、ポストマン、ですよね？」

　オークが、喋しやべった。

　唸うなっているように低いが、蚊の鳴くような小声で……しかも、敬語である。

　これにはエリヤだけでなく、アルノスも驚いた。

　唾を撒まき散ちらし、喋る言葉は下卑た単語か罵声というのが当たり前なオークの中に、こんな流りゆう暢ちように丁寧な言葉を操る者がいるとは、常識からして想像したこともなかったのだ。

「あ、ああ。そうだ、ポストマンだが」

「じゃ……じゃあ、手紙をお渡しすれば、届けてくださるんですか？」

　つい先日エリヤが見せていた以上の警戒ぶりで、オークはアルノスに尋ねる。

「届けて欲しい手紙でもあるのか？」

「は、はい……っ。あ、僕、ヒグルマっていいます……その、これを……」

　促されたオークは少し慌てて名乗りながら、その大きな手には小さすぎる一通の手紙を差し出した。

　それを見て、一瞬で警戒を解いたエリヤが、目を輝かせる。

「わあ……きれいな薄紅色の封筒っ……！」

「あ、そ、それ、僕が春はる咲さき草そうの花で繊維を染めて作ったんです。中の便箋と一緒に……僕、こんなことしかできなくて……」

「こんなこと、じゃない。とってもすごいことだと思う！」

　感動するエリヤに、ヒグルマは照れくさそうに苦笑いする。

　アルノスも、これには素直に感心した。そして、オークという種族のことを侮あなどり見くびっていた自分に気づき、少々バツが悪くなる。どうやら、魔族の中にエリヤのような竜人がいるだけでなく、オークの中にも色々いるらしい。

「これって、もしかして、恋文ラブレター？」

「ちちち違います違いますッ！　それはあくまで、強く気高く美しい憧れの女性への想おもいを綴つづっただけのただの紙切れでッ！」

　目をキラキラさせて尋ねるエリヤに、ヒグルマが丸太のように太い腕をぶんぶん振り回して否定する。それを人は恋文と呼ぶのではないだろうか、とアルノスは思ったが、言ってもヒグルマに全力で否定されそうだったので黙っておいた。

「で、その手紙は預かるが、この宛先は……」

「は、はい。カレンデュラ様……エルフの姫騎士様に届けてくださいませんか」

　封筒の宛名を見て思わず表情を曇らせたアルノスに、けれどヒグルマはそういう反応が当然だと覚悟していたのだろう。嫌そうな顔をせず、むしろ申し訳なさそうに答えた。

「僕、弱くって……戦時中、勇者一行に遭遇してしまった時も、お情けで見逃されたくらいで……本当に情けないんですけど……」

　その話に、アルノスはライアンのことを思い出した。

　あの人は、強い者と戦いたがる悪癖こそあるが、戦意のない者は相手にしない。このオークの青年も見逃したのだと、容易に想像できた。

「戦いはからっきしだし、趣味は花を育てたりすることだし、友達は棲すみ家かに遊びに来る小鳥や小動物……そんなんだから、一族の中でも爪つま弾はじき者で……そんなことで思い悩んでいた折に、カレンデュラ様のことを知りました」

「知ったって……面識は？」

「ええと…………ありません……」

　ヒグルマがしゅんと一回り小さくなる。

「……やっぱり、知らないやつからの手紙とか、気持ち悪いですかね」

「いや、そうとも限らないが……エルフの……しかも姫騎士だろ」

　アルノスは、手紙の宛名に目を落とした。

　ヒグルマが手紙を宛てた相手カレンデュラは、戦時中オークと敵対していたエルフの一族、その姫だ。先代の王が戦いの最中に命を落としたので、実質、現在はその姫騎士が女王のようなものである。

　よりにもよって、なぜそのような相手に……とアルノスが不思議に思っていると、その疑問が通じたのか、

「カレンデュラ様は、まるで花のように可か憐れんなお姿なのに、戦う時は馬を駆って先陣を切るような勇猛果敢な方です。僕は……彼女のようになりたいと思いました。人生の目標ができた……それだけで、もう少し頑張ろうって思えたんです」

　ヒグルマが苦笑して説明する。

「手紙には、その感謝の気持ちを込めました。やましい気持ちはありません。お返事だってなくていい……ただ、想いを伝えたい。どうか、届けてはいただけませんか」

　一体、オークとして生きてきて、彼はどこで覚えたのか。深々と頭を下げて、ヒグルマは手紙の配達を頼み込む。

「ねえ、アルノス……」

　くい、とエリヤがアルノスの袖を引く。届けてあげよう、という訴えだ。

「……仕事だ。別に、断ろうなんざ思ってない」

　そこは安心しろ、とアルノスはエリヤとヒグルマに言う。

「ただ、受け取ってもらえるかどうかは保証できないぞ。それはあちらの決めることだ」

「ええ、ええ、それはもちろん！　ありがとうございます、どうか……お願いします」
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　ヒグルマの手紙を鞄かばんにしまい、アルノスとエリヤは再びテイルの引くソリに乗った。

　郵便差出箱のある森から山を二つ越えた深い渓谷、そこにエルフたちの都がある。ヒグルマが手紙を宛てた相手カレンデュラは、その都の谷奥に構えた城にいた。

「エルフは、人間の味方として……王国軍として戦ったんだっけ」

　エリヤが、ソリから地上を見下ろして呟つぶやいた。

　一帯は、マグメル村周辺よりも天候が安定している。年を通して穏やかで安定した気候の地域のためか、森を作る植物も種類が豊かだ。エリヤはそれが気になっているらしい。

「ああ、そうだ。谷を挟んで、魔王軍陣営のオークたちと戦っていた」

　エルフは人間ではないものの、その姿や在り方から、人間に近い種族だ。

　人間を殺さず人間を疎まず……そうした共存関係で存在することから、人間の王国軍に与くみした。そういう種族は、別にエルフだけではない。だが、

「ヒグルマさんの手紙……渡すの、難しい？」

　エリヤが、アルノスを振り返って尋ねる。

　その返事に、アルノスはため息のような呻うめき声ごえを上げた。

「……正直、簡単ではないだろうな。エルフは変化しない種族だから」

「変化しない……？」

「産めよ増やせよ、の真逆をゆく種族だ。寿命が長い不老長寿だから、新たな命がめったに産まれない。必然的に構成が変わらない種族全体の思考は安定し、固定される。つまり、頭が固くなる」

　アルノスの説明に、エリヤが真っ青な空を見上げて、

「長生きで、頭が……ええと……ご老人、みたいな？」

「……あんた、案外容赦ないな」

　苦笑しながらも、アルノスは否定はしない。

　エルフとは、つまりそういう種族、そういう存在だ。一個人がたくさんの知識を保有できるのは強みだが、種族単位で見るとそれがいいとも限らない。

　なぜ苦笑されたのか分からないというように、「うん？」とエリヤは首を傾かしげている。

「まあ、行ってみるしかない。それに、策も一応考えてる」

　今回の手紙への心配は、明確に敵対していた陣営からの手紙だということ。だが、それさえどうにかすれば受理はされるだろうと、アルノスは可能性も感じていた。

「やっぱり、アルノスは優しいね」

「優しさは関係ない、仕事だ。それに渡してみるまで、どうなるか分からないからな」

「ううん、優しいよ。だって、仕事でも、嫌ならサボっちゃえばいいだけだもの」

「……あんた、やっぱり王女様なんだな」

「え？　え？　今の話のどこにそう思ったの？」

　遠い目をするアルノスに、エリヤは理由が分からないと疑問符を浮かべる。

　エリヤがその理由に目め処どをつけられないまま、二人は山を越えるごとに一つ、二つと魔力障壁ウオールを抜ける。

　そうして、エルフの都──渓谷都市ヴァレリスへと到着した。

　しかし、到着早々、アルノスとエリヤは文字通りの難関にぶち当たる。
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「だぁーかーらー！　手紙を届けに来たって言ってるだろうが！」

　アルノスは、珍しく声を荒らげていた。

　その背後では、フードを目深に被かぶったエリヤがおろおろしている。

　渓谷都市ヴァレリスの門前。そこで二人は、門衛に入国を止められていた。

「手紙は、本人に直接手渡す必要があるんだ。カレンデュラという、この手紙の宛名の姫騎士に謁見させてくれって！」

「だから、こちらも言っているだろう。人間とて他種族、この門を通すことはできないと。しかも、カレンデュラ様に手紙を渡すから謁見させろだなどと……エルフ以外の者が突然やって来てお目通りすることなど、できるわけなかろう。無礼者」

　数人いるエルフの門衛の一人が、鬱陶しげに手を払った。

　その素気ない返答に、アルノスは頭を抱える。

　これまで配達がなく、郵便差出箱ポストも設置されていないことからヴァレリスに来たのは初めてだったのだが、まさかエルフがここまで話が通じない種族だとは……

　切り札もあることにはある。だが、しかしここで簡単に使うわけにもいかない。

「そもそも手紙はこちらで預かると言っているのに、お前も分からんやつだな」

「……この石頭が……分からんのはお前だ門番……」

「なんだと？」

「こっちはポストマン、種族問わずに手紙を配達することは、国家単位で取り決めされてるはずだ。つべこべ言わずに通せ。それが無理なら、国のあるじに話を通せ」

　アルノスは、制服の胸に輝く職章を示した。

　職章は、ポストマンであることを証明するものだ。大抵はこれで話が通る。

　だが、エルフの表情は固いままだ。ご丁寧に、フン、と鼻まで鳴らした。

「それが何だ。今までポストマンとやらが入国したことはないし、取り決めとやらもでっち上げ──」

「あ、あのっ」

　アルノスの要求を一蹴しかけたエルフを止めたのは、エリヤだった。角が見えないようにフードを被ったまま、アルノスの隣に並ぶ。

　一体どうした、とアルノスが隣に立つ少女に訝いぶかっていると、

「和平協定において締結された平和条約、第二十一条二項に、〝思念魔法テレパスの使用不可条件下における通信〟について定められています。どうか、殿下に一度ご確認願えませんか」

　エリヤは、毅き然ぜんとした態度でそう言った。

　その高貴さをにじませた口調と言動に、言われた門衛が怯ひるむ。そうして彼は別の門衛を呼び、何事かを言いつけて、どこかへ向かわせた。

「……いま、城に遣いを出した。しばし、こちらで待たれよ」

　そう言って、不動だったエルフの門衛は、二人を門の脇にある詰め所へと案内した。ここで待て、ということらしい。

　軽い足取りで詰め所内の椅子に座ったエリヤに、アルノスは肩を竦すくめる。

「……やっぱり王女様か」

「うん？　なに？」

「いや、何でもない。ただ、結構ちゃんとしてるんだな、と……さっきは助かった」

「えっ？　ああ、あれ……馬鹿にされないようにって、兄様がいろいろ教えてくれたの。あはは、緊張したぁ」

　胸を撫なで下おろすように苦笑するエリヤは、やはりこちらが本来の姿らしい。その様子に安あん堵どして、アルノスも隣の椅子に腰掛けた。




　どれだけ、そこでそうしていたのか。




「……まだなのか」

　ぐったりと椅子の背にもたれて、アルノスは呻いた。

　門のそばに休ませているテイルの元へ餌やりに出ること数度、太陽は空からとっくに姿を消し、谷間の都市はすっかり夜色に染まっている。

　だというのに、城への遣いは、まだ戻らない。

　国にとって、アルノスとエリヤは特別の来らい賓ひんというわけでもなく、食事の用意がされるわけでも寝所が用意されるわけでもない。

　結局、城から遣いが戻ってきたのは、翌日の昼前のことであった。
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　登城を許す、という知らせに、アルノスとエリヤは城へ向かった。

　エルフの移動手段は、主に馬だ。街中でも、よくすれ違う。

　しかし、二人は徒歩だった。

　馬はエルフたちにとって財産であり相棒だ。他所よそ者ものに貸す馬はないらしい。

　それは、アルノスにも納得できない話ではなかった。テイルを誰かに貸せと言われても、貸す気は微み塵じんもない。許可すれば怪け我が人にんだって出かねない。だが、これが歓迎の対応でないことは確かで、それについては面白くはなかった。

　……なかったのだが、隣を歩くエリヤは楽しそうだ。

　なので、別にいいか、とアルノスは考え直すことにした。エリヤを見ていると、どうせなら楽しんだ者勝ちだと思えてくる。それが、一人旅の時との大きな違いかもしれない。

「アルノス、お城が見えてきたよ！」

　歩くこと半刻、エルフの王城が見えてきた。

　ちょうど谷奥の岩壁を台座にして、そこに埋め込まれるように白亜の城が鎮座している。

「すごいなあ……お城だあ……」

「城に住んでたのに、なんで感動してるんだ……」

　キラキラ目を輝かせるエリヤが理解できず、アルノスは眉を寄せる。

「だって、あのお城を見るのは初めてだもん。私が住んでたとことは、見た目も雰囲気も全然違うもん」

　言われて、アルノスは、何度か集配で立ち寄ったことのある竜人の国を思い出した。

　竜王の城は、活火山が噴火を繰り返す火山帯にある。その荒ぶる大地にある城と、目の前の涼やかな自然に囲まれた城とでは、確かに全くの別物だ。

　と、道の交差する場所で、アルノスは思わず立ち止まった。

「？　どうしたの、アルノス？」

　訝るエリヤをその場に残し、アルノスは交差する道側へ数歩進んだ。

　と、空気がわずかに変わる。まるで、透明な膜を抜けたように。

「これは……魔力障壁か……」

　振り返り、不思議そうな顔をしたエリヤの方へ戻ると、やはり空気が違う。

　どうやら谷間の形に沿うようにして、都市の真ん中を魔力障壁が通過しているらしい。

「……何でもない。行くぞ」

　エリヤに話すと障壁を通過して遊び始めそうな気がしたので、アルノスは黙ったまま再び城へ進路を取る。エリヤもその場を気にしていたが、置いていかれないようについてきた。

　そこから歩くこと四半刻で、二人はエルフの城に到着した。

「これはこれは、ポストマン殿。我が国にようこそ参られた」

　恭うやうやしく出迎えたエルフの男性は、どうやら姫騎士の側近らしい。

　人間で言えば四十代程度に見えるが、エルフの年齢に換算すれば八百歳は超えているだろう。つまり、かなり高位のエルフだということだ。

　そんなエルフがこうして直々に出迎えたのは、ポストマンがそれだけ重要視されるべき存在だからに他ならない。だが、詰め所まで迎えを寄よ越こさなかった辺りに、他種族を見下すエルフ特有の姿勢が透けて見える。

「ようこそ、という割には、一日も待たされましたが」

「それについては、誠に申し訳ない。エルフ以外の者の訪問がほとんどないもので」

　ないのではなく入れないだけでは、と城内を先導するエルフのあとを歩きながらアルノスは思ったが、仕事に支障が出かねないので言わずにおく。

　空気の澄んだ静かな石の回廊を進んで程なく、木製の古めかしい大きな扉が現れた。両脇には、入国の門と同じようにエルフの番人が直立不動で立っている。

「こちらが謁見の間です。どうぞ、中で姫がお待ちです」

　扉が両開きに開かれ、アルノスはエリヤと共に中へ通された。

「ほう……」

　アルノスは、思わず感嘆のため息を漏らした。

　それは、予想外の場所だった。半歩後ろで、エリヤも息を吞のんでいる。

　人間の王族が住まう城の謁見の間は、城の中枢、四方を石壁で囲まれ出入り口も少ない堅けん牢ろうで閉塞的な部屋であることがほとんどだ。王の身の安全を守ったり、謁見者が敵である場合の捕縛に有効だからだろう。

　さらに、入り口から近この衛え兵へいに見張られた赤い絨じゆう毯たんの道が敷かれ、その最奥に踏段を備えた高台があり、そこに玉座が置かれていることも多い。室内も荘厳な建造だったり、豪ごう奢しやな装飾が施されていたりするが、それらは全て、誰が権力者かを誇示するための装置だ。

　ところが、このエルフの城の謁見の間は、そうではなかった。

　謁見の間に、ふわ、と風が吹いた。

　谷間を通ってきた風だ。

　謁見の間は、切り立った谷の壁に向かって開けた、テラスのように開放的な空間だった。豪奢な装飾も赤い絨毯も、玉座の高台もなければ、見張りの近衛兵もいない。

　それどころか、外の植物が入り込んでいた。

　つる性の植物が、白い石壁に繊細な紋様を描くがごとく彩りを添えている。どんな荘厳な彫刻を施された石柱よりも美しい樹木が根を張り、外からの光と風を受けてシャンデリアのように輝く緑の樹冠を揺らしている。赤でこそないが、人が歩く場所を避けるように生むした苔こけが緑の絨毯のようだ。

　その一つ一つに感動しているエリヤと共に、アルノスは呆ぼう然ぜんとしながら奥へと進む。

　その一番奥……谷間を覗のぞき込むような位置に設しつらえられた石の玉座に、一人の女性エルフが腰を下ろしていた。肩や指先に小鳥が留まり、ピチピチ、チィチィ、とさえずっている。まるで東あずま屋やで寛くつろいでるような絵になる姿だ。

　アルノスたちが近づくと、小鳥たちが一斉に外へ飛んでいった。

「やあ、貴殿がポストマンか」

　金の髪に、翡ひ翠すいの目をした、美しいエルフが口を開く。

　ブローディアの髪が月の光ならば、彼女のそれは太陽の光を糸にして縒より合わせたような鮮やかな金色。断崖に照り返した光を背後に受けて、後光を発しているようにも見える。

「私が、カレンデュラだ。遠えん路ろ遥はる々ばる、ご苦労だった」

　彼女が、オークのヒグルマが手紙を宛てた、エルフの姫騎士だった。

　ゆったりとした、森の新緑のような衣は、ドレスのようでありながら、反面、俊敏な動作を可能にした戦装束のようでもある。その傍そばには、細身の剣が鞘さやに入って置かれていた。まるで、油断はないぞ、と警告するように。

「お初にお目にかかります。ポストマン、アルノスです。こちらは助手のエリヤ。本日は、カレンデュラ様宛ての手紙を届けに参りました」

　アルノスが挨拶をすると、その傍らでエリヤが恭しく優雅にお辞儀をした。やはりこの手の場には慣れているようだ。正体がバレないかと、アルノスは逆に心配になる。

　しかし、姫騎士は感心こそすれど、訝る様子はなかった。さらに、

「まあ、こちらに座ってくれ……おい、客人だ。茶を持って参れ」

　玉座の傍にある椅子を勧め、歓待の意を示した。

　アルノスたちの背後に控えていた先ほどのエルフは、その指示を予想していなかったらしい。一瞬戸惑うような顔をしたのち、「は」としぶしぶ返事をして部屋から出てゆく。

「鳥たちが教えてくれたよ、何やら私の臣下が礼を失していたようだ。申し訳ない」

「ああ……いえ……」

　毒気を抜かれた気分で、アルノスは曖昧に返事する。

　エルフのくせにエルフらしからぬ、不思議な姫騎士だった。

　そもそも、見ず知らずの他種族を傍に呼ぶなど、先ほどのエルフが一定の距離を置いていたことからも、破格の待遇に違いない。

　まだ会ってわずかな時も経たっていない……けれどアルノスは、ヒグルマが彼女に好意を抱いた理由が、何となく分かった気がした。

「あ、あのっ……小鳥と喋しやべれるのですか！」

　我慢できないというように、エリヤがカレンデュラに尋ねた。

　突然の発言にアルノスは慌てたが、カレンデュラは柔和な笑みを浮かべて頷うなずく。質問を歓迎したようだった。

「思念魔法テレパスの応用でね。小鳥だけでなく、動物たちの言葉は分かる。おかげで、いろいろなことに気づけて助かるよ。たとえば、貴殿たちの訪問もそうだ」

「告げ口……あ」

　思わずこぼしてしまい、しまった、とアルノスは焦る。

　カレンデュラは、ぱちくり、と目を瞬いた。そして、

「あっはっはっは！　そうだな、告げ口！　ははは、確かに！」

　豪快に笑った。腹の底からおかしい、というように。

「いや、まさに貴殿の言う通りなのだ、アルノス殿。私の耳に入らぬよう余計な気を配る者が多くてな。知らぬことで困ることも少なくないゆえ、動物たちには私の諜ちよう報ほう部隊になってもらっている次第だ」

「ああ……それで、あなたの元にも俺たちの話が届いた、と」

　カレンデュラは「そうだ」と頷く。ずいぶん優秀な諜報部隊を持っているらしい。

「さて、茶が出てくるまで、しばらくかかろう。あの者は、エルフの格を落とさぬように、そういったことには手を抜かぬ殊勝な性分なのだ……今のうちに、手紙を拝見しようか」

「もしかして、そのために茶の用意に行かせた？」

　アルノスの気づきに、カレンデュラは弓のように口の端を上げた。

「まさに、まさに。私が手紙を受け取ることにも、あの者をはじめ、いい顔をしない者が多いのでな。変な影響を受けるだの、謀られるだの、拐かどわかされるだの……まったく、いつまでも子供扱いで困るよ、とっくに二百年は生きてるのに……さあ、さあ！　それよりも手紙だ！　早く読ませてくれ！」

　子供のようだ、とアルノスは思った。だが、おくびにも出さず、手紙を渡すことにする。

　懐から鍵を取り出し、鞄かばんの鍵穴に差し入れ、解錠。中から、預かってきた薄紅色の封書を取り出し、カレンデュラに差し出す。

「おおっ」とカレンデュラが声を上げて目を輝かせた。

　エリヤがこの手紙を見た時と同じように感動して、姫騎士はそれを受け取る。

「素敵な色の手紙だ……いや、そもそも、こういった私信を国外から受け取るのは初めてのことでな……うむ。では拝見しよう」

　封ふう蠟ろうをパリッと割って封筒を開け、カレンデュラは中の手紙を取り出した。

　封筒と揃そろいの薄紅色の便箋が三枚。それを翡翠の目が眺めてゆく。

　一枚、二枚……そうしてカレンデュラは最後の一枚を読み終えると、なぜか最初に戻って読み直す。一度、二度、三度……そうして散々繰り返したあと、

「何なのだ、これは……」

　手紙を手にしたまま、カレンデュラが額を押さえ、呻うめくように言った。

　アルノスには、その反応の意味が分からない。そもそも、何度も読み返す理由も謎だ。

「あの、どうかしましたか？」

　尋ねると、エルフの姫騎士がバッと顔を──頰ほおを赤らめた顔を上げて、叫んだ。

「何なのだ、この美しい手紙はッ！」

「……え？」

　ポカン、とするアルノスに、カレンデュラは手紙を握った手を震わせた。

「大きいが繊細に綴つづられた見事な筆跡も然さることながら、その文面も優しく気遣いに満ちた美しいものだ……だが、差出人の名がどこにもない。封蠟も無印……」

　手紙を見つめる翡翠の目が熱を帯びている。

　その目が、ふいにアルノスの方を向いた。

「アルノス殿、教えてくれ！　この手紙は一体どのような御仁が送ってくださったのだ!?」

「ええと、それは……」

　アルノスは葛藤する。

　差出人の名が書いていない以上、それを伝えるのはポストマンの守秘義務に反する。しかも、相手はエルフの天敵だったオーク。二重の意味で、伝えられない──そう返答に迷っていた時だ。

「優しく、繊細な印象の男性でした！」

　そう助け舟を出したのは、エリヤだった。

　翡翠の目が、アルノスからエリヤへと向く。カレンデュラは「それから？」と前のめりで続きを促した。

「その手紙は、封筒も便箋も、全て手作りだと聞いています。そういう物をお作りになるのが得意で、小鳥や小さな動物たちが友達だとおっしゃっていました！」

　エリヤの絶妙に核心を避けた言い回しの説明に、だが、カレンデュラは納得したらしい。ため息と共に玉座に身体からだを戻し、静かに手紙を見つめた。

　彼女がしばし考え込むように黙っていると、臣下のエルフが茶器を載せた盆を手に戻ってきた。目の前で三人分の茶が木製のカップに注つぎ分けられる間も、カレンデュラは思考をやめる様子はない。事情を知らない臣下のエルフは訝いぶかるように片眉を上げたが、尋ねる雰囲気ではないと見たのか、そのまま静かにアルノスたちの背後に下がった。

「アルノス殿、エリヤ殿……お二人は、急ぎの身なのか」

　再び開かれたカレンデュラの口が最初にこぼしたのは、そんな質問だった。

「？　急ぎではないですけど、次の集配に向かわないと。ゆっくりもしていられない」

「少し、待っていただけないだろうか……一日でいい。城に、滞在用の部屋を用意する。どうか、泊まっていってはもらえないだろうか」

「殿下……!?」

　臣下のエルフが、他所よそ者ものを泊めるなど正気か、と問うような声を上げた。

　だが、カレンデュラはそれを手だけで制す。

「……まあ、休ませていただけるなら、こちらも都合はいいですが」

　考えて、アルノスは申し出を受けることにした。

　ライアンの館からここに来るまで野宿が続き、まともな場所では休息を取っていない。自分はいいとしても、エリヤは休ませてやりたいと思った。そもそも王女様だ、身ぎれいにだってしたいだろう。

「ありがとう。では、早々に用意させる。しばし城内でゆるりと過ごされよ」

　カレンデュラのその言葉を最後に、謁見は終了した。

　アルノスとエリヤは、それから丸一日、城で羽を伸ばすことになった。
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　アルノスは一度、森で待つテイルの元に向かった。

　餌をしっかりと食べさせてやり、角を撫なでてご機嫌を取ってやる。そうしておかないと、気難しい飛竜にあとで乗せてもらえない、ということにもなりかねないからだ。

　テイルが無事に過ごせるよう周辺の安全を再確認して、アルノスは再びエルフの城へと戻る。二人のために用意された部屋は、一つ。そこに戻れば、エリヤが待っているはずだったのだが……

「……あれ？　エリヤ？」

　呼べど、返事はない。

　部屋はひっそりとしていて、そよ、と窓から吹き込む風の音しか聞こえない。

「城内散策、か……？」

　テイルの元へ向かうために部屋を出る直前、エリヤがそわそわしながら「一緒に城の中を見て回らない？」と言っていたのをアルノスは思い出した。待てずに、一人で行ってしまったのかもしれない。

「……まあ、いいが」

　わずかに寂しさを覚えて、アルノスは思わずひとり言をこぼす。

　角の露出にさえ気をつければ彼女にとってここは魔物と遭遇することもない、基本的に安全な場所だ。いつも二人で一緒だし、ずっとべったりではお互い息が詰まるだろう。自由に過ごす時間も、時には必要だ。

　アルノスも、この久しくなかった一人の時間を満喫しようと考えた。

　疲労を癒そうとベッドに横になってみる……が、眠くはない。では他に……と一人で過ごす時間の満喫方法を考えるも思い出せない。そもそも、満喫していたことが、ない。

　思い返せば、時間に色がついた気がするのは、ここ最近のこと──エリヤと旅を始めてからだ。そのことに、はた、と気づいて、アルノスは困惑する。

　自分は、この二人旅を楽しみ始めている……？

「……いや。いやいや、そんな、ばかな」

　がばっ、と起き上がって、アルノスは頭を振った。

　やはり自分は疲れているのかもしれない、そう思ってベッドから下りる。少し頭を冷やそう、そう思い立って、城内にあると案内されていた沐もく浴よく場で水を浴びることにした。

　城の沐浴場は、谷間を流れる川をそのまま城内で利用する形で造られている。

　石壁の囲いこそあるものの、静止するように流れが緩やかな川に小さな滝が水を落としている岩場の光景は、自然のままの川岸に近い。脱衣用の場所もなく、天井もないので、野宿の際に川で水浴びをするのとあまり変わらなかった。

　制服のボタンを外し、上着を脱ぐ……と、その時、滝の音に混じり、ぱしゃ、と水が跳ねる音がしたので、アルノスはそちらを見た。

　そこに、エリヤがいた。

　きらきら陽光を反射する水面みなもの中から、ちょうど上がってきたらしい……彼女は、生まれたままの姿だった。その白く滑らかな肌や黒く艶やかな髪、角の先から、ぱた、ぱた、と水を滴らせている。

　想像もしていなかった場面への遭遇に、アルノスは固まった。

　どうして彼女がここにいる可能性を考えなかったのか。どうしてよく周囲を見て、自分以外の者がいる痕跡を探さなかったのか……多分、疲れていたのだろう、とアルノスは自分の失態について瞬間的に弁護した。

　手から力が抜けて、摑つかんでいた上着が、ぱさっ、と落ちる。

　その音に顔を上げたエリヤと、ぱちり、と目が合った。

「え、あっアルノ──きゃっ!?」

　その瞬間、驚いたエリヤが足を滑らせた。

「エリヤ!?」

　ばしゃん、と水中に落下した彼女を追って、アルノスは慌てて水面に飛び込む。

　そうして彼女の両腕を摑み、引き上げた。

「けほっ……あ、ありがと、アルノス……」

「ああ、いや……」

　アルノスは目のやり場に困って、思わず空を見上げた。

　それでも、視力もよければ記憶力も悪くないアルノスは、服をまとっていないエリヤの身体の形を覚えてしまっている。すらりと伸びた脚に華きや奢しやな腰つき。その反面、着衣の時よりも主張しているような胸の膨らみ。摑んだ腕の細さ、そして柔らかさ──

　彼女の感触を意識した瞬間に、アルノスは、ぱっ、と思わず手を離していた。

「……わ、悪かった」

「う、ううんっ、そんな……こっちこそ、アルノスびしょ濡ぬれで……あ、あのっ、私、着替え借りてくるっ」

　言って、エリヤが慌てて水から上がる。

　彼女が着替え終わるまでの間、アルノスは水浸しのまま直立不動で空を見つめていた。だから、彼女がどんな顔をしていたかは分からない。彼女が着替えを取って戻ってきてくれた時も、アルノスは目を合わせられなかった。

「……気まずいな」

　エリヤが去り一人になった沐浴場で、アルノスは濡れた服を脱いで水に浸つかりながら、思わず呟つぶやいた。互いに意識して過ごすであろう今夜のことを考えると、気持ちがいいはずの沐浴の間も、ただ悩ましかった。
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「だーめぇーっ！　一緒に休んでっ！」

　アルノスは、エリヤに腕を摑んで引き留められた。

　エルフから供された夕食をとったあと、城で借りた服から乾かした制服に着替え直し、一人、荷物を持って部屋を出ようとしたところだった。

　先刻の沐浴場での一件もあって、アルノスは今こ宵よいエリヤに部屋を譲り、自分はテイルの元で夜を明かそうと考えた。気を遣ったつもりだったのだ。

　ところが現在、あとは寝るだけ、と夜着をまとったエリヤから、猛烈な反対にあっている。

「なんで、だめなんだよ……」

「アルノスこそ、なんで一緒の部屋じゃだめなの？」

　目をまっすぐ見て問われ、アルノスはぎくりとする。

「何でって、それは……」

　答えようとアルノスが考えた瞬間、目の前に立つ彼女の服をまとわぬ姿、触れた肌──それらの記憶が勝手に蘇よみがえる。これまでは知らなかった、だから意識せずにいられたものが、今夜は違う。そのいつもと違う状況が不安なのだ……とはアルノスも言えない。

「……あんたは、同じ部屋で、嫌じゃないのか」

「嫌じゃないよ、全然。一緒じゃない方が、嫌……」

　苦し紛れに尋ね返せば、エリヤが、ぎゅ、と袖を引っ張る力を強めた。

　純粋無む垢くな彼女の言動に、アルノスは途方に暮れる。これで恐らく他意はないのだから反則だろう、と。

「……だって、移動中ずっと一緒だったよ。いつも一緒に寝てたのに」

「それは、そうだが……」

「ソリだって、私に譲ってくれてる……一緒がだめなら、アルノスが部屋で休んで」

　エリヤの代替案に、「は？」とアルノスは目をぱちくりさせた。

「そんなの、エリヤはどうするんだよ？」

「私がテイルのところに戻る。ソリがあれば寝られるもの」

「いや、そんなのは──」

「それが嫌なら、ここで休んで。一緒に」

　ぷくう、と頰ほおを膨らませて、エリヤが言った。

　意見は絶対に曲げない、という表情だった。

「……分かったよ」

　こうまで言われては仕方がない。アルノスは、諦めて部屋に留とどまることにした。

　エルフの城の寝所は、人間の城のそれとあまり変わらない設しつらえの部屋に見える。だが、部屋の灯あかりは月げつ光こう茸たけというランタンのように光るキノコで、ベッドに座れば太陽を浴びた干し草のにおいがした。やはり、人間の城とは違う。

「カレンデュラ様、ヒグルマさんの手紙、嬉うれしそうだったね」

　アルノスのベッドに飛び込んだエリヤが、それこそ嬉しそうに笑った。

「……おい。あんたのベッドはあっちだろ」

「ちょっとだけ。話そう？」

　エリヤは布団に伏せた状態で顔を横に向けると、アルノスを見上げてそう言った。

　アルノスは、深々とため息をつく。

　同じ部屋で夜を明かす男の心境などまるで知らないらしい彼女には、どうやら自分のベッドに移動する気は全くないようだ。安心しきった様子で、布団に頰を埋うずめて伸びている。

　その気を緩めた姿からは、竜王の息女という風格はまるで感じられない。ただの角の生えた少女だった──その一本は、折れてしまっているが。

「……嬉しそうに見えたか。姫騎士様」

　彼女の角に免じて、アルノスはそのまま話に付き合ってやることにした。

　要求が通ったことを知ったエリヤは、ぱあっと表情を明るくする。それだけで、まるで部屋に光源が増えたようだ。

「うん、見えたよ！　アルノスには、そうは見えなかったの？」

「いや……ただ、そうだったらいいな、という期待がそう思わせた可能性も考えた」

「期待じゃないよ。あれは喜んでたと思う。何なら、好きになっちゃったかもしれない」

「好きに……？　待て待て、手紙一つで？」

「手紙には、そういう力があると思うよ？　だから、アルノスは──ポストマンは、大事に大事に手紙を運んでるんじゃないのかな」

　アルノスを見て、エリヤは眩まぶしそうに微笑ほほえむ。

　それが何だか気恥ずかしくて、アルノスは、ふいっ、とそっぽを向いた。

「……でも、もしそうだとしても、相手は天敵だ」

「だった、でしょ？」

　背中にかかった言葉に、はた、とアルノスは気づく。

　エリヤの中で戦は終わったものなのに、自分の中ではまだ続いているということに。

「きっと、これからは、大丈夫な世界になるよ。だって、私の父様と、母様も……」

「……………………エリヤ？」

　ふいに途切れた話に、不思議に思ったアルノスは振り返る。

　エリヤは、すう、すう、と気持ちよさそうに寝息を立てていた。

「……結局、移動せず、か」

　アルノスはやれやれと立ち上がり、枕元の聖剣を手にする。

　そうして、眠るエリヤを静かに見下ろした。

　人間で、かつ、勇者候補だったアルノスは、彼女の一族からすれば仇きゆう敵てきに等しい。だというのに、彼女はすっかり安心しきった顔で寝ている。

「いろんな意味で、俺が危ないとは考えないのな……」

　襲おうと思えば、簡単に襲えるし……殺そうと思えば、簡単に殺せるのに。

　力を解放していないはずなのに手の中の聖剣レギオンが囁ささやくような気がして、アルノスはそれから逃れるためにエリヤが眠るはずだった隣のベッドへと移った。枕元に聖剣を置き直し、自分も横になって思考を切り替える。

　彼女は、ただの利用対象だ、と。だから、魔族でも殺すことはないのだ、と──




　──そして、翌日。




　まだ夜の気配が残る早朝、二人の部屋を訪れる者があった。

　ノックされる前にアルノスは扉を開ける。

「どなたですか……」

「おはよう。私だ」

　扉の前にいたのは、カレンデュラだった。

　城主自らの訪問に、寝起きのアルノスは一瞬硬直する。

「人間はまだ寝ている時間かもしれないと危き惧ぐしたが、ポストマン殿は早起きなのだな」

「いや、気づいて起きただけです……」

「なんと、索敵能力も高いのか！　……その白髪にもしやと思ったが、そなた勇者の血筋の者か？」

「ええ……そう……最後の……」

「そうか。やはり──」

　アルノスは、失礼と思いつつ、片手を挙げて姫騎士の話を制止する。

「……と、少し静かにしてもらえませんか。エリヤはまだ夢の中です」

　ベッドの上で丸まっているお姫様は、今、角を晒さらしている。アルノスはそれを見られないよう、衝つい立たてのようにカレンデュラの視線を遮っていた。

「おお、そうか。それは失礼した……ちょっと徹夜でな。気分が高揚しているようだ」

　エルフは人間と比べて早起きだ。太陽が空を白ませ始めると同時に起き出し、夕闇が辺りを包む頃には皆、早々に眠ってしまう。自然とともに生きる種族ならではの活動時間だ。

　だが、昨晩のカレンデュラは、その自然の時間に逆らったという。エルフには珍しいことだ。

「……で、何用ですか」

「できたのだ」

　そう言って、カレンデュラは手にしていたものをアルノスに差し出した。

　一通の手紙だった。

　柔らかな日差しを思わせる淡黄色の封筒、それに彼女の目を思わせる翡ひ翠すい色の封ふう蠟ろうが押されている。

「これは、まさか……」

「昨日受け取った薄紅の手紙、その返しの文だ。どうか届けてはもらえぬだろうか」

　手紙を手に、真剣な目で依頼するカレンデュラ。

　その表情に、エリヤが昨晩言っていたことがアルノスの脳裏を過よぎった。あながち的外れではなかったのかもしれない。

「もちろん、ご依頼とあれば届けます。では、これはお預かりしますので」

　アルノスが手紙を受け取ると、カレンデュラは自分を落ち着かせるように胸に手を当てて、何か大きな決断をしたあとのように深呼吸をした。

「ああ……どうか、頼んだ」
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「もうっ！　どうして起こしてくれなかったのっ！」

　エリヤがアルノスの背をぽかすか叩たたきながら言った。とはいえ、全く痛くはない。

　エルフの国の門から外へ出たあと、アルノスはテイルに餌を与える傍らで、カレンデュラから手紙を預かったと事の次第をエリヤに告げた。

　それが、このぽかすかの原因だ。

「気持ちよさそうに寝てたから起こさなかっただけだ」

「だから、そんなに大事な依頼があったのなら、叩いてでも起こしてくれれば……っ」

「休める時に休んでおくのが長旅の鉄則だ。それに、焦らなくても今日中には届く」

「でも、でもっ」

「うるさい。落ち着け。あとフード捲めくれてるからちゃんと被かぶれ。角、握るぞ」

「えっ!?　……こ、これはだめだってばっ」

　顔を真っ赤にしてエリヤはフードを被った。急に大人しいというか、しおらしくなる。アルノスの言葉は、竜人女性には禁忌なようだった。

「……えっち」

　そういう区分になるらしい。やはり禁忌なようだった。

「握らないから、ソリに乗れ。お望み通り、すぐ出発だ」

　角への接触を警戒するエリヤをソリに押し込み、アルノスはヒグルマの住む、例の郵便差出箱ポストがある森へテイルを飛ばした。

　エルフの国に向かった時と同じように穏やかな天候もあって、目的の森には予定通りの時刻に到着した。

　そこから半刻ほど飛び、アルノスたちはヒグルマが住むはずのオークの村を訪ねた。

「アルノス、ここ、怖い……」

　到着した村を見るなり、エリヤが怯おびえた様子で言った。

　そう言ってしまうのも無理はない、とアルノスは背後にエリヤを匿かくまいながら思う。

　オークの村は、洗練されたエルフの都とは対照的な、粗悪な印象の集落だった。

　家々らしき建物は石を積んだだけの粗い造りで、倒壊しかかっている物も少なくない。跋ばつ扈こし、道のあちらこちらで小競り合いしているオークたちがいなければ、廃はい墟きよと言われても信じてしまうところだ。

「とりあえず、離れるな。そうすれば、怖いことも──」

「おい女だ」

　注意したそばからオークに絡まれた。

　アルノスにぴったりくっついていたエリヤに、落ち度はこれっぽっちもない。オークが挑戦的すぎただけだ。だが、エリヤは涙目でアルノスの服の裾をギュッと握り、オークと目を合わせないようにして震えている。

「ゲヒヒ、そんな瘦せっぽっちの弱っちそうな野郎やめて、こっちで楽しま──ぐげっ！」

「……誰が弱っちそうだって？」

　エリヤに伸びてきたオークの手を、アルノスは素手で撃ち落とした。

　急所である手の甲を強打されたオークは、痛みに悶もん絶ぜつしている。

「こっ、この野郎ッ……！」

　オークが反撃してきた。なぜか周囲のオークも加勢してきた。気づけば十体近いオークがアルノスたちを取り囲んでいる。

　だが、数秒後──彼らは全員、漏れなく地面に蹲うずくまっていた。

「すごい、全滅………………あっ。アルノスって、強いんだねっ！」

　一連の流れを傍らで呆ぼう然ぜんと見ていたエリヤが、ハッとして賞賛の声を上げた。悪い気はしないが別に大したことではない、とアルノスは素っ気なく「どうも」と返す。

「おい。この村にヒグルマというオークはいるか？」

「ヒグルマぁ？　あの雑魚野郎か？　なんだ、おめえも弱い者虐いじめが好きなクチか」

　ゲッヒッヒ、と倒れたまま愉快そうにオークが笑う。アルノスは「まあな」と同意しておいた。ヒグルマに危害が及ばないようにという配慮である。

「知ってるなら居場所を教えろ」

「あいつなら村の北の外れに住んでるぜ。お花とか育てちゃってな、馬鹿みてえに大事にしてるのを踏み荒らすのがこれまた愉快で……ブヒッ!?」

　下卑た笑みを浮かべていたオークが、鼻血と涎よだれを撒まき散ちらしながら気絶する。

　アルノスが、オークの鼻面を蹴り上げたのだ。

「悪い。足が滑った。あと教えてくれて、どうも。行くぞ、エリヤ」

　ふごふが言っているオークを残し、アルノスはヒグルマの家へと向かった。

　アルノスの懐中時計は、蓋の部分がコンパスになっている。針が示す北を目指して、時々絡んでくるオークをそのたびに一蹴。二人の通ったあとに呻うめくオークの山ができてゆく。

　やがて、村の北端をさらに森の中へと進んだところに、開けた場所があった。

　雑然としたオークの村や自然のままの森と違い、木の葉や草丈が整えられ管理が行き届いている。その先に畑が並び、奥に一軒の小さな家があった。周囲には、先ほど鼻を潰したオークが言っていた花壇もある。

　ここがヒグルマの家で間違いなさそうだ。

（……そう言えば、郵便差出箱の周りもそうだった。獣道かと思っていたが）

　以前から、郵便差出箱の周囲は歩きやすく整備されていた。もしかしてヒグルマが四年前からずっと整えてくれていたのかもしれない、とアルノスは丁寧に草が刈ってあるヒグルマの家周りを見て思った。

「あっヒグルマさん！」

　エリヤが家の方を見て声を上げたので、アルノスもそちらに目を向ける。

　ちょうど、ヒグルマが家から出てきたところだった。畑仕事でもするような姿だ。

「あれっ？　アルノスさんにエリヤさん、どうして……あっ。もしかして手紙を」

「そうだ、預かってきた」

　ヒグルマが、固まった。

「届けたという報告に来てくださったのかと……」

「いや。あなた宛ての手紙を預かってきたんだ」

「僕に、ですか……一体、誰から──」

　そこまで言って、ヒグルマはハッとした。

　元々緑がかっている顔だが、傍目に見ても分かるほどサーッと顔が青くなってゆく。

「まさか、か、かか、カレンデュラ様……？」

「そう、そのまさかだ」

「く、苦情ですか？　あああ……やっぱりやめておけばっ……」

　ヒグルマが、がっくりとその場に崩れ落ちる。

　エリヤが駆け寄って「た、たぶん違うと思うっ」と励ますが、ヒグルマは首を横に振るだけだ。

　それを前に、アルノスは淡々と鞄かばんを開け、手紙を取り出していた。

「……ほら、お届けだ。後悔するのは読んでからでもいいんじゃないか？」

　カレンデュラから預かった淡黄色の手紙。

　差し出されたそれを、ヒグルマはしゃがみ込んだまま不安げな目で見つめる……だが、やがて恐る恐る手を伸ばして受け取った。そうして、壊れ物でも扱うようにゆっくりと封を開けると、震える大きな手で中の手紙を取り出し、唾を吞のみ込んで読み始める。

「じゃあ、俺たちはこれで」

　もう仕事は済んだ、とアルノスはヒグルマに背を向けた。

　エリヤは事の顚てん末まつを知りたそうにしていたが、できることはここまでだと理解したのか、アルノスに付いてくる。

「あ──あのっ！　待ってください！」

　背後から呼び止める声が聞こえたのは、二人が森の中へ再び入ろうとした時だった。

　ヒグルマが蹴け躓つまずきそうになりながら、必死に走ってくる。

「……どうした？」

「あ、あああ、あの、あの、ぼぼ、僕、どどど、どうしたらっ!?」

「どうもこうも、話が見えないんだが……」

「どうしたの、一体？」

　混乱のまま捲まくし立たてるヒグルマに、アルノスが眉を寄せ、エリヤが尋ねた。

「か……かれん……カレンデュラ様が…………会いたい、と」

　手紙を手に呆然としながら、夢みたいだ、とヒグルマが喘あえぐように言った。

　あまりの喜びにか、その落おち窪くぼんだ目が潤んでいる。

「僕に、一度、会いたいから……ヴァレリスの城まで、来てくれないかと……」

「ええっ！　やった、ヒグルマさんっ！　じゃあ、カレンデュラ様に会いに──」

「……行けません」

　意気消沈したヒグルマが力なく首を振った。

　嬉き々きとしたエリヤは、「え……どうして？」と納得がいかない様子で尋ねる。

「カレンデュラ様は、あなたに会いたがってるんだよ？　あなたの手紙を読んで、すごく喜んでらした。だから、こうして手紙まで出されたのに」

「カレンデュラ様は……僕がオークだと、ご存じないのではありませんか……？」

　ハッと息を吞むエリヤの傍ら、アルノスは小さく頷うなずく。

　ですよね、とヒグルマは寂しそうに笑った。

　今や、目尻に浮かぶ涙は喜びから悲しみに意味を変えている。

「僕がオークだとご存じなら、こんな手紙をくださるわけがないんです……僕は、オークです。こんな姿の自分なんかが目の前に立てるはずが……エルフの皆さんが嫌がるでしょうし、カレンデュラ様のお目が汚れます。何より、オークは、エルフの皆さんからすれば敵……先代の王を殺した仇きゆう敵てきですし……」

「でも、ヒグルマさんが殺したわけじゃ……」

「似たようなものです。きっと、オークだと一ひと括くくりにされます」

　ヒグルマの嘆きに、辺りが静まり返る。

　エリヤも、何も言えずにいる。

　マグメル村で人間に拒絶された彼女は、ヒグルマに自身を重ねているようだった。こんな場所でも、まだ四年前に終わったはずの戦の余韻が尾を引いている。それを思い知らされたという顔で、ヒグルマを見ている。

「……そうだな。封筒で隠す、か」

　アルノスの言葉に、エリヤが目をぱちぱちし、「封筒？　手紙の？」と首を傾かしげた。

「オークの姿じゃなきゃ会えるんだろ？　そうだな、ヒグルマさん」

「え。あ……まあ……そうですけど……」

「言ったな？　じゃあ、それが可能なら、会いに行くんだな？」

「で、できるなら……僕だって、お会いしたいし…………で、でもそんなこと無理じゃ」

「それが、できるんだな」

　アルノスは鞄の鍵は開けずに、その裏ポケットを漁あさる。

「え、え、そんなことができるの!?」

　気持ちいいほどの驚きぶりを見せるエリヤに、アルノスは「ま。一応、な」と口の端を上げる。

「時々、男のポストマンが来るのは嫌だって偏屈な受取人がいて、そういう時のために用意がある。ヴァレリスの門で石頭エルフに足止め食らった時も使おうと思ったんだが、補充が結構大変なんでやめておいたんだ……取っておいてよかったよ。ほら」

　アルノスは一通の封書を取り出し、エリヤとヒグルマに見せた。

「……封筒って、これ？」

「そう。ここには、〝写し身の魔法イミテート〟が込められている。つまり、オークであることを隠すことができる魔法だ。一定時間しか保もたないが、姫騎士様に会ってヴァレリスを出るまでなら十分だろう」

　その説明に、エリヤが顔をぱあっと明るくした。

「じゃあ、ヒグルマさんはカレンデュラ様に会える──」

「それはそうなんだが、一つ問題がある。この写し身の魔法は、誰かの姿を写す魔法なんだ。触れた相手の姿しか借りられないっていう使用上の制約がある」

　封書をひらひらさせて、アルノスはエリヤの肩にそれを当てた。

「こんな風にしてな」

「それじゃ、エルフになったりすることは……」

「ほとんど無理な話だ」

　しゅん、とするエリヤに、アルノスは肩を竦すくめる。

「そうなると現状、ヒグルマが触れて、エルフの国に出入りできる者は、俺か、エリヤか……だけど、門の外の森には魔物も出るし、テイルがいるとはいえ、あいつは戦闘向きじゃない。エリヤを一人で残すのは危険だ」

「でも、それじゃ」

「外には、俺が残る」

「えっ。じゃあ、誰がヒグルマさんを案内するの……？」

「あんたしかいないだろ、エリヤ。悪いが、姫騎士様の元まで、俺の姿になったヒグルマさんを連れて行ってやってくれないか」

「え、でも、アルノス、私は」

　アルノスが頼むと、エリヤはわたわたと焦り始めた。

「だ、大丈夫かな……アルノスが一緒じゃなくて、私……」

「フードさえ取らなければ、エリヤも大丈夫だろ。もう、一回は入国して、顔は知られてるしな。それとも、不安か？」

「う……ううんっ！　大丈夫、私に任せてっ！」

　エリヤの快諾を聞き届け、アルノスはこたびの主役に目をやった。

「そういうわけだ。すぐに行けるか、ヒグルマさん？　もう少しで日が落ちる。他のオークたちに見つからずに移動するのにちょうどいい」

　尋ねると、へたり込んだまま考えていたオークの青年が、顔を上げた。

「は──はいっ！　すぐに準備しますっ！」

　ヒグルマは決意を込めた返事をすると、跳ね上がるように立ち上がった。
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　夜。ヒグルマの準備を待ち、一行はエルフの国ヴァレリスに向かった。

　テイルにエリヤとの二人乗りは、マグメル村から飛び出した時以来だ。ライアンのソリにはヒグルマに乗ってもらった。ギリギリ収まっている。

　寝ていてもいい、とアルノスは言ったのだが、ヒグルマは「ドキドキして眠れません」と苦笑したまま起きていた。

　エリヤはというと、相変わらずアルノスの腕の中で寝息を立てている。

　ここまでの旅でアルノスもはっきり気づいたが、どうやらエリヤはかなり寝付きのいいお姫様のようだ。どこでも眠れることからして、度胸があるのかもしれない。

　既に往復した空路は、真っ暗な夜にもかかわらず難なく行くことができた。そうして、朝、三名は無事にヴァレリスの門に近い森の中へと到着した。

　周囲に人気がないことを確認し、アルノスはヒグルマに向かい合う。

「じゃあ、魔法の封を切るぞ」

　封書の封ふう蠟ろうを割り、アルノスは写し身の魔法を解放した。

　細かに砕けた火花のような淡い光が、封書の口から散っている。アルノスはそれをヒグルマに持たせ、自分に触れさせたのちにヒグルマ自身の身体からだに触れさせた。

　火花が、パパパ、とヒグルマの頭のてっぺんからつま先までを走り抜ける。

　それが消えた時には、その場にアルノスが二人いるという状況になっていた。

「わあ……えーと、こっちがアルノスで、こっちがヒグルマさん……？」

　エリヤが、わあ、わあ、と瓜うり二ふたつな二人を交互に見て、楽しそうにしている。どうにか違いを探そうとしていたが、そのうちに彼女は断念した。

「エリヤ、移動中に話したこと、覚えてるな？」

「うん。大丈夫！　一、ヒグルマさんには喋しやべらせない。二、門を抜けたらまっすぐに城に向かうこと。三、自分のフードに気をつけろ──」

「もう一つ。一番大事なやつ」

「──四、〝魔力障壁ウオール〟に気をつけろ！」

　復唱したエリヤに、よし、とアルノスは頷うなずく。

　先の三つは言わずもがな、四つめの項目は特に注意せねばならないものだ。

　先日、ヴァレリスの門から城に向かう途中で、アルノスは街の中に魔力障壁が通っていることに気づいた。

　魔力障壁は、魔法を打ち消し通さぬ壁──つまり、触れた魔法の解除装置だ。

　もし、ヒグルマが触れれば、その写し身の魔法も解けてしまう。

「ヒグルマさん。絶対にエリヤから離れて勝手に動かないこと。いいな？」

「わ、分かりました……！」

　ヒグルマが強く頷く。その表情は、アルノスらしからぬ純朴でやる気に満ちたものだ。

　アルノスはそれを前に複雑な気持ちになった。エリヤも珍しいものを前に、目を輝かせている。

「アルノスもこういう表情したらいいのに」

「うるさいぞ、早く行け。時間がもったいない」

「分かった！　行ってきますっ！」

　元気に応えたエリヤは、緊張するヒグルマを連れ門の方へと歩いていった。

「……………………大丈夫、だよな」

　二人の姿が見えなくなり、周囲が静かになってから、アルノスはこれでよかったのかと不安になった。

　魔族二人でエルフの都に行かせるなど無茶だったのでは、とか、エリヤに無理をさせたのでは、とか、何か計画に抜けはなかったか、などという心配事が突然頭をぐるぐる回り始める。

　そもそも計画らしい計画でもない。バレずに行けとしか決めていない。

（そう、バレなきゃ大丈夫なんだ……）

　アルノスの不安を感じたのか、ぐるる、とテイルが鼻面を押しつけてきた。脇腹に頭を潜り込ませたテイルの角を撫なでながら、アルノスは落ち着いて考える。

　と、ふいにひらめいた。

「……………………心配なら、見てればいいんだな」

　アルノスと目が合ったテイルが、意味を問うように「ぐる？」と喉を鳴らした。
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「バレずに通過できた……やったね、ヒグルマさんっ」

　ヴァレリスの門を顔パスで通過したエリヤは、ヒグルマに小さくガッツポーズをする。

　緊張にガチガチになっていたヒグルマは、それでようやく息を吐いた。どうやら門を通り抜ける間、ずっと止めていたらしい。

「よ、よかった……門衛の方に話しかけられた時、バレたんじゃないかと……」

「ああ、『ポストマン殿、お仕事ご苦労様です』って……私もびっくりしちゃった」

　しどろもどろになりながらも、エリヤは何とか切り抜けた。「急ぎの仕事でっ」と言って、できるだけ怪しまれないくらいの、けれど早足でその場から離れたのだ。

「あの……大丈夫だからっ！　私がついてるから！」

　アルノスが絶対にしないようなヒグルマの心細そうな顔に、自分がしっかりしないと、とエリヤは奮起する。エリヤの励ましに、ヒグルマも目に力を込めて頷いてみせた。

　二人の移動は、順調だった。

　一度はアルノスと往復した道だったし、いろいろと興味深く見ていたのでエリヤも順路を覚えている。このままなら、あと半刻もしないうちに城に着く。

　……そのはずだった。

　魔力障壁のある、あの大きな道が交差する場所に差し掛かるまでは。

「きゃああっ！」

　突如、悲鳴がした。

　魔力障壁の向こう側、エリヤたちとすれ違った馬が暴れていた。

　馬を引いていたエルフの青年が押さえようとするも、馬は言うことを聞かない。近くにいたエルフの女性が驚き、馬の足元で尻もちをついている。

（あの子、まさか、私たちに驚いて──）

　しまった、とエリヤが思ったと同時、馬が前足を上げて嘶いなないた。

　動けないエルフ女性が再び悲鳴を上げる。馬がその蹄ひづめで、女性を踏みつけようとした、その時──動けたのは、ヒグルマだけだった。

「ヒグルマさんっ!?」

　魔力障壁を突き抜け、ヒグルマは女性の盾となった。

　写し身の魔法は消し飛び、彼をアルノスの姿で隠していた封筒もなくなり、一人のオークが馬の蹄をその身で受け止めている。その光景に、

「きゃあああああッ!!」

「だ、誰か衛兵を呼んでくれええッ！」

「オークだ！　オークが入り込んでやがるぞ!!」

　今しがた馬の暴走に上がったものとは比べ物にならない悲鳴と、オークを糾弾する声の数々──それら負の叫びと感情が広がり、周囲一帯を覆っていった。
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　何事かが起きたのを察知し、アルノスはテイルを急降下させた。

「急げ、テイルッ！」

　キュルルル、とテイルが応えるように甲高く鳴く。

　エリヤとヒグルマのことを心配したアルノスは、ソリを外したテイルに騎乗し、エルフたちに怪しまれないようヴァレリスの遥はるか上空から様子を窺うかがっていたのだ。

　テイルは翼を畳み、飛行ではなく頭から垂直に落下する。振り落とされないように鞍くらの持ち手をしっかと摑つかみ、アルノスは相棒に追従する。

　やがて地上が近くなると、アルノスは何が起きたかを──最悪の事態が起きたことを理解した。

　衛兵に弓を向けられて囲まれた、道端に蹲うずくまるヒグルマ……そして彼を守るように、エリヤがその前に両手を広げて立ち、攻撃を止めようとしていた。

　だが、エリヤの切実な抵抗もむなしく、引き絞られた弓から矢が放たれる。

「チッ！」

　落下しながらテイルから離れ、アルノスは腰から聖剣を抜いた。

　着地と同時に、放たれた十数本の矢を全て斬り落とす。

「あ──アルノスっ!?　え、え、どこから!?」

「どこからだっていい。それより、二人とも怪け我がはないか」

「うん、大丈夫……でも……」

　アルノスの登場に啞あ然ぜんとしていた周囲の衛兵たちが、慌てて再度、弓に矢をつがえた。

「お、おい、ポストマン殿ッ！　どういうことだ、これはッ！」

　アルノスを見知っているらしい衛兵の一人が叫んだ。

「どうもこうも……エリヤ、どうしてこうなった」

「あ、あのね、私たちに馬が驚いて……それで、エルフの女の人が踏まれそうになって、それをヒグルマさんが助けようと壁を抜けて、それで……」

「そうか……事情は分かった」

　アルノスは、ふー、と息を吐いた。

　それから、改めて息を大きく吸い込み、

「おい！　誰か、カレンデュラ様を呼んできてくれないか！」

　周囲に向かって大声で叫んだ。

「は、はあ!?　蛮族がいるこのような場に、姫様をお呼び立てするわけないだろうが！」

　エルフの衛兵が拒否する。

　だが、アルノスは、別に衛兵たちに頼んだわけではなかった。

「……弓は、射たければ射るといい。全部さっきのように叩たたき斬るだけだ。剣も槍やりも同じだ、武器を無駄にしたいやつだけ掛かってこい」

　アルノスの言葉に、衛兵たちは困惑する。

　さて、時間稼ぎはどれくらい必要だろうか……そうアルノスが長期戦を覚悟し、その場で衛兵との睨にらみ合いを続けて、幾ばく。

　馬の蹄の音が近づいてきた。

　全員がそちらに目を向ける。やっと来たか、とアルノスもそちらを見た。

「カレンデュラ様!?　なぜお越しに!?」

「遣いが来たのだ。私がポストマン殿に呼ばれている、と」

　衛兵たちが顔を見合わせる。誰が遣いに行ったのだ、と犯人を探すも、全員揃そろっていて混乱しているようだ。それもそのはず、アルノスが遣いを頼んだのは、周囲の建物の屋根にいた小鳥たちだった。

「危険です、お下がりください──か、カレンデュラ様!?」

　馬から下りたカレンデュラが、アルノスたちの方へ、まっすぐ歩いてくる。

　衛兵たちはそれを止めようと口々に叫ぶも、カレンデュラは足を止めない。

「遣いを寄よ越こしてくれたこと感謝するぞ、アルノス殿。だが、何事なのだ、この状況は……我が国内に、オークとは」

　カレンデュラは、アルノスの背後に翡ひ翠すいの目を向ける。

　目が合ったヒグルマが、ビクリと震えた。

「……アルノス殿。退どいてくれ」

　すら、と細剣を抜き、カレンデュラが低い声で囁ささやく。

　アルノスは肩を竦すくめて、必死に止めようとするエリヤの腕を取ってそこを退き、道を譲った。周囲ではエルフたちが固かた唾ずを吞のんで、姫騎士の無事とオークの成敗を祈っている。

　カレンデュラは、ヒグルマの前で立ち止まった。そして細剣の先を、すっ、とヒグルマの鼻先に向ける。

　ヒグルマが、ごくり、と唾を飲んだ。

　その時、カレンデュラが小さく呟つぶやいた。

「……『風になびく貴女あなたの金の髪は、まるでその一本一本が天上より注がれし眩まばゆい陽ひの光のようで──』」

　姫騎士の言葉に、ヒグルマがハッとする。

　その言葉が何か気づいたオークは、必死に応えようと喘あえぐように口を動かし、何度か声を出そうとして失敗し、ついには涙声になりながら、やがて、

「そ……『──その瞳は、いずこの森の木々を探せども見つからぬほど、世にも美しい翡翠の宝石の一葉。わたくしは、貴女ほど、強く美しく気高いお方を存じません』……」

　そう、カレンデュラ以外には彼だけが知る、続く手紙の一文を絞り出した。

　さあ、と静かな風が二人の間に吹いた。

　カレンデュラが、はあ、と詰めていた息を吐く。

「……そうか。そなたが、あの文の君か」

　言って、カレンデュラはヒグルマの眼前に向けた剣先を下ろした。

　エルフの姫騎士と気弱なオークの青年は、その瞬間、何の隔たりもなく見つめ合った。だが、わずかに視線を絡ませたのち、カレンデュラは衛兵たちを振り返り、大声で叫んだ。

「聞け、我がエルフの民！　この畜生めに道を開けよ！　よいか、穢けがれを受けたくなくば、決してかような下げ賤せんの豚に触れてはならぬ！　誇り高き清らかなエルフでいたくば攻撃もするな、汚らわしい蛮族には、一切の手出し無用なり！」

　ヒグルマを侮辱する言葉に、ひどい、とエリヤが口を手で覆い、呟く。

　アルノスは今にも批難の声を上げそうな彼女の細い肩を摑み、制止した。どうしてこんな、とエリヤが泣きそうな顔でアルノスを見上げ、訴える。

「──オーク。今すぐここから出て行け。二度とは言わぬ。死にたくなければ、去れ」

　カレンデュラは、最後にそう吐き捨てるように言った。

　地に膝をついていたヒグルマは、涙でぐしゃぐしゃになった顔で立ち上がる。

　そして、カレンデュラに言われるまま、城門へ向かって一目散に駆け出した。

「待ってヒグルマさんっ！」

　肩を摑むアルノスの手を引ひき剝はがし、エリヤはヒグルマを追って走ってゆく。

　アルノスも、やれやれ、と二人のあとを追おうとして──

　──そこで、カレンデュラに目で呼び止められた。
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「よく彼が差出人だと分かりましたね」

　テラリウムのように植物が枝葉を伸ばす部屋の中、執務卓に向かう姫騎士に、アルノスは素直な賛辞を送った。

　民の動揺を鎮めたカレンデュラに城の私室へと連れ込まれ、現在二人きりの状態だ。

　カレンデュラは羽ペンを手にして書き物をしている。熟考し、想おもいがまとまるたびに、羽ペンを動かす。それを先ほどから繰り返していた。

「オークはあなたたちエルフの天敵でしょうに。そう、ちょうど『畜生』、『下賤な豚』『汚らわしい蛮族』などという言葉が蔑称として公に広まっているくらいには」

　アルノスの言葉に、カレンデュラは自嘲するような笑みを浮かべた。

「……本当にひどいことを言った。私は私自身を蔑むよ……だが、ああするしかなかった。我が一族は、オークに蹂じゆう躙りんされすぎた。彼らを恨みすぎている」

　先ほどのヒグルマを罵倒するような彼女の口上──あれは、ヒグルマを逃がすためにしたことだった。わざとだということにはアルノスも当然気づいていたが、それでも皮肉を言ってしまったのは、エリヤの分だ。

　あの様子だと、きっと真に受けたことだろう。ヒグルマの痛みをそのまま感じていただろう。エリヤは泣き出しそうな顔をしていた。そういう顔を彼女にさせたことが、アルノスにはなぜだか許せなかった。

「なぜ分かったかという話だが」

　羽ペンを置いて、カレンデュラはアルノスを見た。

「種族ではない。ましてや外見でもないよ……彼は優しい男だ。私の民を守り、道端に咲いた花をも守っていた」

　それは、アルノスが初めて知る事実だった。

　ヒグルマが不自然な格好で蹲うずくまっているとは思っていたが、なるほど、あれは花を守っていたのか、と合点がいく。

「それに何より、あの薄紅の手紙の文字だ」

「？　文章ではなく？」

「ああ。読んだ時に不思議に思ったのだ。とても繊細で美しく綴つづられた文字なのに、やけに大きいと……オークの大きな手では、羽ペンなど握るのにさぞ難儀しただろうな……」

　カレンデュラは、羽ペンを走らせていた便箋を持ち上げた。

　ヒグルマに宛てた手紙、そこに綴った文に、気持ちに、間違いはないか、伝え足りていないことはないか、翡翠の目が検分してゆく。

「……アルノス殿。一つ、教えてはくれまいか」

「答えられることなら」

「彼の名は、何というのだ」

　手紙を見つめるカレンデュラの問いに、アルノスは、別にいいか、と口の端を上げて答えた。

「ヒグルマと言うそうです」

「……ヒグルマ……そうか…………ヒグルマ……」

　口の中で繰り返したカレンデュラは、便箋を再び卓上へ載せ羽ペンを執った。

　そうして、わずかな文字を書き足す。

　彼女はインクが乾くまで祈るように目を閉じていたが、やがて頃合いと見て便箋を折り、彼女の髪のような淡黄色の封筒に込めた。そうして彼女の目と同じ翡翠色の封ふう蠟ろうを押し、椅子から立ち上がると、アルノスへとそれを差し出した。その表情は、寂しげな笑顔だ。

「これは密書だ。どうか彼に……ヒグルマに渡してくれ」

「……お預かりします」

　アルノスはその手紙を受け取る。

　それを大事に鞄かばんに入れて鍵をかけると、姫騎士に一礼し、その私室を後にした。
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　城内に待機させていたテイルに乗り、アルノスはエルフの城から飛び立った。

　空からエリヤたちを探す……と、二人とも、最初に降り立った門に近い森の中、ライアンのソリを置いておいた場所にいた。

　アルノスは、少し離れた開けた場所にテイルを着陸させる。

　二人に近づくと、エリヤが大きな身体からだを縮こまらせたヒグルマを慰めていた。青ざめた肌が赤みを帯びるほど、ヒグルマは泣き腫らしたあとのようだ。

「悪い、遅くなった」

　声をかけるが、エリヤは無言だった。

　先ほどのカレンデュラの口上を止めなかったことを怒っているらしい。しゃがみ込んだまま、目を合わせようとしない。

「……さっきは悪かったな」

　ぽん、と彼女の頭を撫なで、アルノスは鞄から預かってきた手紙を取り出した。

　そして、それをヒグルマの目の前に差し出す。

「あんたへの手紙だ。誰からかは、言わずとも分かるな？」

　ヒグルマは、真っ赤になった目でしばらくそれを見ていたが……やがて手を伸ばし、受け取った。

　最初の手紙以上に、不安そうな顔で封を切り、中の手紙を読み始める。

「う…………うう……」

　読み進めていたヒグルマが、呻うめき声ごえを上げた。同時に、既に泣き明かした目から、はらはらと大粒の涙をいくつもいくつも地面に落とす。

「カレンデュラ様……僕も……〝いつか〟を……お待ち、しています……っ」

　手紙を濡ぬらさぬように、ヒグルマは袖で涙を拭う。だが、止まらない。何度も何度も拭っては溢あふれる涙。

　その涙の奔流が収まるのを待ち、アルノスは彼をオークの村まで送り届けた。

「アルノスさん、エリヤさん。お二人とも、本当にありがとうございました」

「家まで送らなくて平気か」

　オークの村の入り口でアルノスが尋ねると、ヒグルマは首を横に振り申し出を断った。

「……僕、決めたんです。強く生きようって」

　淡黄色の手紙を胸に当て、ヒグルマは決心したように頷うなずく。

「僕、カレンデュラ様とのお約束を果たせるように、頑張って生きます。もう一度お会いする時、胸を張って会いに行ける、そんなオークになれるように！」

　言って、最後にヒグルマは満面の笑みを浮かべた。その笑顔に見送られて、アルノスとエリヤは空の旅路へと戻る。

　地上がどんどん遠くなり、手を振るオークの姿もあっという間に見えなくなった。

「……あのね、アルノス……私の懺ざん悔げ、聞いてくれる？」

　ヒグルマに手を振っていたエリヤが、ソリに身体を落ち着けるや否や、もじもじしながら言った。何か悪いことをしたらしく、そのせいか、どこか所在なげだ。

「聞いて欲しいのであれば」

　受け入れの意思を示すアルノスの返答に、エリヤは秘密の告白をする。

「……私、見ちゃったの。カレンデュラ様が、ヒグルマさんに宛てた手紙。ヒグルマさんが泣いてる時に横にいたから、涙で濡れないように遠ざけられた手紙が、目の前にきて」

　封蠟は、中が誰にも見られないようにと施すものだ。

　世界中で、あれを読んでいいのはヒグルマだけ……それを分かっているから、偶然見てしまったとはいえ、エリヤは罪悪感を覚えているらしい。

「そうか。俺でよければ共犯になるぞ」

　えっ、とエリヤはアルノスを見返した。

「いいの……？」

「いいから提案したんだ」

「そっか……あ、あのねっ……手紙には、こう書いてあったの──」





　いつか世界が平和になったなら。本当の意味で、戦が過去のものになったのなら。

　その時は、今度こそ盃さかずきを交わそう。私は、ずっと、あなたを待っている。








カレンデュラより、親愛なるヒグルマへ
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　ヒグルマと別れ、オークの村を発たち、数日。

　アルノスとエリヤは、郵便差出箱ポストを辿たどりながら大陸中央部へと南下していた。

　ここまでは、郵便差出箱は森に点在していたため、深い森の上を飛ぶ旅だったが、飛行性の魔物との遭遇エンカウントが数度あった。

「──……っと。他にはいないか？」

　ソリの上に立ち聖剣を血振りして、アルノスは周囲を見渡す。

　巨大昆虫型の魔物の群れに襲われたため、応戦したところだった。耳を澄ますも、耳障りな羽音が聞こえず、アルノスは聖剣を鞘さやにしまう。

「エリヤ、もう終わったぞ。大丈夫か？」

「う、うん……大丈夫……」

　ソリの中で蹲うずくまり震えていたエリヤが、そろりと身体からだを起こす。

　大丈夫だと答えているが、アルノスの目にはそう見えない。顔が青ざめている。

　ここから先、しばらく森の中に設置された郵便差出箱はない。次の担当都市まで森林の上を飛ぶのがいつも通る最短ルートだが、しかし今回はいつもとは違う同乗者がいる。

「……ルートを変えるか」

　アルノスは魔物との不要な遭遇を避けるために、マグメル村を終端にして伸びる街道沿いへと出ることにした。戦時中はよく魔族の襲撃に遭った街道だが、現在は比較的安全なルートになっている。

　そのルート変更は、どうやらエリヤにとって、よい選択だったらしい。

「ねえ、アルノス、馬車が走ってるっ」

　森の中を走る街道という景観が加わったことで、それに興味を示したエリヤは元気を取り戻した。先ほどから街道を観察し、そこに人間の姿を見つけては声を上げて子供のようにはしゃいでいる。

「わあ、街だ……」

　やがて、街道の途中に都市が現れた。

「フード被かぶっておけよ。見られたら厄介だ」

「うんっ、分かった！　わ……人がいっぱい……っ」

　その上空を飛ぶ間、エリヤはひどくご機嫌で、何かとアルノスの袖を引いた。

　アルノスにとってはさほど物珍しくもない都市だが、エリヤにとってはそうではない。「ねえねえ、あれっ！」、「すごいよね、立派だなあ」などと、エリヤは逐一感動を報告する。アルノスに感動を伝え、共有したいとでもいうように。

「あれ？　ねえ、アルノス。あの街には寄らないの？」

　都市の上空を通り過ぎると、エリヤが背後に遠くなる街を振り返って尋ねた。

「ああ。あそこは俺の担当じゃないんだ」

「担当の街と、そうじゃないところがあるの？」

「俺が回ってるこっちの地方──ティルナノグ地方は、危険地帯が多いんだ。何度か魔物にも襲われたろ？　ああいうのに遭遇しやすい危険な場所は、俺が担当。そうじゃない比較的安全な場所は、他のポストマンがサポートで担当してくれてる」

「へえ、他のポストマン……会ってみたいなあ」

　ソリに後ろ向きに座って、エリヤはため息混じりに呟つぶやいた。

　都市を見ていた姿もそうだが、人間への興味は失っていないようで、アルノスは少し安心する。傷を負い旅立つエリヤに、ブローディアが言こと祝ほいだ言葉は──人間を嫌いにならないで欲しいという願いは──きちんと彼女に通じているようだ。

　否、それがなくても、彼女はずっとこうだったのだろう。だから、竜人の城から一人で飛び出してきたのだ。

　それは、アルノスには、理解できないほど純度の高い善性に思えた。未いまだに勇者への未練を捨てきれない自分には、きっと一生かかっても行けない場所に彼女はいるのだろう。そう、この少女を自分の都合で利用しようと考えている自分には──そんな風にアルノスが物思いに耽ふけっていた時だ。

　エリヤが「あれ？」と声を上げた。

「ねえ……あの人が、その〝他のポストマン〟？」

　アルノスは振り返り、エリヤの視線を追う。

　と、背後から接近してくる飛ひ翔しよう体たいが見えた。

　魔物ではない。空飛ぶ箒ほうきに跨またがっている、少女だ。あの、アルノスと同じような制服姿の彼女は──
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「やっほーアルノス！　相変わらず余裕そうで何より、もっと苦労しろおおおおお！」

　相変わらずのひどすぎる挨拶をする相手に、アルノスは遠い目になる。

（……うるさいやつに会ってしまった）

　やって来たのは、アルノスの同僚のポストマンだった。

　茶色の跳ねっ毛に明るい新緑のような目の、アルノスたちと年が変わらぬ少女だ。腰には拳銃を挿したホルスターを付けている。

　ポストマンの少女は、スイーッとソリの隣まで空飛ぶ箒ほうき──魔箒を寄せて来た。

「えっ、ていうか、その子だれ!?　可愛かわいい！　何で一緒!?　ていうかそのソリなに!?」

「うるさい……質問は一つずつにしろ。あと、エリヤがビビってんだろ。相手に聞く前にまず自分が名乗れ」

「あはー、ごめんごめん。あなた、エリヤちゃんっていうんだ。あたしはパロット。ポストマンで、アルノスの同僚だよ」

　よろしくね、と差し出された手に、エリヤは恐る恐る、けれど目には初対面の相手への興味を浮かべつつ握手する。

「え、エリヤです。よろしくお願いしま」

「きゃーん！　顔も可愛ければ、声も可愛い！」

　話し切る前に握った手をブンブン振られ、エリヤがソリの上でがくがく揺れる。

　それを落ちないように片手で支えて、アルノスは苦言を呈した。

「おい、落ちたらどうすんだ。やめろ」

「うわ、怖い。相変わらず目つき悪い」

　言って、パロットはパッとエリヤから手を離した。

「ていうか。ちょっと。何でこんな可愛い子連れて歩いてんの、アルノスのくせに？」

「くせに、とか言うな。あと歩いてねえよ、飛んでるんだ」

「どっちも同じじゃない。ねえ、なんでなんでー……はっ。まさか、誘拐……？」

「ち、違うの！」

　否定したのは、エリヤだった。

「私は、その…………アルノスの……えっと、荷物で……」

　パロットが「荷物？」と片眉を上げて訊きき返す。

　と、彼女は器用に手放しで魔箒に乗り、ポンと手を打ち鳴らした。

「ああ！　もしかして、どこかに送り届ける感じ？　そうなんでしょ！」

「いや…………まあ、そうだけど」

　マグメル村を出る時はそういう理由だったのだが、今は違う。

　けれど、パロットが勝手に勘違いしてくれたので、アルノスはその理由で通すことにした。その方が説明が少なくて済む。

「ねえねえ、エリりんは、どこまで行くの？」

　パロットの呼び方に、エリヤがきょとんとする。

　そういう顔にもなるだろうよ、と、アルノスは遠く過ぎ去りし日のことを思い出した。アルノスも初対面の彼女に「アルるん」と呼ばれたのだ。即、却下した。

「だから、人のことを聞く前に、自分のことって言っただろ」

　返答に迷っているエリヤに、アルノスは助け舟を出してやる。

　ついでに、同じことを繰り返したパロットへの釘くぎ刺しだった。思考がくるくる目まぐるしく変わる同僚は、忘れっぽい。それで困るのは、本人ではなく周囲なのだ。

　アルノスの指摘に、「そうだった！」とパロットは素直に納得し、自身のことを話す。

「あたしはね、この街道沿いの都市が担当なんだけど、今はちょうど南下してるとこ。中央郵便局セントラルに戻るの」

　エリヤが「せんとらる？」と首を傾かしげる。

「ポストマンの巣、長旅する手紙の休憩所──それが、中央郵便局」

　ほら、とアルノスは胸ポケットから地図を取り出し、エリヤに渡す。エリヤは、風に飛ばされないように注意しつつそれを見た。

　世界地図には、卵を抱えた竜の姿をした大陸が描かれている。

「ここが、俺たちが今いる辺り」

　アルノスは、竜の頭の部分を指差し、それをちょうど胸の辺りまで滑らせる。

「で、ここが中央郵便局。パロットはこの街道をそこまで戻るんだ」

「へええ……そんなに長い距離を、一人で……すごい」

　エリヤが賞賛すると、パロットは「いやいや」と顔の前で手を振って、アルノスを指差す。

「悔しいけど、こいつの方がすごいんだよ。その街道以外の〝竜の頭〟、ティルナノグは全部担当してるんだから」

「えっ……そんなに広い範囲を一人で？」

　驚くエリヤに、アルノスは肩を竦すくめて見せる。

「深刻な人員不足だよ」

「ポストマンの数自体は足りてるんだけど、ティルナノグの辺りは、突発的な魔物との遭遇が多いからね。切り抜けられる人じゃないと担当できないからさ」

「お前、よくこっちに一人でサポートに入ってくれたよな。普通は二人一組なのに」

　ポストマンは通常、二人一組で行動する。そうでなければ、何かあった際に対応しきれないからだ。

「だって、誰も一緒に担当するって言ってくれなくてさー」

「へえ。まあ、うるさいからな、お前」

「なにおう！　あんただって一人じゃないのー！」

「俺は一人がいいから敢あえて一人なんだ。それに相棒テイルはいる。一緒にするな」

　アルノスの言葉に「うわームカつくー！」と叫びながら、パロットが錐きり揉もみ飛行する。

　魔箒騎乗の腕前は相変わらず一級品だ。女性ポストマンは丈の短いスカート着用なのだが、その下が見えてもいいようなものを重ね穿ばきしていなければ、今頃大変なことになっているだろう。中央郵便局に苦情の手紙が集まっていたかもしれない。

「まあ、あたし、人の役に立ちたいからさ！」

　通常飛行に戻ったパロットは、気を取り直したように胸を叩たたいた。

「危険な地域だって人の営みはあるわけだし、魔力障壁ウオールのある今、離れたとことの言葉の仲介って必要で、それは現状ポストマンにしかできないわけだし、やりがいもある。だからポストマンになったの」

　誰も聞いてもいないのに、パロットはそう熱く語った。

「アルノスの助けにもなってるし……なってるでしょ？」

「はあ、まあ、そうですねー」

「うわ、気のない返事っ！」

　アルノスは遠い目になる。

　同僚になって三年、同地域を担当するようになって、一年。パロットの言葉を受け流すことに慣れたとはいえ、やっぱりかしましいのは苦手だ。話は半分の半分でも多い。

　だが、エリヤは純粋に話を聞いていたらしい。

「すごいなあ……」

　パロットの話に、はあ、とエリヤはため息をついた。

　呆あきれているわけではないようだ。羨望の眼まな差ざしでパロットを見て、それから手にした地図に目を落とす。

「パロットさんみたいに、女性のポストマンもいて、ちゃんと世界の役に立ってて、アルノスの力になってる……私なんて、ただの──」

　そこまで言って、エリヤはハッと我に返った。

「──あー……えと、そうだ！　アルノスは？　どうして、ポストマンに？」

「あわわっエリりんそれ禁句──」

　パロットが慌てふためく。

　それに対し、エリヤが「え？」と不思議そうに目を瞬く中、

「都合、よかったんだ」

　アルノスは、そう、淡々と答えた。

「仕事時間のほとんどは一人で気楽だし、誰かに監視されることも拘束されることもない。な、パロットも楽だろ？」

　アルノスが同意を求めると、パロットが「はあ？」と解せぬというような顔になる。

「いやあ、化物みたいに強いあんたと一緒にしないでよ。こっちは命がけで配達してますし。楽だからなんてこれっぽっちも思ってないよ。むしろ命がけだよ」

　よほど大事なことなのか、パロットは命がけを二度も繰り返した。

「それに時間だって決まって──」

　と、そこでパロットは、はた、と硬直した。

「──って、しまった！　話しすぎた！」

「そうだな。話しすぎだ」

「くそう、なんか意味が違く聞こえるけど、突っ込んでる場合じゃないっ」

　言って、パロットはアルノスたちのソリから離れる。

　パロットは時間に拘束されている。アルノスはその担当地域の危険上、集配の時間については定めのない気ままなものなので、それと比較すると、確かに彼女の仕事は楽ではない。

「じゃあ、あたし行くね！　アルノス、ちゃんとエリりんのこと送り届けなさいよ！」

　ピッ、と揃そろえた二本指で挨拶すると、パロットは一気に加速してテイルの前に出た。

　魔箒に跨またがる後姿が、あっという間に小さくなる。

「ああ……ようやく行ったか」

　忙せわしなく去った同僚に、アルノスはため息をつく。

　賑にぎやかなのは好きではない。何だか丸一日分の体力を消耗した気分だ。

　だが、まあいいか、とアルノスは思うことにする。どうせ、もう当分の間は会うこともないのだし、と……そんな風に、疲れた気持ちと折り合いをつけた。
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「……ねえ、アルノス。楽だから、だけじゃないよね？」

　二人きりに戻ってしばらくすると、エリヤがそう切り出してきた。

　アルノスはぎくっとする。見れば、エリヤも解せぬという顔をしていた。だが、パロットのそれとは違うようだ。もっと深刻な問題について考えているような表情である。

「…………どういう意味だ？」

　ポストマンをしている理由、または、一人で仕事をしている理由。それが他にもあるのだろう、という問いである。

　……まさか、魔王軍幹部級の残党討伐のことを勘づかれたか？

　アルノスがそんな風に訝いぶかっていると、エリヤが真剣な顔で向き直ってきた。

「あのね……まだ、ちょっとの時間だけど、そばでアルノスのことを見てきて、私──アルノスは、ポストマンの仕事、ちゃんとしてるって思った」

「……は？」

　予想と違ったエリヤの言葉に、アルノスは思わず呆ほうける。

「しっかり手紙を配達して、誰かと誰かの言葉を繫つないでた。それって、楽だからって理由だけでできるようなことじゃないって、私、思うよ。ちゃんと、やりがいみたいなものが、他にあるように見えたもん！」

　エリヤは、そう熱く語る。

　その言葉にホッとして、内心考えていたことにバツが悪くなって、それより何より気恥ずかしくなって、アルノスは帽子を目深に被かぶり直した。頭上で輝く太陽よりも、エリヤの自分を見るその目が眩まぶしすぎる。

　それに、彼女の考えは、案外、的外れなものでもなかったのだ。

「〝最後の勇者候補〟……って、何回か聞いたろ？」

　唐突なアルノスの話題に、エリヤがキョトンとする。

「ええと、アルノスのことだよね？　ブローディアさんや、ライアンさんとかが、そう呼んでたような……？」

「世界最後の勇者、ライアン……もしあの人が死んでいたら、次は俺が勇者になるはずだった。だから勇者候補──でも、そうはならなかった」

　ライアンは生き残り、四年前に戦争は終わった。勇者はもう不要な世界になった。

　だから、勇者になれなかった十四歳のアルノスは、ポストマンになった。

　エリヤが「アルノスがポストマンになった理由」を訊きいた時、パロットが焦っていたのは、その経緯を知っていたからだ。確かに前向きな理由ではないし、アルノスはポストマンになった時、散々それで口さがない噂うわさを囁ささやかれた。パロットはその古傷を気遣ってくれたのだろう。

「だいたい、勇者として用意されていた俺だ。みんな腫れ物みたいに扱うし、ポストマンくらいしかできる仕事がなかった。都合がよかったのも本当だ。旅するはずだった世界を見て回りたかったし──」

「アルノス、用意されてたって……？」

　……よくそこに気づくな、とアルノスは苦笑する。

　いや、自分が気づいて欲しかったのだろうと思う。だから、そういう話し方をした。

「……勇者は誰でもなれるわけじゃない。勇者に相応ふさわしい人間でなければならない。俺も、ライアンも、その前の勇者たちも、勇者になるべく作られた子供だった」

「作られた？　まさか……人為的にってこと？」

「ああ、そうだ。だから俺たちに、親はいない。けど、正確には、俺たちは〝人工的に作られた子供の中から選ばれた子供〟だった」

　アルノスは記憶の蓋ふたを開けて、今まで誰にも話さなかったことをエリヤに打ち明ける。

　王国マルクトの地下神殿で、勇者候補の子供たちは作られ、秘密裏に育てられた。

　みな、白髪に青い目をした世にも美しい子供ばかりで、戦いにおける天賦の才を持ち、三歳になる頃には全員が低級の魔物を殺すことができた。

　四歳になると、その中で一人だけが神託を授かる。それが次の勇者候補だ。

「待って。確か、勇者だけが、白髪に青い目をしているって聞いたよ？」

「ああ、それこそが、神託の結果だ」

　前髪を摘んで、アルノスは説明する。

「白髪に青い目……この姿が、神託を受けた者の証あかし。他の、選ばれなかった子供は、どういうわけかその時点で、目の色も髪の色も変わるんだ。だから、世界で一人──今は、ライアンが生きてるから、二人だな」

「そっ、か……………………あのね、アルノス」

「ああ。なんだ？」

「アルノスのこと、もっと知りたい」

　エリヤの言葉に、アルノスは目を見開く。

「俺のこと？」

「嫌なら、教えてくれなくてもいいの……でも、子供の頃のこととか、どうやって今のアルノスになったのか、もっと知りたいなって」

「…………まあ、別に、話すくらいなら」

　聞いたところで面白くもなんともないだろうが、好奇心旺盛な彼女にはそうでもないかもしれない。そう思いながら、アルノスは話し始める。

「勇者候補に選ばれてから、神託が間違いじゃないことを証明するために、俺は他の子供たちと戦わされた……命を奪いかけたこともあるけど、殺したりはしてない」

　アルノスが言い訳のように付け足すと、大丈夫だよ、というようにエリヤは頷うなずいた。

「それからは、連日、屈強な罪人たちや、強い魔物たちと戦わされて……戦わされて……戦ってばっかだったな、俺」

　思い返しても、戦闘訓練ばかりの日々で、アルノスは思わずため息をつく。

　勇者としてかくあるべしという模範的行動の刷り込み教育、寝食、それ以外の時間は、ずっと何かと戦っていた。

　人間には手加減をしたが、魔物は殺した。凶悪な魔物であればあるほど、より残虐に殺した。すると、神託を授けた賢者たちから一様に褒められた。それが嬉うれしかったのだ。

　あらゆる武器を使えるように、武器がなくても戦えるように──そうして自分を鍛えて、鍛えて、ボロボロになり、戦いながら気絶し、気絶したまま戦っていたこともあった。

　そういう生活が普通の子供の送る日々とはほど遠いものだとは、その頃のアルノスには思いもよらないことだった。それが当たり前で、やがてこの力が求められ、公に認められる日が来ることを疑いもしなかった。

「──そうやって、勇者になるための修行が日常になって、十年……俺が十四になった時だ。戦争が終わった」

　その日も、アルノスは魔物と戦っていた。

　やって来た賢者たちに、十体もの上級魔物の血に塗まみれて「賢者様、俺、今日は昨日の半分の時間で倒せました！」と笑顔で駆け寄り報告すると、いつものような褒め言葉は貰もらえず、代わりに、

『戦争が終わりました。あなたの役目も、なくなりました』

　ただ、一言、そう告げられたのである。

　役目がなくなった……その言葉が信じられず、意味が理解できず、アルノスは『俺は、勇者には、なれないのですか……？』と訊いた。

　すると、賢者たちは、憐あわれむような目でアルノスを見て、

『勇者は、もう不要になったのですよ』

　言い聞かせるように、静かに、しかしはっきりと告げ、もうそれ以上の用はないというようにアルノスに背を向けて去っていった。

　勇者候補の育成施設である地下神殿は、この時、数百年に亘わたるその役目を終えた。

　在籍していた子供たちは、大陸各地に点在する人間の拠点へと散り散りに移送されたらしいが、アルノスには彼らの所在は知らされていない。

「俺は一人、王国に残された。せっかく戦いだけが能の人間を育てたわけだし、王国の騎士団に高階級で入団させる、という話だったと思う……でも、そうはならなかった」

　戦が終わったあとに勇者と同じ容姿をした子供は、事情を知らない者たちからは敬遠された。戦いを呼び寄せる、不吉だ……そんな風に気味悪がる者たちの声で、入団の話はもみ消された。本来なら入団資格もない年齢の子供のくせに、という妬み嫉そねみもあった。

「……で、やることが、いよいよなくなったんだ」

　終戦後の混乱もあったのだろう。

　どこからも明確な指示がなされず、方針も与えられないまま、アルノスの処遇は放置の状態が続いた。生まれて初めての外の世界は、解放感や喜びとはかけ離れた、窮屈で鬱屈とした場所で、そこに放り出されたアルノスは、どうしたらいいのか分からなくなった。

「勇者になるために作られたから、俺、自分も勇者になるものだと信じて生きてきたんだ。でも、勇者という職業がなくなって、誰からも指示されなくて、どう生きたらいいのか分からなくなってさ」

　己の存在意義。

　生まれてきた意味。

　人生の、唯一の目的。

　確かに摑つかんでいたはずのそれらが、一瞬で手の中で崩れ、零こぼれ落おちていった。

　十四歳のアルノスは、自分を見失った。自分が何者なのかも、分からなくなった。

「自分は要らない存在なんだろうかと思うようになった……そんな時だ。勇者という職業が不要になった戦後の世界には、代わりに〝ポストマン〟という職業ができたと知った」

　平和を作るために、世界中に張り巡らされた魔力障壁ウオール。

　その影響で、人々は言葉や情報の伝達に、魔法以外の物理的手段──手紙の郵送という手段──を使うことを余儀なくされた。

　ポストマンは、世界中に必要な存在として生まれたのだ。

「街でその話を耳にした時、ああ、それしかない、って思った。俺は、ポストマンになるしかない、って」

　決意したアルノスはその足で、ポストマンたちの中枢、新設されたばかりの神殿のような建物──中央郵便局セントラルに駆け込んだ。

「局長室にまで押し入って、『俺をポストマンにしてくれ。絶対、役に立つから』って啖たん呵か切って……採用されたんだ」

　局長は、懐が深い人だった。部屋に押し入ってきたアルノスの容姿を見て、『勇者候補がポストマンか。悪くない』と言って笑い、その場で採用を決めてしまった。さらに、王国側にも「勇者候補はこちらで預かる」と話をつけてくれたため、その後に揉もめることもなかった。

　なお、局長室までの道中、何人か昏こん倒とうさせたものの、全員が無傷だったことが腕前の証明となり、三ヶ月後、アルノスは最果ての地ティルナノグの担当を任される。

「俺は、誰かに必要とされることを選んだ。生きていく意味が必要だったんだ。それが、エリヤにはやりがいっていうものに見えたのかもしれないな。

　……と、これが俺の、ここまでの話だ。どうだ、別に聞いてもつまらない話──」

「アルノスっ！」

　突然、抱きつかれた。

　ソリが大きく揺れて、アルノスは慌ててエリヤを支えてバランスを取る。

「お、おいっ、いきなり危な──」

「私にはアルノスが必要だからっ！」

　はた、とアルノスは固まる。

　耳元で、ぐすぐす、という鼻をすする音が聞こえる。

「だから、自分のこと、要らない人間だなんて、思わないでっ……」

　どうやら、境遇を悲しんでくれたらしい。

「……そりゃ、どうも」

　ぎゅっと自分を抱きしめる腕が、本当に必要だと訴えてくるようで、アルノスは胸の辺りが温かくなった気がした。フード越しに、エリヤの頭を、よしよし、とあやすように撫なでる……と、触りどころが悪かったらしい。

「ひゃああっ!?」

　と声を上げて、エリヤが離れた。泣いた以外の理由で顔が真っ赤だ。

「つ、角は、だめだって、あれほどっ！」

「あー……悪い。今のも不可抗力だ」

　エリヤは「もうっ」と言って、プイッとそっぽを向く。

　しばらく、彼女はそのまま黙っていたが、おずおず、と振り返り、

「あのね。私はアルノスのこと、もう立派な勇者様だと思うよ」

　言って、彼女は微笑ほほえんだ。

　エリヤのその言葉は、これまでの何を見て思ったことなのか、アルノスには分からない。ただ、魔族殺しを定められた者という部分ではないと、それだけは分かった。

「……そいつは、どうも」

　悪い気はしないというアルノスの返事を聞いて、エリヤは照れたように目を逸そらし、街道の景色に目を向ける。

　世界を眩まぶしげに見つめるエリヤの姿に、アルノスは目を細める。

　このまま、平和で穏やかに彼女と旅をするのも悪くはないのかもしれない……中央郵便局に戻ったら彼女を助手として──相棒として正式に申請して……魔王軍幹部級の残党討伐の命令も無視して……平和に生きるのも、ありなんじゃないか。

　もう、勇者の称号なんて諦めても──そんな考えがアルノスの心に浮かぶ。

　彼女との空の旅は、まだ一月にも満たない。

　けれど、そういう夢想を抱かせるには十分な時間だったようだ。

　彼女はいつか竜王の城へと帰ると言うかもしれない。けれど、それがいつになるかは、まだ分からない。

　だから、アルノスが一緒にいようと思えば、まだ一緒にいられるのだ。

（……聖剣レギオンも……もう解放しなければ……）

　腰に差した聖剣に視線を落とし、アルノスは考える。

　今まで何の躊躇ためらいもなく、その力を解放し、使ってきた。

　聖剣レギオンが自分を勇者だと認めてくれているようで、心地よかったのだ。いや、世界中で勇者以外誰にも扱えない剣を扱えることは、アルノスにとって、もはや快感だった。

　その快感さえ手放してしまえば──そんなことを、街道沿いの空の路みちを進みながら考えていると、

「アルノス、また街があるっ」

　行く手を指差すエリヤの嬉き々きとした声に、アルノスは顔を上げる。

　気づけば街道が通る次の都市が見えてきた。かなりの時間、考え込んでいたらしい。

　……と、アルノスは訝いぶかるように目を眇すがめた。

　何か、都市の方からこちらへ、飛ひ翔しよう体たいが接近してくる。

「あれは……パロット？」

　両手を魔箒から離してブンブン振っているのは、先ほど別れたはずの同僚だ。もう当分会わないと思っていたはずの……




　……それが、なぜか大慌てで戻ってきた。
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「ああー捕まえられてよかったぁ～！　別ルート行ってたらどうしようかと……！」

　魔ま箒ぼうきにしなだれかかって、はああ～っ、とパロットが大きく息を吐いた。

「……なんで戻ってきた」

「えっ、なんか戻ってきちゃいけなかったみたいな響き!?」

　パロットの指摘通り、アルノスは束つかの間まの波風立たない時間を奪われ、少し気分を害していた。そして、この同僚がこんな感じで戻ってくる時は、大抵よくないことに巻き込まれる。それを警戒していた。

「とりあえず、あの街に降りてくれない？」

「だから、なんで」

「説明は後でちゃんとするから！　っていうか、してくれる人がいるから！」

　お願いっ、と足だけで魔箒を固定し、パロットは顔の前で手を合わせた。

　説明してくれる人がいる、ということはパロットだけの問題ではない。しかも彼女のこの様子だと、厄介事の可能性が高い。

　面倒だ──が、断れば、恐らく、どこまでも付いてきて懇こん願がんされるだろう。

「……分かった。とりあえず降りる」

「本当っ！　ありがとアルノスっ！　じゃあ、案内するから！」

　わーい、と喜びの声を上げて、パロットが先行する。

「と、いうことだ」

「うんっ！　了解しましたっ！」

　憂鬱なアルノスの声に反し、エリヤの声は弾んでいた。ずっと人間の都市に寄りたかったらしく、都市を見つめる赤い目が活いき活いきと輝いている。

　その吞のん気きな姿に肩を竦すくめ、アルノスはテイルに同僚のあとを追わせた。

　アルノスたちが向かうことになったのは、山さん麓ろく都市ローランド。

　西に山を臨む森林に囲まれた低地で、山に端を発した川が街中を流れている、自然豊かな都市だ。また、水源があるため街道の休憩地点として周囲の森林を開拓して造られたローランドには、その材木の豊富さからか木造の家が多いのも特徴だ。

　パロットが向かったのは、その都市の中央にあるローランドの庁舎だ。急ぎの用件とのことで、普段は都市に入れることのないテイルに乗ったまま直行する。

　庁舎の前では、中年の身なりのいい紳士が待っていた。

「これはこれは、あなたが最後の勇者候補、アルノスさんですか。私はローランドの市長です。お会いできて光栄です」

「はあ、どうも……」

　握手を求められ、アルノスはそれに応える。市長、つまり領主のようなものだ。

「このような外で話すことになり心苦しいのですが、あまり時間もないのでお許しいただきたい」

「時間？」

「実は、パロットさんには既にお話ししたのですが──」

　市長の説明によると、確かに時間もない状況だった。

　都市の北の森には、ドラゴンが住んでいる。このドラゴンは昔からその森を住すみ処かにしていたが、人間の生活圏に侵入することはなく、これまではローランド市民の生活が脅おびやかされることもなかったという。

　ところが、ここ最近、そのドラゴンが街道へと現れるようになった。

　ドラゴンは、巨大で強大だ。その種類にもよるが、大きな体たい軀くのものや凶暴なものならば、この木造建築物だらけの都市を簡単に破壊できるほどの存在である。

　そんな危険生物が街道に出現すれば、ただ事ではない。

　今のところ死亡者こそ出ていないが、ドラゴンの出現に驚いて落馬した負傷者が出たり、運搬されている荷物の遅延が生じたりと、街道利用者からの苦情が増えていた。それで、このたびローランド市長は〝ドラゴンへの苦情の手紙〟を出すことにしたのだという。

「…………ドラゴンへの、苦情？」

　市長から話を聞いたアルノスは、思わずパロットを見る。

「手紙を届けろと？　ドラゴンに？」

　ドラゴンは賢く、飛竜のテイルのように人の話が通じるものもいる。

　だが、手紙はさすがに読めないのでは……アルノスがそう疑問に思っていると、市長が「これを」と手紙を差し出した。さすがにドラゴン相手に一人では危険だと判断したのか、パロットは受け取っていなかったらしい。

　懸命な判断だ、と思いながら、アルノスはそれを受け取る。

「で、これ。どうやって、読ませるんです？　そういう魔法が込められてるとか？」

　アルノスの質問に、市長は「ご明察の通りです」と頷うなずく。

「文字は理解できぬでしょうが、魔法で、ドラゴンにも意味が何となく通じるようにしてあります」

　何となくで大丈夫か、とアルノスは心配になる。

「……ちなみに、殺してしまっては？」

　自分ならばやれないこともない、とアルノスは思った。普通のドラゴン程度なら、聖剣レギオンの力を解放せずとも可能だ。

　だが、その提案には、市長が「それはなりません！」と強く首を横に振った。

「北の森のドラゴンは、この地の守り神……ですから、どうか殺したりなさらぬよう、北の森に棲せい息そくするドラゴンへ手紙を届け、街道へ立ち入らぬよう説得してください」

「ローランドが魔物に襲われることなく平和を維持できているのは、北の森のドラゴンを恐れて他の魔物が寄りつかないからなんだってさ」

　パロットの補足に、そういう理由か、とアルノスは納得する。

　森の生態系が壊れれば、要らぬ魔物が増えることもある。それは確かに望ましくない。

　手紙の配達依頼──それも自分アルノスでなければできない依頼だ。人の命の安全にも関わっているし、無下にもできない。なぜなら、アルノスは、そう考えるように生まれついたのだから。

「……分かりました。やるだけやってみます」
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　アルノスはテイルに跨またがり、パロットと共に北の森へ向かった。

　ソリは市長の元に預けてきたが、エリヤも一緒に同行している。マグメル村を発たった時のように、アルノスの腕の中に収まっていた。

　当初、アルノスは、彼女にローランドで待っていてもらうつもりだった。パロットにも「危険だから街で待っててもらった方がいいんじゃない？」と言われ、それに全面的に同意だった。

　もし戦うことになったら、相手は竜種……エリヤとは同種の、近しい存在である。そういう場に、彼女がいるのはそぐわないとアルノスは思ったのだ。

　だが、エリヤは、うん、と言わなかった。

　彼女は「一緒に行きたい」と言った。「私、役に立ってみせるから」と。

　エリヤは自身のことを『アルノスのお荷物』だと思っている……それをアルノスは薄々感じていた。だから、彼女のしたいようにさせることにした。それに、エリヤは竜人だ。確かに彼女は、竜種との交渉の場では役に立ってくれそうだった。

「ねえ、エリりん、本当に大丈夫？　今ならまだ街に戻れるよ？」

　事情を知らないパロットが、ローランドの方を振り返りつつ尋ねる。

　この出会ったばかりの少女の身を案じているのか、はたまた足手まといになると危き惧ぐしているのか……恐らくどちらもだ。

　だが、エリヤは強くその選択を拒んだ。

「大丈夫……だって、私、アルノスの助手だから」

　決然とした口調で宣言したエリヤに、パロットが目を瞬く。

「助手？　え、アルノス、そうなの？　さっき、どこかに送り届けるとか何とか言ってなかった？」

　アルノスは「そんなこと言ったか？」としらばっくれた。そして、

「ああ、助手だ。中央郵便局セントラルに戻ったら、正式に〝相棒〟として申請する予定」

「……っ！」

　アルノスの返事に、エリヤが驚いて振り返った。

　そういう体勢を取られると、やっぱり顔が近い。だから、嬉うれしいという感情が至近距離で伝わってくる。それを気にしていないというように、アルノスは進行方向を見続けた。

　……制服の腕のところをギュッと握られた。嬉しい、と伝えたいらしい。

「アルノスが相棒を……ふーん……」

　パロットが、意味ありげな目をエリヤに向けた。

「エリりん、強いの？」

　アルノスへの問いだった。

「いや、別に。戦わせないし」

「じゃあ、サバイバル力が高いとか？　回復要員？」

「いや、そんなこともないが」

　……沈黙。

　普段止めどなく喋しやべっている者が無言になると、それが一瞬でもなかなか居心地が悪いものだ。しかも、アルノスにはこの空気の理由が分かっている。

　アルノスは、以前パロットからの相棒への誘いを断っていた。

　だから、「なぜこの少女が相棒に？」と彼女は疑問なのだ。上手うまい口実は見つからない。

「あー……北の森のドラゴンのことだが、種類は分かってるのか？」

　居いた堪たまれなくなり、アルノスはその場を代表して口を開いた。

　と、パロットが「グリーンドラゴンだってさ」とそれに答えた。沈黙は無事に解消されたようだ。

「グリーンドラゴン……温厚な子たちだよ」

　腕の中でエリヤが小さく呟つぶやく。

　離れて飛んでいるパロットには聞こえていないらしい。アルノスも小声で応える。

「確かに、竜種の中では危険度が低いと聞くが……生態とかも、やっぱり詳しいのか？」

「うん。木の新芽が好きで、数頭いると森を荒らしちゃうけど、基本的にはそれぞれの住処は繁殖期以外は被かぶらないんだって。だから、街道に出て来るのは不思議」

　エリヤからの情報に、アルノスは考える。

　やはり、森に何か異常が起きているのかもしれない……

「変な刺激を与えなければ、話を聞いてくれると思う……ねえ、アルノス。手紙、私に任せてくれないかな」

「エリヤに？　どうするんだ」

「私なら、手紙に書いてあることを竜種の言葉として伝えられるし」

「……なるほど。それなら頼む。けど、危なくなったらすぐに下がれよ」

「うん、分かった。頑張るね！」

　肩越しに振り返ったエリヤが微笑ほほえんだ。

　やがて、森の中を走る魔力障壁ウオールを一つ抜けて、三人はドラゴンの棲息域に到着した。

　上空から鬱うつ蒼そうと茂る森を見下ろして影を探す──

「──いた。あそこっ」

　視力のいいアルノスが見つけ動くよりも先に、パロットが反応した。

　そのままドラゴンの方へ魔箒を駆ろうとする彼女を「待て」とアルノスは制止する。

「なになに？」

「俺たちが先に行く。こいつに──エリヤに任せる」

「はいぃ？　え、なに、任せられるの？」

「エリヤは……魔術師なんだ。思念魔法テレパスに長たけた」

　アルノスは思いつきのデマカセを吐いた。だが、パロットはそれで納得したらしい。

「そ。じゃあ、任せる。あたしは何かあった時のために少し離れたとこで見てるから」

「頼んだ、パロット──よし、行くぞ、エリヤ」

「うん。テイル、お願い！」

　きゅるるっ、とエリヤの指示に応えて、テイルが森の中へと降下する。

「へえ……あの飛竜がアルノス以外の指示を聞くなんて。本当に思念魔法、使えるんだ」

　二人が飛竜と共に去った背後で、パロットが感心したようにそう呟いた。
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　ドラゴンがいたのは、森の中、街道までまだ距離があるところだった。

　移動を繰り返しているらしく、森には街道まで幅広の獣道が出来てしまっている。

「落ち着きがないな」

　アルノスとエリヤは、獣道に着陸したテイルの背から下りた。

　道の先から、立派な体格のドラゴンがやって来るのが見える。

　森の草木に擬態するような緑色のグリーンドラゴンだ。アルノスたちの背の奥には街道がある。そちら側へ向かおうとしているらしい。

「……あの子、住すみ処かに帰りたいのに、帰れないのかもしれない」

　ドシン、ドシン、と足音をさせて忙せわしなく背後を振り返りながらやって来るドラゴンに、エリヤが眉をひそめて言った。

「……接触するぞ。手紙を開封して、内容を伝えてくれ」

　アルノスは、鞄かばんから取り出したドラゴン宛ての手紙をエリヤに渡した。

　はい、と返事をしてそれを受け取ったエリヤは、ドラゴンへ向かって歩いてゆく。

　ドラゴンが、エリヤの前で立ち止まった。

　エリヤは、手紙を開封し、中から取り出した便箋を掲げた。

　そこに綴つづられ、込められていた魔法が、光の帯となってドラゴンへと言葉を運ぶ。

「『北の森のドラゴン様へ』──」

　エリヤは魔法が放たれた手紙を読み上げる。

　街道へと立ち入らないで欲しいという内容の嘆願書、それを読み上げるエリヤの声を、ドラゴンは確かに聞いているようだった。じっと動かず、大きな目でエリヤを見つめている。

「──我が同胞よ、どうか聞き入れてくれませんか」

　エリヤは、そう言って話し終えた。

　と、ドラゴンが、ぐるる、と何やら訴えるような声を上げる。

「え……？　……うん。うん、そうなの……なるほど……そっか……」

　ドラゴンの話を聞いているのか、エリヤが何やら納得するように頷うなずいている。

　その様子をアルノスはしばらく見守っていたが、やがて会話に区切りがついたのか、エリヤが振り返った。戻ってくる。

「どうした？」

「あのね、やっぱりあの子、住処に帰れないみたいなの。何か、〝自分と同じだけど、そうじゃないものがいる〟って……」

「同じだけど、そうじゃない？　……別種のドラゴンか？」

「んん、どうなんだろう……私もよく分からないんだけど、すごく怖がってる。しかも、『追いかけてくる』って……『だから逃げないと』って言ってる」

「追いかけてくる？　何だか謎解きみたいだが──」

　と、その時、森の中がざわりと波打った。

　鳥たちがギャアギャアと騒ぎながら飛び立つ。その直後に、銃声。

「……パロットだな」

　何かと交戦中のようだ。銃声が断続的に聞こえる。

　音は近い。このドラゴンが恐れている〝何か〟かもしれない。

「エリヤ。テイルとここで待っていてくれ。ドラゴンにも、ひとまず街道へは行かないようにと」

「わ、分かった」

　肌が粟あわ立だつような嫌な予感に、アルノスは音の方へ向かうことにした。

　森の中を銃声を頼りに走っていると、足元を小動物が逃げるように反対方向へ駆けてゆくのが見えた。

　音との距離を詰めるたびに、嫌な予感が強まる。まるで死臭を感じるような──

（──いや、これは紛まごうことなき死臭だ）

　バキバキと木が折れている場所へ、アルノスは飛び出した。

　そこにいたのは、黒く淀よどんだ、吐き気を催すような巨大な闇。

　かつてドラゴンと呼ばれていたものが、腐敗し、肉を解かして遺のこった骸むくろ。

「まさか、死竜──〝アンデッド・ドラゴン〟か!?」

　思ってもいなかった魔物との遭遇に、アルノスは聖剣に手をかける。

　アンデッドというものは、死を打ち消す魔法によって生み出された不自然な魔物だ。

　あれは物理攻撃でどうにかなる魔物ではない──聖剣レギオンの力を解放せねばならないと思った。

　……同時に、考える。

　なぜこんな場所に〝アンデッド〟がいるのか、と。

　グリーンドラゴンが逃げ回っていたのは、この不自然な存在が住処に現れたせいだろう。

　だが、周囲に魔力障壁があって魔法の抜け道がないこの森の中に、本来いていい存在ではない。魔法で仮かり初そめの命を維持している存在が、障壁を抜けてここまで入り込めるわけがないのだ。

　では、なぜ──

「アルノスっ!?　よかった来てくれて、あたし一人じゃこんなの──」

「バカ、目を離すな！」

「──え」

　パロットが気を抜いた瞬間だった。

　アンデッド・ドラゴンが、その崩れかけた軀からだに似合わぬ俊敏さでパロットに大量の強酸の液を飛ばした。触れた瞬間に溶け落ちてしまう。

（くそ、間に合わない──）

　聖剣を抜いたアルノスが、そう焦った時だ。

　パロットの背後から飛び出してくる影があった。

　影はそのままパロットを摑み、アンデッド・ドラゴンの強酸が降り注ぐ場所から緊急離脱させる。

　アンデッド・ドラゴンの頭上を飛び越えたのはテイルだった。

　その背には、エリヤが乗っている。こっそりアルノスをテイルに尾行させていた彼女が、とっさに機転を利かせたようだ。

「あああありがとうううう」

　テイルの足に背中を摑つかまれたまま、パロットが感謝を叫んだ。半べそをかいているのは、一瞬、己の悲惨な死を覚悟したからだろう。

「エリヤ、よくやった！　あとは任せろ──それと、剣を手放すまで俺には近づくな！」

　え、とエリヤが不思議そうな顔になる。

　だが、説明している時間はなかった。アンデッド・ドラゴンの足元から、大地が腐り始めている。早々に手を打たねば、森を殺しかねない。

　アルノスは聖剣を構える。

　そして、ライアンのところで出したものとは比べ物にならない力を解放した。

　瞬間、聖剣から、ぶわり、と青白い炎に似た光が漏れ出す。

『……殺セ』

　随分聞いていなかった聖剣レギオンの声が、手の中から囁ささやく。

　神聖なもののはずの青白い光が、禍まが々まがしくうねる蛇のようになってアルノスの腕に絡みつき、銀の入れ墨のように肌に染み込み、身体からだの中へと侵入しようとする。

『消セ』『消セ』『消セ』

　いくつもの声が混じり合って、アルノスの脳内で反響する。

　顔も名も知らない死していった勇者たちの声に、子供の頃に刷り込まれた神託の賢者たちの声が重なる。

　殺せ、と。

　魔物を殺せ、魔族を殺せ。この世から一切の人間の敵を、殺せ──

「言われなくても、今はそうするよ──」

　応えて、アルノスは、聖剣を大きく振りかぶる。

　青白い光に絡め取られた腕に、これは己の意思だと自分に言い聞かせて、そして、

「──消えロ」

　斬った。

　地面ごと叩たたき割るかの如ごとく聖剣を振り下ろし、アンデッド・ドラゴンを真っ二つにした。

　亡霊たちの悲鳴のような断末魔の咆ほう哮こうが、辺り一帯に響き渡る。

　聖剣の作った光る切断面から、叫び鳴くアンデッド・ドラゴンの軀が崩れ始めた。まるで白く輝く光に吞のみ込まれてゆくようにして……

　やがて、不自然な存在の魔物は消滅した。

　あとに残ったのは、聖剣レギオンの光をまとうアルノスだけ。

「ぐっ……う……」

　聖剣を握りしめたまま、アルノスは奥歯を嚙かんで、耐えていた。

　目の前が、世界が、青白い光で塗り潰されそうになる。意識が吞み込まれそうになる。魔物を殺せ、魔族を殺せ、消せ、という怒りを孕はらんだ怨えん嗟さの声に身体からだを明け渡しそうになる。自分アルノスじゃ、なくなりそうになる。

「…………消エろ…………消え…………消──違うっ……違う違う違うッ！」

　アルノスは、白い髪を振り乱して激しく頭を振る。

　必死に抗あらがった。抗って抗って……自分は自分アルノスだと言い聞かせる。

　他の誰でもない、何者でもない、誰かレギオンの意思で動いたりもしない。だから、自分の身体は自分の意思で動くのだと、そう意識して、聖剣を握り硬結してしまったような手の指を、一本、また一本と、開いてゆく──縛るようにアルノスの身体に絡んでいた光が徐々に薄まってゆく──

　やがて、聖剣は、アルノスの手を離れた。

　とすっ、と軽い音をさせて地面に軽く刺さる。

「アルノスっ！」

　その時、テイルから降りたエリヤが駆け寄ってきた。

　アルノスの言いつけを守り、聖剣を手放すその瞬間を待っていたのだろう。

「大丈夫、アルノ──え」

　身体が勝手に動いて、アルノスは、駆け寄ってきたエリヤの肩を摑んだ。

　そして、そのまま、地面に押し倒した。

「きゃっ……!?」

　エリヤが、小さな悲鳴を上げて地面に転がる。

　その上にアルノスは覆おおい被かぶさった。細くて折れそうな手首を摑み、組み敷く。

　剣を手放しても殺せ、と声がした。

　たとえ腕一本になっても殺せ、と声がした。

　首だけになっても、その歯を牙にして殺せ、と声がした。

　それが、お前の使命だと。それが、お前の生まれてきた意味だ、と。

　だから、目の前の魔族を殺せ、と声がした。

　快楽のままに。愉悦のままに──

（殺せばいい……いや……）

　──〝殺さなければならない〟。




「い、痛……痛いよ、アルノス……っ……」




　アルノスの身体の下で、堪こらえるように、エリヤが震える声で訴える。

　──そこで、アルノスの動きが止まった。

　自分が地面に押さえつけている者が何だったのかを、怯おびえる彼女の姿に思い出す。

「………………………………俺は…………何を…………」

　ふ、とアルノスは身体から力を抜いた。

　その瞬間だった。

「こンの変態がーッ!!」

　パロットの飛び蹴りが、アルノスの側頭部に刺さった。

　ぐぎ、と嫌な音がして、アルノスは首を押さえてエリヤの傍らに倒れる。

「だ、大丈夫アルノスっ!?」

「あ……ああ……一応……」

　身体を起こしてアルノスを気遣うエリヤに、パロットが「エリりん大丈夫!?」と駆け寄って尋ねた。そのままエリヤの手を取ると、アルノスから離れさせる。

　と、銃の先がアルノスに向けられた。

「婦女暴行の現行犯！　なんか弁解はある!?」

「いや……ない……」

「ああ、そう。言い訳もしないのね……で、もう、あんたは〝あんた〟なの？」

「……ああ」

　アルノスが答えると、パロットは銃を下ろした。

　パロットは、聖剣レギオンの呪いのこと──力の解放により、魔族への殺意が増加すること──は知らない。だが、アルノスが自我を失いかけていたことには気づいたらしい。だから、銃を向けたのだ。それは戦いに身を置くポストマンとして、正しい判断である。

　そして、アルノスの忘我に気づいたのは、彼女だけではなかった。

　パロットの背後に匿かくまわれたエリヤが、不安げな目でアルノスを見ていた。

「エリヤ……悪かった」

「う、ううん……あ、あの！」

　慌ててエリヤが駆け寄ってくる。

「私なら、大丈夫だから！　どこも怪け我がしてないしっ！　ほら、私、人より頑丈だしっ！」

　ね？　とエリヤは笑う。

　その表情がどこかぎこちないことに、アルノスは気づく。けれど、彼女の気遣いを無駄にしないよう、ただ頷うなずいてみせた。

「パロットさんも、ありがとう」

「え？　ああ、あたしは、別に……本当に、大丈夫？」

「うん、大丈夫。行こう」

　明るく答えたエリヤは、グリーンドラゴンのところへ戻ろうと言った。

　けれど、彼女が口で言うほど大丈夫ではないことに、彼女とテイルに二人乗りしたアルノスは嫌でも気づく。

（……緊張してる……よな……）

　エリヤの身体が、がちがちに硬直していた。

　その普段と違う様子は、背後で密着していれば嫌でも感じる。アルノスは、自分が何をしたかを改めて理解させられた。

「……エリヤ。俺、下りようか？」

「えっ!?　な、なんで!?」

「いや、なんか………………ごめん」

「あ…………う、ううん。私こそ……」

　エリヤは、腕の中にいる。そのはずなのに、アルノスはどこか距離を感じていた。

　まるで彼女との間に壁ができたようだった……いや、最初からあったものを、思い知らされたのかもしれない。

　これまでの旅の中で初めて感じる居心地の悪さに、アルノスは己の弱さを悔いた。
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　アルノスたちは、グリーンドラゴンの元へ再び戻った。

　アンデッド・ドラゴンの消滅により、グリーンドラゴンは全面的に嘆願書の内容を聞き入れた……というのが、グリーンドラゴンに事の顚てん末まつを説明したエリヤの談だ。もう住すみ処かを脅かすものはいない、だからもう逃げる必要もない、と理解してくれたという。

　グリーンドラゴンはその証拠を落とした。

「それ、キラキラして、すごくきれいだねえ」

　ローランドへ戻る空の移動中、並んで飛ぶパロットが、エリヤの手元で虹色に輝く宝石を見て羨ましそうな声を上げた。

　この宝石こそ、グリーンドラゴンが感謝して落とした〝竜の涙〟だ。

　液体として竜の目から零こぼれ落おちたそれが、大地にぶつかった瞬間に結晶化してできる、非常に稀け有うで貴重な品である。

「実物は俺も初めて見たな」

「竜の涙はね、嬉うれしいっていう気持ちで身体がいっぱいの時に流した涙じゃないと結晶化しないの」

「ああ……だから、珍しいのか。普通、ドラゴンに感謝されることなんてないからな」

「うん。あの子、すごく嬉しかったんだね」

　宝石を見つめて、エリヤがくすりと笑う。同胞が救われて、彼女も嬉しいようだ。

（いつもの、エリヤ、だな……）

　彼女の様子に、アルノスはホッとする。

　先ほど互いの間に感じた壁のような距離感が、竜の涙のおかげで緩解したような気がしたのだ。それは、自分にとって都合のいい〝気のせい〟かもしれないが、それでもアルノスは、これまでと変わらず笑うエリヤの姿に救われるような気がした。

「でもさあ。何であんなところに、アンデッド・ドラゴンなんていたんだろうね？」

　ふいに、パロットが、思い出したように切り出した。

「森のあの辺は、魔力障壁ウオールに囲まれてたし、そもそもアンデッドは障壁に触れたら消滅するから、あんな障壁に近い場所にいるわけないじゃん？」

「それは、俺も疑問に思った」

「で、何でかは分かったの？」

「残念ながらさっぱりだ」

　原因を解明できないかと、アルノスも道中いろいろ探してみた。だが、まるで手がかりがなかった。エリヤにも訊きいてみたが、やはり心当たりはないという。

「まあ、何か分かったら中央郵便局セントラルに戻った時に報告しておく」

「ん。こっちもそうするね……あー、それにしても、お腹なか減ったなあ～」

　パロットが胃の辺りを擦さすりながら、呟つぶやく。それから「街に戻ったら、何か美味おいしいものでも食べよう！」と二人に提案した。だが、その後ローランドへと戻ったアルノスは、腹が減ったというパロットの訴えを退け、市長の元へと向かった。

　竜の涙を見せて事の次第を報告すると、市長はたいそう喜んだ。アルノスがライアンから預かっていた手紙の一枚を渡すと、孤児院への寄付を約束してくれて、さらに、三人のために都市を上げての豪勢な食事を用意してくれた。

　萎しおれていたパロットが両手を挙げて大喜びしたのは、言うまでもない。







「美味しかったー！　けど、おかげで時間がないっ！　もう行かなくちゃ！」

　忙せわしなく料理を食べていたパロットがそう言って席を立ち、宴は手短に終了した。パロットは時間に拘束されている。あまり長居もしていられないようだ。

　宴会の場から一緒に退出した三人は、それぞれ魔ま箒ぼうきとテイルのソリに乗る。

「二人はゆっくりしてればよかったのに」

「暇人みたいに言うなよ。こっちだって仕事がある」

「真面目ねえ。感心、感心……じゃあ、あたしは先に行くけど、」

　そこまで言って、パロットはアルノスを指差し、

「いい？　女の子を泣かせるなら、嬉し泣きさせること！　じゃあね！」

　真剣な目で、そう言い放った。

　アルノスが返事をする前に、彼女は地面を蹴り、空へと舞い上がる。

「……忙しないやつだ」

　遠くなる同僚の姿に、アルノスはため息をつく。残された言葉に、強く頷うなずくことはできなかった。

　パロットが言っていたのは、エリヤのことだ。できることなら、自分だって泣かせたくはない。あんな不安そうな顔も、二度とさせたくは──

「アルノス。私たちも行こう？」

　声をかけられて、アルノスはエリヤを見た。

「……エリヤは、本当に、俺と一緒に旅をしてていいのか？」

「え？」

「国に帰れないっていう理由は分かる。けど、ライアンのところみたいに、いられる場所はある。俺は、さっきみたいに、あんたのことを──」

「大丈夫って言った！」

　大きなよく通る声で、エリヤがアルノスの発言を遮った。

　王族の持つ、威厳のようなものを含んだ声に、アルノスは黙るしかない。

「それに、言ったでしょ。私、体力はある方だし、身体からだも丈夫な方だって。それに、竜の涙で護まもりの指輪を作ってもらったし！」

　ほら、とエリヤは右手の甲をアルノスに見せた。

　身につけられるよう簡単な宝飾加工を施された竜の涙が、中指で輝いている。

　竜の涙は、守護の効果を持つ。いろいろな意味でエリヤが持つべきだと、アルノスは先ほどの宴の間に市長に頼み、加工してもらったのだ。

「だから、さっきみたいなことがあっても、平気。絶対、大丈夫。だから、一緒に行く」

　一歩も引かない。

　そういう確固たる決意をした目でアルノスを見つめ、エリヤは言った。

「私たちは、簡単には一緒にいられないかもしれない。グリーンドラゴンと、アンデッドのドラゴン、同じ竜種だって上手うまく共存できないんだし」

「……いや。さっきの死竜は、そもそも冥府の生物で、もう生者とは住んでる世界が違うんだし、摂理が違うんだから、共存できるわけが──」

「じゃあ、私たちは一緒にいられるよ。だって、同じ世界にいるんだから」

　エリヤのその言葉に、アルノスは固まる。

　突然、目の前が開けた気がした。

　本当に、一緒にいてもいいような気がした。

「……だから、一緒に行こう？」

　アルノスの心が大きく揺れた隙を見逃さず、エリヤがアルノスの袖を摑つかんだ。

　こうなれば、アルノスも観念するしかなかった。

「………………嫌になったら、いつでも言えよ」

「うん」

　その返事を聞いて、アルノスはテイルを飛び立たせる。

　アルノスには、なぜエリヤが自分と一緒にいたがるのか、分からない。

　彼女はアルノスに押し倒されたことの意味を──殺されそうになったということを、恐らく察している。そして、アルノスがそれを考えたのが一度ではないということに気づいていてもおかしくない。

　けれど、それでも、彼女は一緒にいたがっている。

　それは、アルノスが否定しても、間違いのない事実だった。




　雲行きが怪しくなる空へ向かって、二人の旅は続く──
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　数日の間、雲の下をゆく旅が続いた。

　魔力障壁を抜けて進むほど、雲が厚く、重くなる。

　次の街まで天候が保もつかどうか……アルノスは危き惧ぐしていたが、何とか雨に濡ぬれずに到着できた。

　降り立ったのは、南北を二つの山に挟まれた都市だ。

　だが、厚く黒い雲に覆われたその都市には、今にも雨が降り出しそうだった。

「常とこ闇やみ都市ルベド、か……さすがに今日も晴れてないな」

　街の入り口、風化した石碑に刻まれた都市の名を見て、アルノスは呟つぶやいた。

「とこやみ？」と、テイルに餌を与えていたエリヤが首を傾かしげる。

「大昔は山間都市って言われてたんだがな。晴れの日がほとんどないこと、それと、魔族の支配にあっていたことから、人間側では戦時中そういう風に呼ばれていた……いや、今もそう呼ばれてるな」

「それは……魔族がまだ支配してるから、とか？」

「いや。首領の魔族は勇者ライアンに倒され、今は人と魔族が共生する都市になっていると言われてる」

「じゃあ、なんで……？」

「呼び名が改められないのは、街自体が戦時中からさして変わってないからだろうな。共生というと聞こえはいいが、実情は街を真っ二つにして住み分けてるっていう話だ」

　アルノスの言葉に、エリヤは悲しそうな顔をした。

　四年前に戦争が終わってから、この街はほとんど変わっていない。それは、世界は平和になったと信じたかった彼女にとって、辛つらい現実だろう。

「エリヤ。外で待っててもいいぞ。この街に滞在する予定はないし」

　アルノスは気遣って提案したが、エリヤは首を横に振った。

「ううん。見ておきたい。一緒に行く」

　テイルの角を撫なで、互いの鼻の先で挨拶をすると、エリヤはアルノスの方へと駆け寄った。そして「大丈夫だから」と微笑ほほえむ。

　開け放たれたままの石の門が、ルベドへの入り口だ。

　誰に見張られることもないその門を潜くぐり、アルノスとエリヤはルベドに入る。そして、その街で唯一の郵便差出箱ポストへと向かった。

　ルベドには門が東西に二ヶ所あって、アルノスたちが潜ったのは西の門だ。

　郵便差出箱は、街の中央部にあるので、二人は街を東へ進む。

「このルベドは、魔力障壁ウオールが南北の険しい山を繫つなぐようにど真ん中を縦断する街だ」

　アルノスは、街を見下ろすように左右に見える二つの山を指差し、エリヤに説明する。

「で、今通ってるのが、ルベドの西側、人間たちだけが住んでいる区域だ。逆に、東側には魔族だけが住んでいる。山が天然の大壁のようになって、今では東西の行き来が容易にできない」

「昔は違ったの？」

「魔力障壁がなかったからな」

　アルノスは左右の山を繫ぐように、スッと指を水平に動かした。

「戦時中、人間たちが住んでたルベドを魔族が支配するようになって、魔族が続々と増えていったんだが、勇者に首領が倒されたことで魔族側の力が弱体化し、人間との力関係が逆転した」

　ルベドが魔族支配にあっていた当時、人間側は数こそ多いものの支配される側で、かなり残虐な扱いを受けていたらしい。首領の魔族が、竜王、冥王、精霊王、獣王という四天王に次ぐ力のある魔族だったからだ。その残忍で制御不能な性格から、四天王にはなれなかったという話もある。

　その首領の死は、魔族たちに衝撃を与え、人間たちには希望と力を与えた。

「そこに魔力障壁ができたことで、背後を山脈側に堰せき止められた東側に魔族が押し込められ、街は見事に真っ二つ……今の、人魔が分かれて住む形になったらしい」

「アルノス、この街の魔族の人たちは、大丈夫なの……？」

　エリヤの言葉に、アルノスはハッとする。

　彼女は人間との混血ではあれど、その血の半分は竜人──魔族だ。

　フードで隠しているが、その布一枚を捲めくれば、はっきりとしたその証あかしが頭に現れる。

　しかも、竜王の娘という王族。彼女にとって、魔族は同胞であり民だ。人間のこと以上に、魔族の暮らしを想おもうのは普通のことだろう。

　なのに、アルノスは、なぜかその瞬間、エリヤと自分の間に大きな壁のような隔たりを感じてしまった。彼女は魔族側の者だと、とっくに理解していたはずなのに。改めて思い知らされたようで困惑する。

「……魔族側は……ひどい生活を強いられているらしい」

「ひどい？　それって、どんな……？」

「標高が高く険しい山間に押し込められたせいで、外部には有翼の者しか自由には行き来ができない。だから、食料や物資の補給は人間側からの配給に頼るしかなく、その質や量は人間側の裁量で決められている」

　その説明だけで、エリヤは事情を察したようだ。

　彼女は「そう、なんだ……」と小さく呟く。その顔をアルノスは見られなかった。

　二人の間には、それから沈黙が続いた。ルベドの街中も人気がなくひっそりしていて、まるで薄暗く雪深い森の中を歩いているようだ。

　と、エリヤがアルノスの袖を、くい、と引いた。袖を引く力が遠慮がちなのは、彼女もアルノス同様に、互いの間に何かを感じていたからだろう。

「どうした？」

「アルノス。あれは……？」

　道の先、真横に幾重にも見える線は、いつ誰が張ったのかもはや分からない、東西を物理的に分断する無数の有刺鉄線だ。

　その周囲をうろうろ歩く武装した人間の姿に、エリヤは怯おびえたように立ち止まる。

「……あれが、魔力障壁のある場所だ。うろうろしてるのは、見張りの人間。魔族がこっち側に来ないように、交代制で監視してる」

　アルノスは、エリヤのフードを引っ張り、目深に被かぶらせる。

　そして、その手を取り、しっかりと握った。

　びっくりしたように目を見開いたエリヤに、大丈夫だと頷うなずいてみせる。

「俺から離れなければ平気だ。郵便差出箱は、ちょうど鉄線のところにある。行くぞ」

「う、うんっ」

　エリヤが緊張気味に手を握り返してきたので、アルノスは歩き出した。見張りの人間を脇目に郵便差出箱へ向かう。

　郵便差出箱は、ちょうど東西の真ん中、有刺鉄線と魔力障壁の敷かれた部分に安置されていた。東からも西からも、手紙はここに差し出される。

　中を確認すると、数通の手紙が入っていた。

　それらは人間と魔族、どちらから出されたものか見分けがつかない。誰が誰に、どこからどこへ宛てた手紙か……たとえ、人間側が魔族の出す手紙を警戒していたとしても、それはポストマンには関係がないこと。ただ預かり、宛先に届けるのみだ。

　回収した手紙を鞄かばんに詰め、鍵をかける。

　以前、アルノスは、見張りの人間に「手紙を検あらためさせろ」と声をかけられたことがあった。だが、決まりだ、と……何なら人間側の手紙の配達も辞めるぞ、と言ってから、そのような横行はされなくなった。以来、誰かに声をかけられることもない。

　しかし、この日はそうではなかった。

　郵便差出箱の扉を閉めた二人の背後から、たたた、と駆けてくる足音──そして、

「はあ、はあ──あ、あのっ……！」

　息を切らした幼い声がして、アルノスとエリヤは振り返る。

　見れば、五歳にも満たないであろう幼い女の子が、二人の後ろに立っていた。

　人間だ。ルベド西側の住人のようである。

「あ……の……」

「なんだ？」

　緊張の面持ちで口を開いた幼女は、アルノスと目が合うなりビクッと硬直した。

　目つきが良くないのは自認していたが、どうやら脅威に思われてしまったらしく、アルノスは襟えり足あしを搔かく。弱ったな、と思っていると、

「どうしたの？」

　エリヤが優しく声をかけた。

　近づき、屈かがんで、目線を合わせる彼女に、幼女も安心したような顔になる。

　ライアンのところでも子供たちと遊んでいたが、慣れているのかもしれないな、とアルノスは彼女の対応のよさに感心した。それは、自分にはない魅力に見えた。

「あの、おてがみ、とどけてくれる人？」

「うん。そうだよ。あのお兄ちゃんが届けてくれるの」

「……おねえちゃんも？」

　幼女は、アルノスを見て、それからエリヤを見て尋ねた。やっぱり、怖いらしい。

　アルノスは内心ショックを受けていたが、幼子が大人の男を見て怖がるのはよくあることだ、と自分に言い聞かせて平静さを保つ。

「う、うん。お姉ちゃんもだよ」と、エリヤがアルノスを気にしながら答えた。

「じゃ、じゃあ、あのねっ、おねがいがあるのっ」

　柔らかな声音の優しそうなエリヤに頼めるとあって、幼女は安心したらしい。おずおずと後ろに隠していた手を出した。

　小さな花のような手が握っていたのは、一通の手紙だ。

　強く握っていたからか、くしゃりとシワになってしまっている。ただ、この少女が心を込めて書いたものなのだということが、封筒の表書きから伝わって来た。

　そこには『ママへ』と、歪いびつに綴つづりを間違えながらも懸命に記された宛名がある。

「お母さんに届けて欲しいのかな？」

　エリヤが尋ねると、幼女が「うんっ！　ミルラのママに！」と力強く頷いた。

「ミルラちゃんっていうんだね。ええと──」

　エリヤがアルノスを振り返る。

　手紙を預かっていいかという確認のようだったので、アルノスは頷いてみせた。

（やり取りはこのままエリヤに任せるか……怖がらせるのも、なんだしな）

　アルノスが、そんな風に距離を置いて見守ろうと考えた時だった。

「ええと……アルノス」と、エリヤが困ったような声音で助けを求めてきた。

「どうした？」

「宛先が名前だけの手紙でも、届けられる？」

「居所がはっきりしてるよほどの有名人なら可能だろうが……さすがに一般人じゃ無理だ」

　たとえば、『魔王様へ』と書けば、魔王城へ届くし、ライアンには『勇者様』という肩書きだけでも届く。ブローディアに『血ち塗まみれの聖職者』と二つ名を宛ててもマグメル村までギリギリ届く、かもしれない。

　けれど、無名の一般人では、それも難しい。そういう者を探す術すべは、さすがにポストマンも持っていなかった。

「そっか……あのね、ミルラちゃん。お母さんの住んでいる場所、分かるかな？」

　アルノスの回答を受けて、仲介に立ったエリヤがミルラに尋ねる。

　だが、幼女の表情が途端に曇った。

「わかんない……ママ、どこにいるの？」

　そう逆に訊きかれてしまい、アルノスとエリヤが答えに窮きゆうしていた時だ。

「ミルラ！」と幼女の名を呼ぶ声がした。

　見れば、アルノスたちがやって来た通りから、一人の男性が血相を変えて走ってくる。

　ライアンと同じくらいの年頃の男性を見て、ミルラが「パパ」と呟つぶやいた。

　ミルラの父親は、やって来るなりミルラの前で屈んで、その小さな肩を摑つかんだ。

「だめじゃないか、こんなところに！　こっち側は危ないから来ちゃだめだって、いつも言っているだろう！」

　父親はミルラに言い聞かせると、アルノスたちに「すみません、うちの子を保護してくださって……！」と頭を何度も下げた。

　丁寧すぎる感謝に、エリヤが恐縮して手を振る。

「いえいえ、保護というほど、私たち大したことは……」

「この辺りでは、子供の一人歩きはわずかな油断も命取りになるほど危険なんです。魔族に連れ去られたらと思うと……本当に助かりました」

「そう、ですか……それならよかった……」

　感謝されているのに、エリヤは複雑な気持ちだったのだろう。どこか陰の差した笑みで頷うなずいた。

「まったく……ミルラ、何でこんなところに来たんだ！」

「あのね、ミルラ、おてがみ、だしにきたの……」

　[image: ]られてバツが悪そうに答えたミルラの言葉に、父親が「手紙？」と訝いぶかる。

「ミルラちゃん、お母様への手紙を出すために郵便差出箱ここまで来たみたいなんです……あ。そうだ！　ミルラちゃんのお父様はご存じないですか、お母様の居場所」

　ぱっと笑顔になって、エリヤが父親に尋ねた。宛先不明を解決する糸口を見つけたと思ったのだろう。

　ところが、ミルラの父親の反応は芳かんばしくなかった。曇った表情で「あの、実は──」と話し始める。

　その時、ポツポツと雨が降り始めた。

　わずかの間もなく、サアアと雨脚が強くなる。

「わわっ、雨っ!?」

「あめー！」

　慌てるエリヤと、無邪気にはしゃぐミルラ。

「……あの、よろしければ、うちで雨宿りなさってください」

　無反応のまま濡ぬれるアルノスに、どこか憔しよう悴すいした表情でミルラの父親が言った。
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　人間たちが住む西の区域、そこに並ぶ石造りの家の一つが、ミルラの家だ。

　アルノスとエリヤは湯茶の入った石のカップを手に、テーブルに並んで座っていた。ミルラは、少し離れた窓辺で落書きをして遊んでいる。

　室内でもフードを被かぶったままのエリヤに、ミルラの父親は不思議そうな顔をしたものの、特に追及はなかった。

「……ミルラの母は、死にました」

　アルノスたちと向かい合って座り、ミルラの父親は事情を話した。

　ミルラと父と母──三人でこの家で住んでいたのだが、母は少し前に病で亡くなってしまったらしい。だが、幼いミルラにはそれが理解できないだろうと思い、父親は「お母さんは遠くに行ってしまった」と説明したという。

「あの子は、それを真に受けたのでしょう。遠くにいるのなら、手紙を出せば届くのだろう──そう思って、あなたたちに手紙を託した……」

「……なるほど。そういうことでしたか」

　アルノスは静かに頷いた。

　住所が分からないのではなく、もうこの世のどこにもいない。それでは、宛先が不明なのも頷けることだった。書きようがないのだ。

「私が説明から逃げてしまったばかりに、お二人を困らせてしまって……大変申し訳ないことを……どうか、よろしければ雨が上がるまで休んでいってください。ここには、私とミルラしかおりませんので」

　その時、「パパぁ」と窓辺で落書きをして遊んでいたミルラが呼んだ。

　すみません、と父親は席を立ち、娘の元へ向かう。

「アルノス……ミルラちゃんの手紙は……」

「……断るしかないな。ポストマンにも、さすがに冥府へ堕おちた者へ届ける術はない」

「そう……だよね……」

　沈んだ声で、エリヤが呟く。

「……ねえ、アルノス」

「ああ。なんだ？」

「もし……もしなんだけど……手紙を届ける術があるって言ったら、どうする……？」

　アルノスは、思わずエリヤを見返した。

「……何、言って──」

「旧魔王軍四天王の一角を担う者……冥王ニグレド。彼かの王に頼めば、不可能じゃない」

「いや、いやいや、待て」

　はっきりとした口調で答えるエリヤに、アルノスは混乱して話を止めた。

　知っている話と、大きな乖かい離りがあったのだ。

「死後の世界である冥府を治める王に頼めば、確かに可能かもしれない。だが、終戦後、生者が生きたまま冥府へ赴おもむくための門は固く閉ざされたはずだ。俺はそう聞いている。何なん人ぴとたりとも〝冥府の門〟は潜くぐれぬ、と──」

「ううん。それは違うの」

　否定したエリヤは、手にした湯茶のカップの中を見つめながら説明する。

「正確には、〝冥王が許可した者以外は何人たりとも通れない〟──私は、その許可をされているの。一度きり、だけど」

「一度……それは、何かのためじゃないのか？」

　問えば、エリヤが、こく、と小さく頷いた。

「そう。父様に──前竜王エルドラキアに会うため。そのために与えられた一度……あ。でもね、父様に会うため以外にも使えるの。特権なんだ。これでも、竜王の娘だから」

　えへへ、とエリヤが自慢げに笑う。

「……そんな大事な一度きりを使っていいのか？」

　アルノスは、エリヤに尋ねた。

　彼女の笑顔が、どこか無理をしているようにも見えたのだ。

「うん。いいの」

「あの子ミルラは、エリヤにとって赤の他人だろう。あんたが、そこまでしてやる必要はない、と俺は思うが」

　その言葉に、エリヤは、ふるふる、と首を横に振った。

「……あのね。私、実は、あの子と同じことを考えたことがあるの」

「同じこと？」

「亡くなった母様に手紙を送りたい、って」

　エリヤは、窓辺で父親に笑顔で話しかけているミルラに視線を向ける。

「きっと、本当はすっごくすっごく寂しいのに、我慢してると思うんだ」

「どうして分かる。エリヤが思うほど、深刻じゃないかもしれないぞ」

「もう、アルノスったら」

　敢あえて意地の悪い返事をしたアルノスの肩に、エリヤが人差し指を刺した。特に負傷もなければ痛くもない。

「だって、そうじゃなかったら、危ないって言われてる場所に一人で手紙を出しに来る勇気なんて出ないよ。あの子、声をかけた時すごく怖がってたもの」

　怖がられたアルノスは、それを否定できない。

　テーブルの上に置かれたシワの寄った手紙を見る。あのシワは、ミルラが振り絞った勇気の痕あとなのかもしれない。

「だからね。あの子の願い、叶かなえてあげたいって思ったの」

「竜王には──親父おやじさんには、会えなくなるんじゃないのか」

「いいの。父様には、会っても仕方ないというか……私、兄様と違って、父様との接点、あんまりなかったし」

　そう話すエリヤは、本当に納得した上で提案しているようだ。

　親がいないアルノスには、親子の間のあれこれは理解が及ばぬ世界のこと。だから、これ以上、自分に言えることはないと判断した。

「……分かった。エリヤがそこまで言うなら」

「ありがとう。アルノス」

　エリヤが、きゅっとアルノスの袖を握った。

　その時、ああ、そうだったのか、とアルノスは気づく。

　どうやら彼女のその仕草は、感謝の気持ちも表しているらしい。

　ここまで一緒に旅をしてきて、アルノスはこの時、初めてその意味に気づいた。
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　冥府の門は満月の晩にしか開けない、とエリヤは言った。

　今夜が、ちょうどその満月の晩だ。

　しかも日中降っていた雨は上がり、雲の切れ間が生まれて、満月の光が降りてきている。どうやら、運命と時の神は、エリヤの味方らしい。

（日頃の行いだろうな……）

　アルノスは、ルベドからほど近い森の中を歩きながら、数歩先を行くエリヤの背を見てそう思った。彼女を先に歩かせるのは初めてのことで、少し心配になる。

　この森は、元々、ルベドを支配していた魔族の根城があった森だ。

　そして、森の中、魔力が滞留する場所に冥府の門を開くことができる──そう、エリヤは先刻アルノスに説明した。

　滞留する魔力は、人間よりも魔力に頼って生きてきた魔族にしか感知できない微弱なものらしい。それで現在、エリヤがアルノスの前を歩いているのだ。

「ねえ、アルノス。一つ、訊きいてもいい？」

「ん？　何だ」

　内容を尋ねると、エリヤがくるりと振り向いた。

　そのまま後ろ向きに歩こうとして……コケそうになるのをアルノスが支える。

「……おい。前を向いて歩け、危ない」

「あはは、本当。危なかった……ごめんなさい」

「で、訊きたいこと。何だって？」

「アルノスは、私のこと、どう思ってるのかなって」

　何やら漠然とした質問が飛んできて、アルノスは目を瞬く。

「どうって…………………………………………………………………………分からない」

　えー、とエリヤが頰ほおを膨らませ、それから焦りと悲ひ愴そう感を順に漂わせ始める。

「何かあるよねっ？　一言でもいいんだけど……結構、一緒にいた……よね……？」

「いや……何かはあるんだが……」

　アルノスの胸中は、まだ上手うまく整理されていなかった。

　エリヤと一緒にいると、胸の辺りが疼うずくような感覚を覚える。

　彼女を見ていると、眩まぶしさを感じて目を細めてしまう時がある。

　……けれど、それにしっくり対応するような言葉が上手く拾えずにいた。こういう時、オークのヒグルマのように上手く言葉が使えたら、とアルノスは自分の不器用さを嘆く。

「……エリヤはどうなんだ？」

　ふと、そう尋ね返した。

　そう言えば、彼女は自分のことをどう思っているのか……懐いてくれてはいるようだが、はっきりとした言葉で評されたことはない。

　アルノスは、自分が彼女の気持ちを知らないことに気づいた。

「……知りたい？」とエリヤが小首を傾かしげる。

「知りたくなきゃ訊きかない」とアルノスは肯定する。

　エリヤは、んー、と宙を見ながら歩いていたが、やがて、

「ええと……秘密」

　そう言って、いたずらっぽく笑った。

「何だそれ……」

「だって、アルノスが分かんないって言うから」

「分からない、というか……」

「というか？」

「……嫌いじゃない──と、思う」

　アルノスは、何とか探し出した言葉を口にする。

　そして、それが、想おもいを言葉の形にするきっかけになった。

「初めて……守りたい、と思ったんだ」

　何かを守ることを諦めた。自分には、何も守れないと思った。

　そんな風に勇者の夢を失ったアルノスが、初めて、この世界で守りたいと思った存在。

　人と魔族の間に生まれたエリヤは、勇者となる資格を有しながら勇者になれなかったアルノスに似て、半端な、どこか脆もろさを感じさせる存在で……だからこそ、彼女だったのだろう。

「幸せそうに笑っていて欲しい。ずっと、隣でそうしていて欲しい。だから守りたいって……俺はエリヤのこと、そういう風に思ってる」

　アルノスの、不器用なりに形にした言葉──それを聞いたエリヤは、驚いたように大きな赤い目をぱちぱちさせた。

　それから顔を真っ赤にして、表情豊かに百面相をしたあと、アルノスを見て、

「……えへへ」

　心底、嬉うれしいというように、はにかんだ。

　照れたように口元を綻ばせたまま、エリヤは嚙かみしめるように呟く。

「そっかぁ……そう、なんだ……守りたいのか……そっか……」

「……俺は答えたぞ」

「ごめんなさい……ちょっと、今は言えないや。何か、恥ずかしくなってきちゃって」

　俺だって恥ずかしい、とアルノスは思ったが、口にすると余計に恥ずかしく変な空気になりそうだったので、やめておいた。アルノスの微妙な心境に気づいたのか、エリヤも「変な話してごめんね」と申し訳なさそうに謝る。

「何かその……ちょっと、緊張しちゃって」

「そりゃあ、冥府まで行こうっていうんだ。堂々としてたら逆に驚く」

「アルノスは、緊張しない？」

「してないって言ったら噓うそだな」

　だが、エリヤのそれとは違う、とアルノスは思う。

　エリヤのことは守りたい……けれど、その他の魔族幹部級なら、話は別だ。

　しかも、今回は冥王──冥府に引ひき籠こもっている間は手を出しようがない相手である。

　倒すには絶好の──否、千載一遇の好機だ。そういう状況で、自分の心がどう転がるのか分からない……それがアルノスの緊張の理由だった。もしかしたら、エリヤを悲しませることになってしまうかもしれない……

「到着っ」

　アルノスが悩んでいると、やがてエリヤが森の中、静かに月光を反射する湖の縁で両手を広げて立ち止まった。

「ここからなら、冥府の門が開けるんだけど……アルノス、指先、切って欲しいの」

「は!?　いや、何だいきなり」

「私の血が必要なの。それが、この湖から門を開けるための鍵だから……その剣の先とかで、ちょん、ってできないかな。痛いのは、我慢するから」

　手を出してエリヤが訴えるので、アルノスは彼女から聖剣を遠ざけた。

　……聖剣の切っ先をエリヤの肌に触れさせるなど、恐ろしくてできるはずがない。力を解放しなければ大丈夫だろうが、まかり間違えて歯止めが効かなくなったら最悪だ。

「いや、この剣はまずい……ちょっと切るだけなら草とか……いや、ちょっと待て」

　アルノスは、鞄かばんのポケットに手を入れる。そして、そこから紙切れを取り出した。

「草と似たような感じに、紙でも切れる。こっちの方が清潔だ」

「じゃあ、お願いしますっ」

「俺がやるのかよ……あーもう。堪こらえろよ」

　目をぎゅっと瞑つぶったエリヤの手を取り、アルノスはその指先にスッと紙を走らせた。

　エリヤが微かすかに身じろぎ、じわり、と赤い血が生じた傷に滲にじむ。血が玉のように膨らむと、一滴、彼女はそれを湖へと垂らした。

　瞬間、湖が闇の深しん淵えんを覗のぞかせたような、光を吸い込む漆黒に染まる。

　アルノスは、エリヤの指先を止血する。

　そして、どちらからともなく手を繫つなぎ、二人は開いた冥府の門へと飛び込んだ。
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「何だか、静かだね」

　冥府の中を歩き、しばらく経たった頃、エリヤがぽつりとそう呟つぶやいた。

　冥府の門からここまで、風も吹かない、草木も生えない不毛の黒い荒れ地を、月光を頼りに進んできた。その間、死霊はおろか、動くものには何一つ出会っていない。

「だな。死の世界のイメージには、ぴったりだけど」

　周囲にくまなく意識を巡らせながら、アルノスは答える。

（……それにしても、確かに静かすぎる気はするが）

　こういう場所なのだろうか、と冥府を訪れるのが初めてのアルノスは疑問を覚える。危険がなく、平穏無事に進めるのであれば、これほど楽な道のりはない。

（まあ、エリヤが一緒だからかもしれないな……）

　冥府訪問の許可を得た、亡き竜王の娘だ。彼女が無事に冥王の元へ辿たどり着けるよう、御お触ふれが出ているのかもしれない。アルノスは、そう納得した。

　やがて二人は、荒れ地の果てまで辿り着いた。

「うわ、深いね……ちょっと怖い……」

　エリヤが、アルノスの袖を摑つかんだ。

　二人の目の前には、奈落のような黒い縦穴がぽっかり開いている。

　その穴の中心には切り立った岩山のような黒い城。そして、そこまで、今にも崩落しそうな一本の細い道が続いている。二人は、その道を進む。

「……エリヤ。ちょっと摑まってろ」

「えっ……わわっ」

　こわごわと足元を気にして歩みが遅いエリヤを、ひょい、とアルノスは抱えた。

　そのまま一息に細道を駆け下り──そうして、あっという間に城の入り口に到着する。

「エリヤ、着いたぞ……エリヤ？」

　反応がないので見れば、エリヤは、ぎゅうっ、とアルノスの胸にしがみついていた。

「……大丈夫か？」

「あ、う……大、丈夫…………ご、ごめんね、怖くて……」

　言いながら、エリヤはアルノスの腕から下りた。細い膝が、かくかく、と震えている。

「高いところなんて、空の旅で、もう慣れっこなもんだと思ったけどな」

「空とは違うよ。ここは、何だか、落ちたら二度と帰って来られなさそうで……」

　今しがた通り抜けた道の下を見下ろし、エリヤが怯おびえたように呟く。

　彼女のその気持ちは、アルノスにも分からなくはない。底の見えない深淵は、全ての終しゆう焉えんのようにも見える。

　二人が城の前に向かうと、重く閉ざされていた扉が、自おのずと開いた。

「入れって、こと、かな？」

「入るなってことなら、開かないだろ。歓迎されてるんじゃないのか」

「そっか。そうだよね」

　納得したエリヤが城へと入ると、アルノスも彼女との距離が離れないよう、そのあとに続いた。

　城の中は、外にも増して静かだった。

　まるで先ほど通ってきた満月を映す湖のように、しん、とした静寂に包まれた空間は耳が痛くなるほどだ。回廊を照らす青白い炎までもが、その動きを止めている。時間すら止まってしまったようなそこは、まさに死の城と呼ぶに相応ふさわしい場所だった。

「ねえ、アルノス……あれ……」

　と、エリヤがアルノスの袖を引いた。

　見れば、目の前に、青白い光の帯が現れていた。宙に輪を描くように浮遊している。

「あれは、転送陣……？」

　アルノスは警戒しつつ、それに近づく。

　帯は魔法で編まれた光の文字で、転送先の場所を表している。

「あー……これは、古代文字だな」

　古代文字は、一部の魔族にしか読めない文字だ。

「冥王様の元へ、連れて行ってくれるみたい」

　アルノスがその光る文字を読めずにいると、隣に並んだエリヤが呟く。

「なるほど、直通で行くことシヨートカツトができるってことか」

「私たちに気づいて、冥王様が用意してくれたんじゃないかな。入ってみない？」

「そうだな……他に、案内みたいなものもなさそうだし」

　周囲を見渡し、暗い回廊がいくつも口を開けているのを確認して、アルノスは転送陣を使う方がよさそうだと判断した。

　離れないよう、エリヤと手を繫つなぎ、一緒に、転送陣の中へ飛び込む──




　──次の瞬間、二人は転送陣によって、開けた暗闇の中へと飛ばされた。




　アルノスは、着地と同時に瞬時に周囲を確認する。

　青白い炎が燭しよく台だいに灯ともっているので、先ほどと同じ城の中のようだが、明らかに先ほどまでの場所とは違う。まるでアルノスが子供の頃にいた巨大な地下神殿のような、暗く、静かで、冷たい場所だ。

「アルノス、道が」

　足元を見て、エリヤが囁ささやいた。

　小さな青白い炎が、道を作るように、先に向かって灯ってゆく。二人は、導くようなそれを頼りにして暗闇の中を進んだ。

　やがて、道の先に、薄ぼんやりとした光が見えた。

　その光の中には玉座が置かれていて、一体の骸骨が腰掛けていた。

　かつては豪ごう奢しやなものだったであろうボロ布のようなガウンをまとい、頭に茨いばらのような金の冠を載せたその骸骨が、白骨の片手を鷹おう揚ように挙げる。

「やあやあ。ようこそ、冥府ナグルファルへ」

　カタカタと骸骨が動き、しわがれた老人の声で二人に語りかける。骸骨には、ギョロリとした目があり、それが二人をじっと見据えていた。

「我こそが、この冥府の王、ニグレドじゃ」

「冥王陛下……お目にかかれて恐悦至極にございます。私は──」

「もちろん存じておるぞ、エリヤステーデ姫。堅苦しい挨拶は不要じゃ。面を上げよ」

　アルノスの前に出て跪ひざまずいたエリヤに、冥王はそう言って穏やかに手で制した。

　肉と皮がついていれば、恐らく、孫か姪めいにでも再会したような笑顔だったことだろう。エリヤは、それに従って立ち上がった。

「儂わしこそ、そなたに会えたこと嬉しく思うぞ、竜の姫よ。このような陰気な場所に、よくぞ参られた」

「登城の許可をいただき、誠にありがとうございました。それに、転送陣まで」

「役に立ったようなら何よりじゃ。むしろ、門からわざわざ足労をかけたな。すまぬ」

「いえ、そんなっ、生きては行けぬ地と言われる冥府を見ることができて光栄でした！」

　冥王の歓待の言葉に、エリヤは恐縮しながらもきちんと受け答えする。

　さすが王女だな、とアルノスが何度目になるか分からない感想を抱いていると、ふいに冥王の視線がアルノスへと向いた。

「して、今こ宵よいは父に会いに参ったのじゃろう？　何やら同伴の者がいるようじゃが」

「いえ……実は、そうではないのです」

「……はて。父に会いに来たわけではない、と申すか？」

　その瞬間、アルノスは微かに空気が張り詰めるのを感じた。

　だが、続くエリヤの言葉に、それはすぐに和らいだ。

「実は、とある方への手紙を届けに参りました」

「……手紙、とな？」

「はい。彼はポストマンのアルノスです」

　突然の紹介に、アルノスは慌てて帽子を脱ぎ、頭を下げた。

　それが王族への礼儀だと、修行時代に教え込まれていたからだ。

「ふむ……白髪……」

　アルノスの容姿を前に、冥王は目を細める。

　その訝いぶかるような反応に、アルノスは身構えた。勇者の特徴に気づいたのだろうと思った。けれど、

「ポストマンと言ったな……手紙を届けに来た、と。どういうことじゃ？」

　冥王は、アルノスの容姿には触れなかった。代わりにかけられた問いに、アルノスは慌てて鍵付き鞄を開けて、ミルラの手紙を取り出す。

「ミルラという少女が、亡き母に宛てた手紙です。これを届けに参りました」

　アルノスが答えると、冥王は小さく唸うなった。エリヤを見て、手紙を見て、を繰り返す。幾分か困惑しているようだ。

「姫……本当に、竜王に──父に会いに参ったわけではないのか。冥府での願いは一つしか聞けぬぞ。この手紙を届けるために、そなたは父に会う権利を放棄すると申すのか」

　はい、とエリヤは頷うなずいた。

「陛下。私は、父に会う意味を見いだせておりません……きっと、今後もそれは変わらないでしょう。ですから──であれば、私の手元にある権利で、少女の願いを叶かなえたい。そう思うのです。どうか、この手紙をお渡しいただけませんか」

　乞い願うように、エリヤが再び恭しく跪く。

　冥王は、エリヤの願いを推し量るように黙考していたが、やがて、カタ、と骸骨の口を開き、白骨の手を差し出した。

「……あい、分かった。その手紙を渡そう」

　受け取るという意思の表示に、エリヤが顔を上げた。そうして、アルノスから手紙を受け取ろうとした時、

「ポストマンよ。そなたが持って参れ」

　冥王が、そうアルノスへと命じた。

　アルノスは思わず、ぎくり、とする。

　冥王の傍らに近づく好機だ──そんな言葉が脳裏に過よぎった。

「……エリヤステーデ姫に、お渡しいただいた方がよろしいのでは」

「なぜじゃ？　苦しゅうないぞ、近ちこう寄れ」

　重ねて命じた冥王に、アルノスは観念して玉座へと向かう。

　玉座まで一歩一歩詰めながら、アルノスは自分を抑えられるかという不安と戦っていた。冥王へと刃が容易に届く距離で、聖剣を抜く──その誘惑に、自分は耐えられるのか……

　背後のエリヤに見守られながら、アルノスは薄ぼんやりとした光の中へと進み入る。

　冥王の元へ歩み寄ると、骸骨の中で唯一の生者染みた目が、じっと観察するような視線を向けてきた。緊張に耐えながら、アルノスはミルラの手紙を冥王の手の平に載せる。

　そして──静かに踵きびすを返し、その場から離れた。

「では、これは、ミルラの母に渡そう。しかし、返事は約束できぬぞ」

「ええ。分かっております。よろしくお願い致します、陛下」

　戻ってくるアルノスを迎えたエリヤが、最後にそう念押しし、自分たちの訪問の用件が終わったことを伝えた。

　冥王に手紙を渡したことで、謁見の時が終わる。

　退城の挨拶をしたアルノスとエリヤは、転送陣のある場所へと戻ることにした。青白い炎の道に足を踏み入れる。

「ポストマンよ。一つ、この冥王の問いに答えてはくれぬか」

　その時、冥王が呼び止めた。

　アルノスは、怪け訝げんに思いながら振り返る。

　薄ぼんやりとした光の中、陰で表情の見えない骸骨が、カタ、と口を動かす。

「おぬし、戦争はもう終わった、と思うか？」

「──はい」

　アルノスは、とっさに噓うそをついた。

　まるで自分の中を見透かされていたような問いに、じっとりとした汗が背中に浮かぶ。

　自分にとっての戦争がまだ終わっていないことを──魔王軍幹部級の残党討伐を考えている自分のことを──この冥王は気づいたのかもしれない。

　緊張に身構え、アルノスは返ってくる言葉を待つ。

「……ふむ。そうか」

　警戒するアルノスをよそに、冥王は、そう一言、納得したようにこぼしただけだった。

　二人は、そのまま転送陣で城の入り口に送り出された。

（よかった……何事もなくて……）

　外へと出たアルノスは、城を振り返り、安あん堵どした。

　剣を抜いて戦うことになってしまうのでは……そんな風に会話の端はし々ばしでひやりとしたが、どうやら杞き憂ゆうで済んだようだ、と。




　しかし、アルノスはこの後、知ることになる。

　……それが杞憂ではなかった、と。
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「だ、大丈夫、アルノス……!?」

　肩で息をし始めたアルノスに、エリヤが駆け寄る。

　冥府の門まで間もなくというところで、二人は無数のアンデッドから猛攻を受けた。

　聖剣レギオンの力なしで切り倒しているが、アンデッドに普通の攻撃は効きづらい。アルノスは、かなりの体力を奪われていた。

　以前、山麓都市ローランドの森で対たい峙じしたアンデッド・ドラゴンも現れていて、その数も異様に多い。巨大な首なし騎士デユラハンまでいる。さすがに聖剣レギオンの力を解放せずに倒すのは不可能で、二人は冥府の門までかなりの遠回りを余儀なくされていた。

「どうして……来た時は、こんな風じゃなかったのに……」

　冥府の変へん貌ぼうぶりに、身を寄せるエリヤが怯おびえたように呟く。アルノスは呼吸を整えて、彼女の疑問に答えた。

「……冥王、だな」

「陛下が……？　で、でも、さっきはあんなに親しげにされてたのに……」

「冥王は、俺が勇者で、自分を殺しに来たと思ったのかもしれない」

　予感はあったのだ。

　玉座に招いた時、冥王は確認したのだ。アルノスが、現在において最も勇者たる特徴を──白い髪に青い目、そして、聖剣レギオンを──有していることを。

　そして、『戦争はもう終わった、と思うか』という最後の問いかけ……あれは、問いではなく確認だったのだろう。冥王は、アルノスが抱く魔族に対する殺意にも気づいたのだ。であれば、葬ほうむることに決めたのも不思議ではない。

「そんなっ……アルノスは、そんなことしに来たわけじゃないのに」

「いや……実は……そうでも、ないんだ……」

　アルノスが罪悪感に耐えかねて呟く。

　それを聞いたエリヤが、はっと息を吞のんだ。

「……アルノス？」

「ごめん、エリヤ……黙ってたけど、俺、魔王軍幹部級の残党を殺せって、王国マルクトから命じられてるんだ──そうすれば勇者にしてやるから、って。エリヤのことも、そのために利用できるって……考えていた時期が、あった」

　アルノスの告白に、エリヤがまるで頰ほおを張られたように目を見開いた。

　その表情に、アルノスの胸にも痛みが走る。こんな顔をさせたくはなかったのに、と後悔する。

「……私の、こと……だから、そばに置いてくれてたの……？」

「それは違う！　最初は、確かにそうだったかもしれないけど……でも、もうこれっぽっちも思ってないっ！」

　今にも泣き出しそうなエリヤを前に、アルノスは必死に気持ちを説明する。

「言っただろ……エリヤのこと、守りたいって。玉座まで──冥王の首を取れる距離まで呼ばれて、それでも踏みとどまれたのは、エリヤと一緒にいたかったからなんだ。信じられないかもしれないけど、でも、俺はもう勇者になるよりも、エリヤと──」

　とん、と小さな衝撃がアルノスの胸に走る。

　エリヤが、アルノスに抱きついていた。

「エリヤ……？」

「……あのね。私、アルノスが、何かに悩んでるの、知ってた」

　思ってもいなかったエリヤの告白に、アルノスは呆ぼう然ぜんとする。

「まさか……気づいてたって、いうのか……？」

「うん。何に悩んでるかは分からなかったけど……でも、もしそれを聞いたら一緒にいられなくなるんじゃないかって怖くて、私も訊きけなかったの。

　……言ってくれて、ありがとう。私、アルノスの言葉、信じるよ」

　ぎゅう、とエリヤが、その細い腕でアルノスを抱きしめる。

　まるで、これからも一緒にいよう、と伝えようとするかのように。

　アルノスはそれに応えるように、彼女の身体からだを一度抱きしめ返した。けれど、すぐに身体を離す。

「エリヤ……本当は、もっときちんと話したい、けど、今は時間がない。冥王の狙いは俺だ。だから、一人で現世へ戻れ」

「そんなっ！　私、冥王様を説得して──」

「無理だ。最悪、巻き込まれる。俺もあとからエリヤを追いかける……帰るから」

「本当？　私のところに、ちゃんと帰ってくる？」

　ああ、とアルノスが頷うなずくと、エリヤは納得したらしい。

「分かった。それじゃ私、先に行って待ってるから！」

　不安を隠すように明るく言って、エリヤがアルノスから離れた。彼女が冥府の門へ辿たどり着くまで時間を稼ごうと、アルノスは背を向ける。

　──その瞬間、全身が総毛立つような悪寒を感じた。

　同時に、背後から何か悍おぞましい気配が迫ってくるのを察知する。

（疾はやい、これは──）

　対処が間に合わない、そう思いながら振り返った時だった。

　そこに、エリヤがいた。

　認識した次の瞬間、彼女の身体が、黒い一条の矢に貫かれる。

「エリヤっ!?」

　ふら、と傾いた彼女の身体を、アルノスは倒れる前に抱き留める。

　覗のぞき込んだエリヤの顔は、血の気がなく、蒼そう白はくだった。あんなに元気だったのに、とアルノスは黒い矢に貫かれた彼女の胸元を確認する。

　滑らかな肌に矢傷はなく、代わりに、黒い紋様が浮かび上がっていた。

「これは……まさか、〝死の呪い〟か……!?」

　エリヤがアルノスを庇かばって代わりに受けたのは、受けた者の魂を削り取り、やがて死をもたらす呪われし魔法だった。ブローディアのケープでも防げなかったらしい。

　この呪いは、術者にすら解けないと言われる最悪の魔法だ。解呪するには、術者を殺すしかない。つまり、冥王を、殺すしか──

「ア、ルノス……大丈、夫、だった……？」

　エリヤが、か細い声で尋ねる。

「ああ、大丈夫だ……エリヤのおかげだ」

「よかった……私、役に立った、よね……」

　言って、エリヤが弱々しく笑った。

　手を握ると、冷たくなっているのが分かる。脈も弱い。それらを確認していると、アンデッドたちが集まってきた。じりじりと迫ってくる。

　アルノスはエリヤを横たえ、聖剣に手をかけた。

　冥王の元へ戻り、殺す──エリヤを救うために、もはや迷っている時間はなかった。
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　エリヤを安全な場所に残して、アルノスは来た道を戻り、冥王の元へと向かった。

　激げき昂こうしたアルノスが通ったあとには、アンデッドたちの魂の片へん鱗りんも残っていない。

　殺し続けるうちに襲いかかってくる敵の数もどんどん減り、転送陣が消えた城の中を進む間に、とうとう、それらの姿は見えなくなった。

（エリヤは、殺さない……助けるんだ……吞のまれるな……）

　半分だけ解放した聖剣レギオンの力を、アルノスは何とか意思で御ぎよしていた。自分が何のために聖剣を振るっているのかを常に確認しながら、冥王の元を目指す。

　やがてアルノスは、先刻は転送されて訪れた、地下神殿のような謁見の間に辿り着いた。

「何ということじゃ……儂わしともあろう者が、まさか狙いを外すとは……」

　再び相まみえた冥王は、アルノスを前に落胆の声を上げる。

「見せかけの終戦から四年……耄もう碌ろくしたかもしれぬな」

「見せかけだと？」

「ああ、そうじゃ。そなたも思っておったじゃろう、まだ終わってはおらぬ、と」

　ゆらり、と冥王が玉座から立ち上がった。

　否、彼かの王に足はない。亡霊のように宙に浮いている。

「そもそも、あのような戦の終わりなど、正しいわけがない。魔族が人間を支配する世……それこそが、正しい終戦後の世界じゃ。魔族が人間と共存などと、儂は認めぬ」

「……じゃあ、あんたの中での戦争も、終わってはいないんだな」

　アルノスが確信を持って問えば、冥王は「いかにも」と迷いのない返答をする。

「冥府にて我が軍勢を揃そろえ、王国マルクトを始めとした人間たちの主要都市を攻め落とすつもりじゃった。そのために……来きたるべき日に備えて死霊兵たちを作っておった。先日、ローランドの森で我が死竜を消滅させたのも、そなたじゃな」

　冥王の言葉に、アルノスの中で点と点とが線になる。

「……そうか、あのアンデッド・ドラゴン……おかしな場所に現れたと思ったら、やはり、あんたの仕業か」

「冥府の門を試しに開けた際に、魔力障壁ウオールが邪魔をして戻れなくなった死竜じゃよ。それをああも呆あつ気けなく消滅させるとはと危き惧ぐしていたが……冥府で揃えておった死霊兵たちもほぼ壊滅とはのう。勇者とは、まことに恐ろしい生き物よ」

　カタカタカタカタ、と骸骨が歯を打ち鳴らす。笑っているようだ。

　その動きが、ピタリと止まる。

「……静かに息の根を止めてくれようと思ったが、しかし、邪魔が入るとは」

　アルノスは、奥歯を嚙かみ締しめた。

　こいつが、エリヤを苦しめている。こいつが──

「──冥王。あんたの放った死の呪い、解呪することはできないのか」

　怒りと憎しみを堪こらえて、アルノスは尋ねた。もし万が一にも可能ならば、争うよりも早くエリヤを助けられるからだ。

　けれど、冥王はカタカタ、と骸骨の頭を横に振った。

「残念じゃが、それは無理じゃ。儂を殺すことのみが、唯一の方法ゆえ」

　その答えが、アルノスを決心させた。

　ここまで耳を塞ぎ続けてきた聖剣レギオンの囁ささやき、それを聞き入れる。

「……そうか。じゃあ、時間がもったいないな──死んでくれ」

「死ぬのはお前じゃ、わっぱ」

　暗闇の中、アルノスの手元から青白い光が迸ほとばしる。

　同時に、冥王の身体からだから黒い炎が吹き出した。ざざざ、と波打つような音がして、アルノスの周囲に無数の死霊兵が立ち上がる。

　冥王の玉座から離れた瞬間、逃れたはずの戦いの運命。

　その流れに戻されたことを皮肉に思いながら、アルノスは聖剣を握り、冥王へ向かって地を蹴けった。ただ、エリヤの命を救いたい──その一心で、聖剣レギオンの力を解放する。




　二度と起きぬことを願われていた勇者と魔族の戦いが始まる。

　誰よりもそれを願っていたはずの、エリヤの命を賭けて──
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　冥王ニグレドは、死を与え、死を退しりぞける存在だ。

　相対する者には死を与え、己の死は退ける。そういう魔法を使った戦い方をする。

　加えて、無数に発生する配下の死霊兵が、冥王を堅く守っていた。冥王が手を下さずとも、虫が湧くように生じた死霊兵が、何匹も何匹もアルノスに食らいついてくる。

　その全てを、聖剣の一振りでアルノスはねじ伏せた。

　聖剣レギオンの力は、全て解放した。

　一分一秒も時間が惜しかったのだ。冥王を──魔王軍幹部級を殺さねばならない。そうしなければ、エリヤの命が危ない。

　エリヤの同胞を殺すこと。

　エリヤの望む世界に生まれ始めた平和の芽を摘むこと。

　あんなに覚悟できずにいたのに、その行為がエリヤの命と天てん秤びんにかけられた今、アルノスは何の迷いもなく実行する決断をした。

　なぜならアルノスは、〝彼女に〟、平和で、あたたかで、幸せな……そんな世界で生きて欲しかったからだ。

　彼女がそこにいないのなら、平和など何の意味もないとアルノスは思う。

　彼女がいなかったなら、自分は魔族を殺すことで悩んだりなどしなかった。

　彼女がいなくなる世界なら、自分は迷うことなく魔族を殺せる。




『ソウダ。殺セ』

『殺セ。魔族ヲ、根絶ヤシニシロ』

『殺セ。殺セ。魔族ヲ。殺セ。人間ノ敵ヲ。俺タチの敵ヲ。殺セ』




　銀の入れ墨ずみのような紋様が、アルノスの肌に魔族への殺意を刻んでゆく。

　まるで、アルノスを本能に刻んだ勇者の血の定めに縛りつけるように。王国からの命に従わせようとするように……けれど、それは今のアルノスには不要だった。




「──言われずとも、殺す」




　暗い地下神殿のようなその場所を、聖剣から迸る閃せん光こうが埋め尽くした。

　死霊兵たちの半数が、悲鳴を上げることなく一瞬で蒸発する。残りの半数は、アルノスが切り払い、消し飛ばしてゆく。

　その聖剣の切っ先が徐々に速度を上げ迫ってくる状況に、冥王が狼ろう狽ばいし、後退した。

「あれが聖剣レギオン……竜王を殺した剣……あれでは、まるで、魔剣では──」

　冥王が呟つぶやいた瞬間、その目の前で、アルノスが聖剣レギオンを振るった。

　冥王の身体からだの一部が消滅する。

　死者の王が苦く悶もんの声を上げた。己が司る死を退け切れないと焦り、恐れて、逃れようとする。

　けれど、アルノスには逃がすつもりはない。

　なぜなら、この冥王を殺さなければ──殺すことこそが──




　──それが、勇者の定めだ。




　聖剣レギオンの囁きが、頭の中で何重にも膨らんでゆく。

　エリヤの命を案じていたはずの頭の中が、殺意一色に塗り替えられてゆく。

　自分が何のためにここに来て、何のために戦っているのか。アルノスは、既にそれを忘れかけていた。

　何か大切なものを守ろうとしていたはずだった。

　世界の平和？　人間たちの平和？　誰かの平和？　己の平和？

　どれも違う気がしたが、確かなことがある。

　自分が、冥王を殺せばいいということ。魔族を殺すために、ここに来たということ。

　王国の密命に従い魔王軍幹部級の残党討伐を成し遂げ、世界中の魔族を一人残らず殺して、人間だけの世界にし、真の勇者となる。

　そうすることが、自分の存在理由。自分が、この世に生まれてきた意味なのだから──




「アルノスっ！　だめっ！」




　背後からの声に、アルノスは聖剣を振るう腕を止めた。

　その瞬間、小さな衝撃が身体に走る。

　アルノスの背中に抱きついたのは、エリヤだった。

　彼女は、息も絶え絶えで、半ばしがみついているような状態でそこにいた。戦いを止めるために、アルノスのあとを追って、ここまでやって来たのだ。

　けれど、アルノスは、彼女を魔族の少女として認識していた。

　その手に握った聖剣が、容赦なく振り上げられる。もはや、アルノスに自由になる意識はなかった。ただ、目の前の魔族を殺さねばならない、とその身体はひとりでに動いていた。聖剣レギオンに残された、勇者たちレギオンの憎悪と悔恨に満ちた遺志がそうさせていた。

　たとえ、目の前の魔族が、この戦いを始めた理由でも。

　命を救いたいと思った少女でも。

　今日まで共に旅をした少女でも。

　嫌いじゃない以上の大切な少女でも。

　泣かせたくない、傷つけたくない、そう思った大事な相手でも。

　これから先、ずっと二人で、ずっと一緒に生きていきたいと願った人でも。

　たった一人、自分がこの世界で初めて、守りたい、そう強く思った尊とうとい存在でも──

「アルノスっ……お願い、聞いてっ……お願いっ……！」

　死の呪いに侵され、命を削られながら、エリヤは力の入らない身体で必死にアルノスにしがみつき、叫んだ。振ふり被かぶられた聖剣にも怯ひるまず、崩れそうになる足に力を入れて堪え、大切なものを引き留めようとするように訴える。

「アルノスっ……だめだよっ！　あなたは、平和を作る勇者──ポストマンなんだよっ！　冥王様を殺したりしないで……」

　エリヤは、戦い慣れた戦士でもなければ、純血の竜人でもない、半端な魔族だ。

　人間よりも少しだけ体力があり、少しだけ丈夫な、ただの女の子で、勇者として造られたアルノスには到底敵かなわない非力な存在だ。そして、死の呪いに蝕むしばまれ、動くことすらままならないはずなのだ。

　なのに、それでも、彼女は諦めていなかった。

「お願い、あなたが作ろうとしてきた〝本当の平和な世界〟を壊さないでっ……！」

　エリヤは必死に訴えた。身体のあらん限りの力で、アルノスを止めようとする。

　けれど、アルノスの身体は、それを魔族からの攻撃と受け取った。自分を拘束しようとするエリヤの身体に向かって、躊ちゆう躇ちよなく聖剣を振り下ろそうとする。

　けれど、その瞬間──




　すり、と。

　エリヤが、自身の折れていない方の角を、アルノスの頰ほおに擦り寄せてきた。




　それは、彼女たち竜種にとっての親愛の証あかし。

　彼女にとって、心を許した相手以外、触れさせぬ身体の大切な部位。

　その行為に、アルノスの聖剣を振り下ろす手が、ぴたり、と止まった。

「アルノス……私、知ってるよ。世界は、まだ平和じゃないって」

　まるで宥なだめるように、そこを何度も何度もアルノスに擦り寄せながら、エリヤは話す。

　世界が平和じゃないと知らず、彼女は角の一つを失った。そして、彼女は思い知った。未いまだ傷ついたまま癒えぬ世界を。

「けど、私ね……あなたが手紙を届けた人たちの先に、平和な世界が見えたんだ。短い旅だったから、アルノスも、ちゃんと、覚えてるよね……？」

　旅の記憶を確認するように、エリヤがアルノスに尋ねた。

　辺境最奥のマグメル村、魔王城近くにある元勇者の孤児院、エルフの渓谷都市ヴァレリスとオークの村、ドラゴンと共生する山麓都市ローランド、人魔が街を二分して住む常闇都市ルベド──アルノスとエリヤは、出会ってから今までの時間で、最果ての地ティルナノグを旅しながら、それらの地で人々に手紙を届けてきた。

　いずれの地にも、真の意味での平和はなかった。

　綺き麗れい事ごとでは済まされない、人魔の対立と戦争による禍か根こんが、根深く残っていた。

　誰かを呪う者たちがいて、公には慕い合えない者たちがいて、自分とは違う存在に怯おびえる者たちがいて……無む垢くに差し出された手を信用できず、殺そうと危害すら加える者たちがいる。

　世界は、まだ一つになれずにいた。

　人魔は未だ分かり合うことはできていなかった。

　それでも──




　──それでも、エリヤの言う通り、そこには確かに、平和な世界の兆しがあった。




「あなたの届ける手紙が、離れていた世界を繫つないでる……あのね。私、あなたと一緒なら、いつか本当に平和な世界を見られるって思うんだ。あなたが、そういう世界を作ってくれるって、いつか、きっと」

　掠かすれた声でエリヤは囁ささやき、アルノスの身体を抱きしめる。

　小さく華きや奢しやな身体で精一杯、言葉を、想おもいを伝えようと、アルノスに訴える。




「だから……お願い、アルノス……………………………………帰ってきて……っ」




　そんなものは噓うそだ、と聖剣レギオンが嘯うそぶく。

　殺さなければならない者たちが残っている、と。

　まだ戦いは終わっていない、と。

　そして、アルノスの中での戦いも、決して終わってはいない──




（──でも、エリヤの中では、もう、）




　戦争は、とっくに終わってるんだ……




　エリヤの腕の中で意識を取り戻したアルノスが、そう思った時。

　青い目に浮かんでいた涙とともに、手放せずにいた聖剣レギオンが、地面に、落ちた。

　その瞬間、アルノスは、まるで憑つき物ものが落ちたように全ての状況を理解し、そして、




「う、あ、ああ……ああああああああああ……ああ……ッ！」




　アルノスは、声を上げて泣いた。

　エリヤに縋すがるようにして、慟どう哭こくするように号泣した。

　勇者になれない──そう分かった四年前、悔しくて悔しくて、死ぬほど泣いた。もう死んでもいい、そう思いながら、涙も声も涸かれるまで泣き続けた。暗い闇の底に沈んでいくようだった。本当に死んだようだった。けれど、今は、その頃とは違う……アルノスは、泣きながら、自分の中で何かが解放されたのを感じていた。

　誰に憚はばかることもなく、エリヤの胸の中で、まるで子供に戻ったように、泣いて泣いて、泣いた。ここが、彼女が、自分の居場所なのだと、その時に気づいた。自分は、ここにいていいのだと、許された気がした。

　生きる意味が、ここにある気がした。

　……なのに、救えない。彼女は、まだ、死の呪いに蝕むしばまれているのに。何もできない。唯一、殺すことだけが、彼女を救える方法なのに──それが悲しくて、悔しくて、つらすぎて、アルノスは嗚お咽えつを止められない。

「大丈夫だよ……大丈夫……アルノス、私、大丈夫だから……ずっと、一緒にいるから」

　アルノスの気持ちを理解したエリヤが、あやすようにその頭を撫なでる。

　アルノスはその心地よさに徐々に己を取り戻してゆく。何か、彼女を救う方法が他にもないかと、冷静に頭を働かせ始める。暴力的な聖剣レギオンの力を前に、冥王は放心し、黙りこくったままだ。しかし、何か、彼なら、もしかしたら──

　そう考えた時、エリヤのその手が、ふいに止まった。

「……エリヤ？」

　アルノスが顔を上げた瞬間、かくん、とエリヤの身体からだから力が抜ける。

　彼女は意識を失っていた。

　同時に、アルノスは気づき、愕がく然ぜんとする。

　エリヤの身体は、既に冷たくなり始めていた。弛し緩かんした指先は、氷のように凍てついている。いつもは生きている証の赤あか味みがある頰も、今はまるで雪のように白い。

「エリヤ……噓だろ？　返事を──返事をしてくれ……っ、エリヤ……エリヤっ!!」

　アルノスはエリヤの身体を抱きしめ、その名を呼ぶ。何度も、何度も。エリヤ、お願いだ、目を開けてくれ、と。

　けれど、エリヤは応えない。眠るように目を閉じたまま、動かない。




　冥府の最奥、時間さえも止まった地下神殿のような場所。

　そこに、アルノスの悲痛な叫びが響き渡った。
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　エリヤが気づいた時、そこは真っ白な空間だった。

「アルノス……？」

　名を呼ぶが、応える声はない。

「私、どうしたんだっけ……確か、冥府に来て……そうだ」

　思い出した。

　自分が死の呪いを受けて。アルノスと冥王が戦うことになって。アルノスが聖剣に意識を奪われて。自分は、二人を止めようとして。アルノスを止めようとして。

　止めて……それから……

「……死んじゃった？」

　自身の手を見て、エリヤはぽつりと呟つぶやく。

　戦いが夢ではなかったことを思い出した。

　途端に、心の中に悲しみと寂しさが押し寄せて来て、エリヤはその場に立ち尽くした。

「……アルノスに、もう会えないのかな」

　これから先も、一緒に旅をしたかった。できると思っていたのに。

　一緒に、平和な世界を見られると思っていた。共に生きられると思っていたのに。ずっと一緒にいるって言ったのに。

「大丈夫かな、アルノス……気にしてないといいんだけど」

　自分を助けられなかったなんて思い詰めなければいいけれど……そんな風に、エリヤは遺のこしてきた彼のことが心配になる。アルノスは強い。頼もしい……けれど、反面、とても真面目で、脆もろい。そのことに、短い旅の中でエリヤは気づいていた。

　どうか壊れないで、と願う。

　あなただけでも、平和に、幸せに、と……ただ、彼の無事を祈る。

「伝えたいことあったのに……恥ずかしがらずに、ちゃんと伝えればよかったな……」

　目の奥が熱くなり、つん、と痛くなった鼻をエリヤはちょっとだけぐずつかせる。でも、後悔してももう遅いのだと、すん、と鼻を鳴らして顔を上げ、辺りを見渡した。

　これから自分はどうなるのだろう、どうしたらいいのだろう、と考える。

　どちらを見ても、白一色で、道や出口のようなものは見えない。




「エリヤ」




　ふと、背中の方から厳おごそかな声がした。

　その聞き覚えのある声に、エリヤは弾はじかれたように振り向く。

　そして、息を吞のんだ。

　そこには一組の男女が立っていた。

　壮麗な厳いかめしい顔つきの男は、肌の一部が鱗うろこ状の竜人だ。

　頭には、エリヤが失ったのとよく似た、立派な角。竜の王たる証。

「……う、そ…………父、様……？」

　父が、初めて見せる穏やかな笑みを口元に浮かべた。

　その隣に立つのは、落ち着いたドレス姿の、エリヤに顔立ちがよく似た人間の女性。

　昔エリヤが一度だけ覗のぞいた竜王の私室、そこにのみ飾られた肖像画の妃きさき。

「まさか…………母様……なの……？」

　エリヤの言葉に、母は微笑ほほえみ、両手を広げる。

　瞬間、涙が、ぼろぼろ、とエリヤの目から零こぼれ落おちた。

　物心つく頃には既に遠くの人だった母、エリヤは初めて、その腕の中へ飛び込む。




　そうして、エリヤは二人から聞かされた。




　二人は、人魔が争う世界でも、互いに深く愛し合っていたこと。

　母は、エリヤを愛していたということ。

　もっと、ずっと、一緒にいたかったと思っていたこと。成長する娘をせめて大人になるまで見守りたかった、と嘆きながら最期を迎えたこと。




　父が戦いに明け暮れるようになったのは、母を失なくした悲しみからだったこと。

　そして、竜王と人間の間に生まれてしまった半端な魔族の娘が、平穏に生きられる世界を作りたかったからだということ。

　娘とほとんど接触をしなかったのは、政略に巻き込みたくなかったからだということ。

　父も、エリヤを愛していたということ。

　ただ幸せになって欲しいと願っていたこと。




　二人とも、肉体を失った今でも、娘の幸せを願っていること。




　やがて、エリヤは涙を拭った。

「……あのね、父様、母様。私にも、幸せになって欲しい人がいるんだ」

　娘の告白に、竜王と妃は、優しく頷うなずいた。
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　アルノスは、エリヤの身体からだを抱きかかえて冥府から現世へと帰還した。

　小雨が降りしきる森の中を、常闇都市ルベドまで戻る。

　いつも腰に差していた聖剣レギオンは、もうない。

　エリヤの命の最後を削り取ったのは、聖剣レギオンに意識を奪われた自分だ……そう思ったアルノスは、あの武器をもう持ちたくなかった。それが必ず手元に戻ってくるように定められた物でも、今は棄すててしまいたかった。

　だから、冥府からの帰りに、奈落の底へと放り込んだ。落ちたら二度と帰って来られなさそう、とエリヤが言っていた、その全ての終わりのような場所に。




　──エリヤが倒れた、あのあと。

　アルノスは剣を収め、冥王もそれに応じた。

『身を挺ていしてそなたを止めた姫に免じ、儂わしは挙兵を考え直すことにした』

　冥王はそう話したが、今回彼自身が負った傷の回復にも、挙兵どころではないのだろう。

　いずれにせよ、魔族の姫エリヤを抱きしめて壊れそうなまでに慟どう哭こくしたアルノスと戦う意思は、もうないようだった。

『姫の肉体は、まだ死んでおらぬ……じゃが、魂は深く傷つき、現世には戻れぬ。姫には、本当にすまぬことをした……』

　生と死を司る冥王は、エリヤの容態についてそのように告げた。

　エリヤには、ブローディアのケープと竜の涙で作った護まもりの指輪があった。だから死の呪いは緩やかになり、彼女はアルノスを止めるまで動き続けることができたのだ。けれど、彼女の心臓を貫いた死の呪いを完全に防ぐことはできなかった。

　魂を失えば、生命活動を続ける肉体もやがては死に、土へと還かえる……それが自然の理ことわりだが、冥王はエリヤの肉体を冥府にこのまま残して行っても構わないと言った。

　けれど、アルノスは、現世に連れて帰ることにした。

　そうすることを選んだのは、エリヤが一緒にいたいと願っているような気がしたからだ。

　否、アルノス自身が、それを願っていた。彼女と、まだ、一緒にいたい。別れが突然すぎて、気持ちがついて来ていなかった。守れなかったことを、受け入れられずにいた。

　ミルラが母親に宛てた手紙は、冥王が必ず渡すと約束してくれた。孫のように思っていたエリヤに呪いをかけたことを、冥王は心から悔いているようだった。

　最初から、互いに憎しみを向けなければ、とアルノスは今さら思う。

　そうすれば、エリヤは今頃、いつものように隣で笑ってくれていたのだろうか、と。

　後悔を嚙かみ締しめながら、アルノスは、エリヤの身体と共に現世へと送り帰された──




　冥王でも首を横に振った彼女を助けられる者など、どこにもいない。

　行く宛てもなく、アルノスはテイルの元へ戻った。

　動かなくなったエリヤにテイルが気づき、きゅる……、と寂しげな鳴き声を上げた。テイルにも、エリヤの肉体が空だと分かっているらしい。

　木陰の下、一緒の時間を過ごしてきたソリの中でエリヤの身体を抱えながら、アルノスはしばらく途方に暮れた。けれどそのうち、せめて、アルノスの血で汚れた彼女の顔を綺き麗れいに整えてやりたいと思った。

　アルノスは、ミルラの家を頼ることにした。

　部屋を貸してはもらえないか、とエリヤを抱えて尋ねると、アルノスの様子に事情を察したミルラの父は、快こころよく亡き妻が使っていた部屋を貸してくれた。

　アルノスは、エリヤをベッドに横たえた。

　雨に濡ぬれた髪を乾かし、顔を拭いてやる。そうしていると、エリヤはただ眠っているだけに見えた。脈をとれば、まだ、ゆっくりとだが、とくん、とくん、と刻まれていた。

　これで魂が入っていないなど、悪い噓うそのようだ。

　……けれど、現実だった。彼女の心臓が止まったら……そうしたら、あとは……

（……あとは……弔とむらわないと……）

　アルノスは、ベッドの傍らで、エリヤの手を強く握りしめる。

　何か奇跡が起きて、彼女が目覚めないかと、祈ったこともない神に乞う。

　けれど、無情にも時間だけが過ぎてゆく。

　そうして、丸一日が経過した頃──




　──憔しよう悴すいし、ぼんやりしていたアルノスは、ハッとして顔を上げた。

　握り続けていたエリヤの手の中……そこに、温かな何かを感じたのだ。

　静かに手を開く。と、そこに、一通の手紙が現れた。

「これは……？」

　アルノスは手紙を手に取って見る。封筒には、宛名が記されていた。




『最果ての勇者様へ』




　封筒の裏には、エリヤのサインがあった。

「……どういうことだ、なんで」

　アルノスは、慌てて封筒を開けた。

　焦りからか、指が上手うまく動かずもどかしく思いながら、その手紙に目を走らせる。








　エリヤです。

　突然の手紙で、驚いたかな。

　アルノスに伝えておきたいことがあったので、手紙を送ることにしました。




　出会った時のこと、覚えていますか。

　忘れられてたら、ちょっぴり悲しいかな。

　でも、私はアルノスに会った時のこと、きっと、ずっと忘れないと思う。

　こんにちは、でもなくて、はじめまして、でもなくて、「大丈夫か」ってあなたは最初に言ったよね。

　魔族なのに気遣ってもらえて、驚いたの。それから、優しい人なんだなって思った。

　あなたが差し伸べてくれた手が、私を暗闇の中から引き上げてくれるみたいで、すごく眩まぶしかったのを覚えています。

　夜、星空の中で、助手になるか、って言ってくれたの、すごく、嬉うれしかったんだよ。

　あんなに怖くて心細かったのに、あなたの腕の中は優しくて、あったかくて、ほっとして、思わず眠っちゃったんだけど……

　あの時ね、ああ、私、ずっとここにいたい、って思ったんだ。




　あなたは、私にこの世界を見せてくれたよね。

　城にいた時には分からなかったこと、たくさん、たくさん、教えてくれた。

　あなたに会えて、世界は残酷なだけじゃなくて、やっぱり美しいんだって分かった。

　……ううん。あなたといるから、世界が美しく見えたのかも。

　あなたがいつも私を守ってくれていたから。だから、美しいと感じることができた。

〝この世界で初めて守りたい〟って、あなたにそう思ってもらえたこと、言ってもらえたあの瞬間、私、とっても幸せでした。

　あなたと旅した時間は、私の一生の宝物になりました。

　アルノス。ここまで、一緒にいてくれて、ありがとう。

　この広い世界の中で、あなたに出会うことができて、私、本当によかった。




　それと、アルノスのこと。

　私がどう思ってるかって話……

　あの時、面と向かってじゃ、恥ずかしくて言えなかったけど……




　……あのね。

　私、アルノスのこと、大好きだよ。

　すごくかっこよくて、すごく頼もしくて。

　優しくて、眩しくて……一緒にいるだけで、心の底から、すごく安心できたの。

　だから、勇者じゃないとか、なれなかったとか、気にしないこと。

　あなたは、もうとっくに、私にとっては、世界中でたった一人の勇者様なんだからね。









　アルノスが、全て読み終えた瞬間だった。

　手紙は、光のつぶてになって、空に昇るように消えてしまった。

　涙で濡ぬれた目で、アルノスは呆ぼう然ぜんとそれを見届ける。

「魔法、だったのか………………そうか、あっちから送ってくれたんだな」

　アルノスは、エリヤの角に触れる。折れた方も、同様に。

　いつもこうすれば慌ててすぐ反応するのに、今の彼女は微動だにしない。

　ぽた、とアルノスは涙を落とした。

　拭っても、拭っても、何度も溢あふれ出てくる。頭では現実を否定したいのに、身体からだはもう理解してしまっているようだった。

　エリヤの魂は、もう、戻らないのだ、と。彼女は、死んでしまったのだ、と。

　自分の元に、二度と帰ってはこないのだと。

　もう、受け入れねばならない事実なのに、心がそれを拒絶する。彼女は最期に別れの手紙まで送ってくれたのに……想おもいが消えないよう、言葉にして伝え、アルノスの中に残してくれたのに。

　堪こらえきれず、アルノスは、エリヤの身体を抱きしめた。

「エリヤ……帰ってきてくれ……っ」

　それが無駄だと分かっていても、彼女と離れたくなくて、放したくなくて、そうしてしまう。どうか連れて行かないでくれ、と。ずっと一緒にいさせてくれ、と。

　乞うように抱きしめる腕に力を込めた──その時だった。




「く、苦しいっ……アルノスっ、苦しいよっ……！」




　腕の中から聞こえてきた声に、はた、とアルノスは硬直した。

　とうとう幻聴が聞こえてきたか、と自分に呆あきれながら、いや待てもしかしたら、と腕の中を確認する。

　エリヤが、ぷは、と息を吹き返した。

「びっくりしたあ……死んじゃうところだった……」

「エ、リヤ……？　い、生きてる……？」

　アルノスは、彼女の頰ほおに触れた。

　少し温かさを取り戻している。首筋に触れると、しっかりした脈が感じられた。

「うん。生きてるよ……ただいま」

　開かれた赤い目が、アルノスを見て、瞬まばたきしている。

　動いている。息をしている。

　生きている──

　はあ、とアルノスは詰めていた息を吐き出した。

　心からの安あん堵どに思わずまた泣きそうになって、アルノスはエリヤの身体を抱きしめた。

「よ、よかった……てっきり、死んでしまったのかと……」

「冥王様のおかげなの……それと、父様と母様の」

　エリヤは、肉体に戻れた経緯を説明する。

　アルノスがエリヤの肉体を現世に連れ帰ったあと、冥王がエリヤの魂から死を遠ざけるべく尽力してくれたという。そして、魂の損耗を回復するのに、彼女の父と母──竜王とその妃きさきが、魂の一部を分け与えてくれたのだと──

「──なるほど、理解した」

「結構、危なかったらしいんだけど、さすが冥王様」

「冥王が別れ際、何にも言ってなかったのが不思議だが」

「あー……それは……嫌がらせ……」

「…………理解した」

　アルノスは深々とため息をついた。冥府の王は、案外、根に持つ性分らしい。

　……いや、それが当然なのか、とアルノスは思い直す。そうでなければ、世界中どこも平和だろう。

「というか、さっきの手紙は何だ？」

「え？　な、何か変だった……？」

「まるで遺書だった」

「ち、違うよっ、遺書なんかじゃ──あ、あの……紛らわしくて、ごめんなさい……」

　アルノスが取り繕おうとしていた泣き顔のあとに気づいたらしいエリヤが、申し訳なさそうに謝罪した。

「帰ってきたんだから、別にいい。でも、何で俺に手紙なんて」

「あの、それは、やっぱり面と向かって言うのは恥ずかしくて……でも、ちゃんと伝えておきたかったし、身体に戻るまでちょっと時間がかかるから、アルノスを少しでも早く元気づけたくて、それで、ええと……」

「手紙が届いたの、ほんのちょっと前だぞ」

「ええっ!?　半日くらい前には届くと思ったんだけど……何でだろ。冥府との、時差？」

　エリヤが困ったように首を傾かしげる。

　それを見て、アルノスは思わず、微笑ほほえんだ。

「えっ……何で笑ったの？」

「よかった、本当に……と思って。おかえり」

　アルノスは、エリヤの頭に手を乗せた。

　すると、エリヤは頭を傾け、折れて短くなった角をそこに押し当てた。

「……うん。ただいま」
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　それから、アルノスは、エリヤの折れた角を撫なでた。

　エリヤはアルノスに身体を預けたまま、しばらく好きにさせていたが、

「こ、今回だけだから……ね？」

　首筋まで真っ赤にして、じっと俯うつむいたまま念を押すように言った。

「あ、アルノスっ、いつも触りたそうにしてたしっ……これはっ、迷惑かけちゃったり、心配させちゃったり、そういうののお詫わびでっ……次は、だめなんだからっ……ひうっ」

　堪えきれない声を漏らし、エリヤが、びくっ、と震えた。

　そういう反応も、彼女が生きている証あかしに思えて、アルノスは嬉うれしい。

　角は大事な人にだけ触らせる、一生を捧ささげてもいい相手にだけ──そう彼女が言っていたことを思い出して、何だか受け入れてもらえているようで、触れるたびにぽっかり空いていた心が満たされてゆく気がした。

「……あの……アルノスは……どうして、そこ、触りたいの……？」

　ふいに、エリヤが呟つぶやくように尋ねてきた。

　アルノスは、エリヤの角に触れたまま、そういえばどうしてだったかと考える。

「そうだな……自分とは違う、自分にない部分、だからかな」

　角は、自分アルノスとは違う、彼女エリヤの象徴だ。そういう部位は気になるし、思わず見てしまう──初めてエリヤに会った時、そうしてしまったように。

　自分にはない部分をたくさん持っている彼女の、目に見える自分と違う部分。

　そこに触れることで、アルノスは、手に摑つかめない眩まばゆい光に触れられたような気持ちになった。だから、彼女の角に自然と手を伸ばしていたのだと思う。

　アルノスの返答に、わずかの間、エリヤは考えるように口を引き結んでいた。だが、

「つ……角の他は、いいの……？」

　ぽそり、と呟かれたエリヤの言葉に、アルノスは思わず手を止めた。

「……アルノスと違う部分、私、もっと、いっぱい……あると思う、けど」

　ぷい、とそっぽを向きながら、もじもじしてエリヤが言う。

（いや、その反応は──）

　反則じゃないだろうか、とアルノスが混乱していた時だった。

　ギイ、と扉が開く音がした。

「わわわっ……!?」

　慌てたエリヤが、ぴょんっ、と飛とび退のくようにアルノスから身体を離した。

　見れば、ミルラが扉の隙間から、顔を覗のぞかせている。

「あっ、りゅーじんのおねえちゃんが、おきた！」

　たたっ、と駆け寄ってくるミルラに、エリヤは「え？」と目をぱちくりさせた。

「竜人って──あ、角っ……！」

　自分の角が露あらわになっていたことに気づき、慌てて隠そうとするエリヤ。対照的に落ち着いたまま、アルノスは説明する。

「そのままで大丈夫だ。もう、父親にもバレてる」

　この家を改めて訪ねた時、アルノスは冥王へと手紙を届けたことを伝えた。

　そして、感謝する父親に、エリヤの頑張りのおかげで届けられたのだと話していた。ミルラは、それを一緒に聞いていて、エリヤが目を覚まさないかと気にして、何度も部屋を訪れていたのだ。

「おねえちゃん、ありがとうっ！　ママに、おてがみ、とどけてくれて」

　ミルラは、エリヤに抱きついた。それが、幼い彼女なりの全力の感謝のようだ。

「ミルラちゃん、あの、お母さんからのお返事なんだけど」

　エリヤが説明しようとすると、ミルラは首をぶんぶんと横に振った。

「いいの！　ミルラ、おへんじは……ママに、とどいただけで──」

「はい、手紙のお届けです」

　言って、エリヤは、懐ふところから取り出した封筒を差し出した。

「これって…………ママの……？」

「うん。一回読んだら消えちゃうから、大切に読んでね」

「いっかい……だけ……っ」

　理解した瞬間、ミルラは、「パパっ！　ママからのてがみ、いっしょに！」と大きな声で父を呼び、部屋から飛び出していった。大切な一回は、父と一緒に読みたかったらしい。

「……あれも、魔法か」

　うん、とエリヤは頷うなずいた。

「アルノスに手紙を送ったのと同じ方法。読んだら消えちゃうけど、あの子のお母さんの祈りが込められてるの」

「想いは伝わって、あの子の中に残るはずだ」

「アルノスもそう思う？」

「俺には、伝わったからな。エリヤの想い」

　アルノスがそう答えると、エリヤは頰を赤くして呻うめいた。
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　ミルラとその父に見送られて、アルノスとエリヤは、ルベドをあとにした。

「わっ、テイル、どうしたの!?」

　街の入り口に戻ると、エリヤはテイルから頭突きに似た盛大な歓待を受けた。

　エリヤが戻ってきたことに、テイルも喜んでいるのだ。

　こうして彼女と一緒にテイルの元へ戻ってきたことに、アルノスは、何だか、随分と遠いところに行ってきたような、かなりの時間が経たったような気分になった。実際に、冥府はかなり遠いところだったのだが、きっとそれだけではない。

「あのね、アルノス」

　アルノスが、ソリに積もった砂さ塵じんを払っていると、その背後でテイルを撫なでていたエリヤが話しかけてきた。

「ん。どうした？」

「実はね、冥府で、父様と母様に会ったの。会って、話せた」

「そうか。そいつはよかったな……二人とも、何て？」

「幸せになれ、って言ってた。お前の大切な人と一緒に、って」

「……そうか」

「え、えっと、それでね……やっぱりこの角だし、当分、国には戻らない方がいいだろうって、父様が……それで……」

　何やら口ごもっているエリヤに、アルノスは手を止めて振り返る。

　エリヤはまごついていたが、やがて決心するように、うんっ、と一つ頷き、

「……あ、あのっ！　私、アルノスにたくさん迷惑かけちゃったけどっ……これからも、かけちゃうかも、だけど……その…………よかったら、一緒に──」

「次の配達も一緒に来てくれるんだろ、助手のエリヤさんは」

　え、と目をぱちぱちさせるエリヤに、アルノスはソリの座席を軽く叩たたいた。

「ほら、早く乗れ。行くぞ」

「う──うんっ！」

　アルノスとエリヤがソリに乗り込むと、テイルが飛び立った。再び空の旅路へと戻る。

　魔力障壁ウオールを一つ、二つ抜ける……と、地上を覆っていた雲が晴れて、青空になった。

「アルノス、ねえ、あれ！」

　くいっ、とエリヤがアルノスの袖を引く。

　彼女が嬉き々きとして指を差した先に目をやり、アルノスはそれを見つけた。

「……虹、か」

　魔力障壁のあちら側とこちら側、その間に虹が架かっている。

　気流が変わる断面の魔力障壁を抜けて虹が架かることは、とても珍しいことだ。身を乗り出して眺めているエリヤの隣で、アルノスも思わず見入ってしまう。

　進むたびに目まぐるしく変わる景色に、ふと、これから向かう世界も変わるのかもしれない、とアルノスは思った。

　そんなことは、エリヤと旅するまで考えもしなかったことだ。

　一人でテイルを駆り、旅していた頃には、世界は停滞したままに見えた。

　聖剣レギオンを捨てるなんてことも考えなかった。

　……けれど、今は違う。

　アルノスは思った。

　彼女と一緒なら、自分も変われるかもしれない、と。

　彼女と一緒にいるために、変わりたい、と。







　この世界で最後の勇者候補だったポストマンと、片角を失ってしまった竜人の姫。

　四年前には共にいることすら難しかった人魔の二人旅は、次の手紙の待ち人を目指し、この先も続いてゆく。

　変わりゆく世界に、平和の種を見つけながら。

　そして、届ける手紙に、平和の種を忍ばせながら。




　そうして二人は、いつか一緒に、平和に満ちた世界に辿たどり着くのかもしれない。







[image: ] 拝啓、読者様へ（あるいは、あとがき）







　初めての読者様、はじめまして。三み萩はぎせんやです！

　そして何度めかの読者様、ラノベではお久しぶりです。またお目にかかれて嬉うれしいです！　応援してくださる皆様のおかげで、また新作を出すことができました。




　突然ですが、あとがきというものは、読者の方に宛てた手紙に似ている気がします。

　でも、小説それ自体にも言えるのかな、と本作の執筆後に思うようになりました。

　小説という手紙は、かなり作家側からの一方通行ではあるのですが、それでも時々お返事をくださる読者様もいて、そのような手紙で励まされたりすること、しばしばです。

　メールやＳＮＳ等が当たり前になり、コミュニケーション経路が簡略化された現在、手紙を出す、というのは結構な手間暇がかかる行為だと思います。封筒や便箋を入手して、字を書いたり印刷したりして、所定の金額の切手を貼はって、投とう函かんする──それだけのことを読者の方がしてくださったと考えると、本当に嬉しくて。

　凹へこんでいたり、やる気が出なかったり……そういう時を自分は『ＭＰ切れ』と言っているのですが、不思議なことに、ちょうどそういうＭＰ切れのタイミングでお手紙が届くんですね。回復します。全快したりもします。それで書き上げられた原稿もあります。その手紙をくださった方のために書こうと思いついた話もあります。

　先日は、一通の手紙のおかげで、とあるシリーズの続刊の話が持ち上がりました。

　なかなか世知辛い話で恐縮ですが、残念ながら昨今だと手紙一通だけではシリーズの命を救えるほどの力はないようです。でも、読者の方からの手紙がきっかけとなり、誰かが動いて、それで何かが変わるということは、こんな感じで実際に起きるみたいです。

　きっかけとなったその手紙には、私からすると、さながら魔法が込められていたようでした。でも、それ以前に届いた手紙にもそういう何かを変えるような力は込められていて、それらが一気に芽吹いた瞬間だったのかなとも思います。




　本作は、そんな風に手紙によって、人や、世界が、少しずつ変わっていくお話です。




　本編未読の方は、ぜひ、どんな風に変わっていくのか、ご一読いただければ幸いです。

　既に読んでくださった方は、いかがでしたでしょうか。もし内容を気に入ってくださいましたら、もちろん、手紙以外の方法で構いません（笑）。周囲の方に「こういうラノベがあるよ！」と広めていただけますと、本シリーズは長生きできるかもしれませんので、ぜひお力をお貸しください！

　なお、ご購入してくださった方には、漏れなくいいことが起きやすくなる魔法がかかりました（済。解かい呪じゆ不可）。そういう作者の願いをどの著作にも込めています。仕様です。そして、そういう本がたくさんの方に届くよう、今後も精進してゆく所存です。

　末筆ながら、このたびは、数多あまたある本の中から手にとっていただき、誠にありがとうございました！

　それでは、また、次の本でお会いできることを祈って！


かしこ






［番外編］[image: ] 拝啓、本作関係者の皆様へ（あるいは謝辞）




　スニーカー文庫編集部様、このたびも新作に挑戦させていただき、ありがとうございます！

　担当Ｋさん、初打ち合わせの際まだ新人さんとのことでしたが、気づけば頼もしさＭＡＸでした。また、Ｓ編集長、企画の段階から多大なサポートをいただき、大変心強かったです。

　イラスト担当の三み弥やカズトモ先生、温かみのある素敵な表紙絵、とても気に入ってます！　メインの二人を見ているだけで筆が驚くほど進みました。エリヤが尊くて堪たまりません。デザイン担当のSAVA DESIGN様や校正様などは、現在このあとがきを書いている今まさにご尽力いただいていますが、お力を注いでいただき本当に感謝しております。

　そしてそして──枯かれ野の瑛あきら先生！　本作へ素敵なコメントをありがとうございました！　一ひと目め惚ぼれで手にした『すかすか』の作者様から言こと祝ほいでいただいたようで感激でした！

　ここからは、書籍制作外の方へになりますが──読者の皆様へ届くまでの間にお世話になっている出版社、また、出版業界の皆様も、いつもありがとうございます！

　特に本書をはじめ自著を並べてくださっている書店様……もし、販促などしてくださる中で何か作者の私にも手伝えるようなことがありましたら、ぜひ編集部を通してでもご連絡いただければ幸いです。

　今年の夏でデビューから三年になりますが、作家として生かしていただいていることに感謝しております。今後とも、よろしくお願いいたします。


三萩　せんや　　















旅の途中、手に入れた宝物







「ねえ、アルノス。虹の下には宝物があるって話、知ってる？」




　遠く、魔力障壁を抜けて空にかかる珍しい虹。

　それをソリから身を乗り出すようにして見つめていたエリヤが、ふいに尋ねてきた。

　アルノスも彼女と同じ虹を見ながら、人生で初めて虹を見た日に聞いた話を思い出す。

「ああ、あれだろ……根元のところを掘ると、とんでもない財宝が埋まってるっていう。たどり着けないがゆえのお伽話」

　虹は、たとえ近くに見えても追いかければ遠退いてしまう、幻のようなものである。

　だから、宝物が本当に根元に埋まっているとして、決してそこには辿り着けない。つまり、確認しようがないのだ。それが誰であれ……勇者でも、魔王であっても。

「……行ってみたい、とか言わないよな？」

　アルノスが確認すると、エリヤが図星だという顔をした。

「だめ……？」

「だめも何も……目指したところで、辿り着けないんだ。意味ないだろ」

「そうかなあ。私は、意味がないとは思わないけどな」

「その心は？」

「虹を目指す旅の途中に、宝物が手に入ることもあるんじゃないかなって。虹を目指していたわけじゃないけど、私、ここまでの旅でたくさん素敵な宝物を手に入れたもの」

　たとえば、と訊くのは野暮だろうなと、アルノスはエリヤが冥府より送ってきた手紙の内容を思い出す。宝物とは、何も、触れられる物質に限ったものではないのだ。彼女の心の中に存在するだけでも、彼女が大切に思うなら、それらは確かに宝物だろう。

「と、そうだ。手に入れた宝物といえば」

　エリヤが懐をごそごそし始めたので、アルノスは「え」と思わず素の声を上げた。何か触れられるような宝物を、彼女が手に入れていたとは考えていなかったのだ。

　……いや、思い返せば、ブローディアのケープにライアンのソリ、竜の涙の宝石と、かなりの宝物を自分たちはこれまでに入手してきている。他に何か、アルノスが知らないうちに彼女が手に入れていてもおかしくは──

「これ。ミルラちゃんに『おにいちゃんと、いっしょによんで』って渡されたの」

  エリヤが懐から取り出したのは、一通の手紙だった。

　彼女は、それを風に攫われないように開封する。そして、中の便箋をそっと開いた。







　お　ねえちゃ　ん　と　おにい　ちゃん　ママ　のて　がみ　ありが　とう







　アルノスとエリヤは、顔を寄せてその一文を読んだ。

　便箋に記されていたのは、たった一文だった。けれど、ミルラの感謝の気持ちが詰め込まれているのが分かる。文の周りには、二人の似顔絵が鮮やかな色で描かれていた。

　わあ、とエリヤは感激し、アルノスの似顔絵を見て「似てる」とくすくす笑う。

　その評価には、アルノスも概ね同意だった。目つきの悪い仏頂面がよく描かれていて、こう見えていたのなら怖がられたのも当然だ、と納得せざるを得ない。

「ねえ、アルノス……もしかしたら私たち、もう虹の中にいるのかもしれないね」

　手紙を空にかざすように見て、エリヤが眩しそうに目を細めた。

　虹は、追いかければ遠退く。けれど、他の誰かから見れば、追っている自分たちは今まさに虹の中にいるように見えるのかもしれない。

「……そうかもな。けど、それでも、エリヤは虹を目指してみたいんだろ？」

「うん。だって、楽しそうだもの……ううん。アルノスと一緒なら、きっと楽しい！」

　空路を照らす太陽も霞むほどに、エリヤが明るく笑う。

　その笑顔が見られるだけで、簡単には辿り着けない、そんな場所を目指して旅をするのも悪くないかもな、とアルノスは前を向いて思うのだった。




　二人の旅は、次の壁を越えて続く──
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カバー・口絵・本文デザイン／SAVA DESIGN












拝はい啓けい、最さい果はての勇ゆう者しや様さまへ




～竜りゆう王おうの姫ひめとめぐる旅たび～

【電でん子し特とく別べつ版ばん】
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